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表紙

B-BOXオンラインアルバイト情報シス

テ厶

アルバイト情報か言己載されている日刊雑

豆志が数多く市販されているが,利用者は

希望条件に合った物件を探すのに手問か

か力寸),また,最辛斤情報でない可育旨陛も

ある。そこで希望条件に合った最棄斤情報

を且部寺に提供する事を目的として開発さ

れたのかB-BOXオンラインアノレバイド情

報システムである。書店,大学構内,汚尺

構内などに設置されたB-BOXは利用者

の学生にも,アルバイト情報提供者にも

好言平である。写真は学生達かB-BOXを

利用して,自分の希望条件に合ったアル

バイトを捜している風景である。

i
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社会システムの技術展望

佐藤真・山田晃男

Ξ菱電機技報 V01.60・NO.2PI~2

近年における技術革新と経済発展に伴い,技術の進歩と社会構造の変化

にヌ打書して,新しい高度情報化社会が生れつつぁる。これを支える手段

が,コンピュータやネットワークを駛使した社会システムである。特に,

ニューメディアを利用した情粧系社会システムが今後大いに発展すると

いえる。社会システムの動向と将来展望を中心、に,今後の技術展望を行

ー)ー。

アブストラクト

植物工場の役割と省電力化ヘのアプローチ
中山繁樹・池田彰

三菱電機技報 V01.60NO.2P3~6

机件勿工場は白然依存からの脱j.を徹底的に迅及する新しい農業1リ童のー

つである。現在の農業問題の多くが臼然依存から発していると考えられ

ることから,今後植物工場の期1寺が商まろう。

しかし械物工場の開発にあたっては,従来の農業とのかかわりをぢ慮

し,それを反映させなけれぱならない。ここでは,植物工場の意義と役

割を考え,最大の技術的課題である照Π月電力低減について述ベる。

地域行政情報システム

一地方自治体における地図情報の高度利用についてー

伊藤広満・浦山統喜治

三菱電機技報 V01.60NO.2P15~ 17

地域行政において,科・学的・客観的な計画策定の必要性が増大しつつぁ

る。このためには,現在進展しつつぁる住民情報システム・内告畍青報シ

ステムを基礎とし,これに時系列的表現及び「地域情報」を加え行政施

策の要因となる人口・土地・1悉済・教育・;勘止などの情報を系統的に把

捉する必要がある。ここでは地方自治体における地域行政システムとし

て紹介する。

防災情報システム

羽子岡蕃・北原貞守・日方俊幸

三菱電機技報 V01,60N02P7~10

防災に対する社会的鬨心が高まっているが,このシステムは地震,台風

などの災冉にヌ、1する防災活動を支援する砧机通信・処理システムである。

防災情報データベースを構築し,災1÷予防に活用するとともに,災害1寺

には時々刻々と変化する災害状況を収集し,コンピュータで管理するこ

とによって,災害対策本部を中心とした応急、対策,復旧活動の円滑化を

図り,災害の未然防止や被害軽減に貢献するシステムであり,新社会シ

ステムとして注目される。

J

アルバイト情報システム

石橋利英・水澤勝治・"Ⅱ傑誠

三菱電機技報 V01.60・NO.2P18~20

このシステムはホストコンピュータに《MELCOM-COSM080OS>J揣

末機として<MULT116Ⅱ>百数十台を,首捌H制に展開し,アルバイト

情報をオンラインで'タイムリーに招介するシステムである。日刊誌,週

刊誌といった1酔畷志から情報をスピーディに正硫に伝えるオンラインデー

タサービスは,ニューメディア時代に合った呉体的な第一歩と言える。

アルバイト情報だけでなく廿洋長化社会に対応する様々な情報を今後捉供

することが可能である。

地域医療情報システム

服部七郎・小南貢

三菱電機技報 V01.60・NO.2・P11 ~ 14

地域住民の医療二ーズは鯉康認識の変化,疾病構造の変化によ1)多種多

様となってきたのに対し,医療機関側は自然発生的な旧態依然のままの

ため,住民の二ーズに十分対応しきれていない。地域の医療機関を設備

的にも,情報的にも有機的に結ぴつけ住民の二ーズにこたえていこうと

いう計画が各地でおきている。地城医療情報システムは,情報而からこ

れらの計画を支援するものである。この論文はこのシステムの概要と考

え方について紹介する。

駅夕ーミナル情報システムへの液晶ディスプレイ《スペ

クタス》の応用

小111隆弘・小玉哲次

Ξ菱電機技報 V01.60NO.2P21~24

液県,を用いた大画而ディスプレイ《スペクタス>は納入実縦を着実に延

ばすとともに,社会システムの一貫として社会に定署しつつぁる。本稿

ではそれら納入実紕の中で,鉄道の駅に没置され,ターミナル情報を提

供するシステムの一例を紹介し,システムの機能,捉供する情亨Rサービ

スを中心、に駅におけるディスプレイについて述ベる。

第3次オンラインと金融端末システム

佐藤泰正・清水康治・中村喜昭・茂登山年賭・木村純

Ξ菱電機技報 V01.60・N02P25~29

銀行オンラインシステムは,第 1次,第2次オンラインの時代を経て問

もなく第3次オンラインの時代を迎えようとしている。第3次オンライ

ンでは,情報システムの強化, OAの推進,顧客操作形自動機排の拡充

など力阿金く要望されている。

本稿では,第3 次オンラインの目指すところを展望するとともに,シ

ステムの中核となる営業店システムについて,その亟加司と課題を中心、に,

幾つかの当社の具体的対応を含めて紹介する。

L



Mitsuhishl 0肌ki Giho: V01.60, NO.2,叩.15 ~ 17 (198の

A Regiona11nformation system for MunicipaⅢies

hy Hiromitsu lto & Tokijl urヨyヨmヨ

Regional administtation now requiresincreasin81y objective and scientiflc
Procedures for maMng policy decisions、 citizen and re即on self・generated
mfotmationsystemsfoT muniC中alities(currendyunder developmenり,com・
bined with time・keyed output a11d regional data・PTocesing capabilities, ate
nowrequired to carry outstatisticalca】CU】ations andrati0刀a] policymaRing
in areas such as population,1a11d ma11agement, economics, education, and
Welfare.1he article introduces such a le舮on址 information system foT
municipalities

Abstracts

Mitsubishl oenki Giho: V01.60, NO.2,叩.18 ~ 20 (198の

A part一丁ime・vvork lnformation system

by TO$hihide l$hibヨ5hi, Katsuji MizuSヨWヨ& Mきkoto N3ito

ThissystemconsistsofaMELCOM・COSM080oshostcomputerwithover
10OMULT116Persona] computersinstal]ed asteTminalsthroughoutTokyo
It pTovidesrapid, accurate,抑dup・to・dateinform且tionaboutpaTt・timework
Positions employing data hom "information" daⅡles a11d weeNies. The
System can be expanded to offer other types ofinformation as 、veⅡ, and is
expected to become a woTMng prototype for future "new・media" services

剛tsublshi 0帥ki Glho: V01.印, NO.2,叩.1 ~ 2 (1986)

A Techn010gical overview of social systems

by Mヨ女oto sato & Teruo Yヨmヨda

Techn010gical and economic gτ飢νth in recent yeats has precipitated
Changesin sod祉 or菖anizations, e$peci註lyin the induction ofnew techn010・
gies. An advanced, in{ormation・oriented society iS 宮TadⅡa11y colmng to
birth, supported by a vatiety of sodal systeTns using colnputeTs and net・
Works. New・media・based information・neいVork systems, in P雛ticular, are
expected to grow rapidly in both scope and degree ofutilization.The artide
discusses the innuence of pending techn010gical developments on trends
and the future possibilities of the ne、v systems

Mitsuhi$hi oenki Giho: V01.60, HO.2,叩,21 ~ 24 (1986)

The Applicatlon of the crystal c010r LCD system
to a Ra"-Termina11nformation system

hy Tak自hiro Koy且mヨ& Tetsuji Kodama

The large'scale crystal co]or LCD system, a proven performer in many
instaⅡations,has no、v been applied as adisplaydeviceforsodalsystems.The
article discusses one such exalnple, a11 appHcation as a display panel foT a
Tail-termin址 information system. The artide describes the system's struc-
ture and functions and the services it provides

Mit$uhi$hi oenki Giho: V01.60, NO' 2,即.3 ~ 6 (1986)

The Role ofthe Agricultural Factory and an Approach
to Reducing lts power consumption

hy shi旦eki Nヨkayamヨ& Akin lkeda

TTaditiona1 1nethods of agTicultuTe are greatly affected by changes in
、veather, climate, and soH. The agricultural factoTy is a new conceptin agri・
Cultural production intended to iso】ate food production ftom these unpre・
dictableperturbations. However,the agricultur址 factorymustbedeveloped
in a manner that complements present agricultural methods. The aTtic】e
ConsideTs the sig11iflcance and potentialimpad of this new techn010gy, dis・
CUS$in3inpaTticulaTthe techn010gica] ptoblemsjnvolvedinreducingpower
requirements for i11Um加ation

闇tsuhishi Benki Giho: V01.印' NO.2,叩.25 ~ 29 (1g86)

A Next-Gen引ation Banking system and lts Terminal systems

by YasumヨSa salo, YヨSⅡhき「u shimiZⅡ. Yoshiteru Nakヨmurヨ. ToshihafⅡ Motoyヨma
& Jun Kimun

On・1ine b釦king systems have passed through いV08enerations and now
Stand at the brink of a third. The third・generation system wiⅡ feature
broader information services, integrated offlce・automation functions, and
more versatile automated・teⅡeT machines. The artide exalnines the aims of

these third・generation systems,includi"g tTends and problemsin the central
mana留ementsystem atthe system coTe.1t also intToduces severalMitsubishi
Products designed to meet these needs

MitS仙ishi 0肌ki Giho: V01,60, NO.2,叩.フ~ 10 (1986)

A Disaster-1nformation system

by shigeru H肌eoka, sadam011 κi1ヨhきrヨ& Toshlyuki Hikata

Spurred by concern ovet the e仔ects of typhoons, earthquakes, and otheT
disastets, the corpotation has developed a disaster・information system to
Support s、vift, COOTdinated response to these emer8ency situations. The
Systemcombinesinformation・networkanddata・processingcapabilitieswith
a disaster・prevention database. T11is conflgLITation assists preventive meas・
Ures and,in the event of a disaster, ca11 Provide up・to・the・111inute computer
data acquisition to moni加r rapidly changing conditions a11d assist in
SmootNy cooTdinating efforts for relief and restoration of services by disas・
teT・Teliefcentets.withits potenti址 tohelp minimizeloss byimprovingboth
Prevention and response, this system is aせracting stron8 and widespread
attentlon

MitS仙ishl D肌ki Glho: V01.60, NO.2,叩.11 ~ 14 (1986)

A Regiona11nformation system for Health and Medical care

hy shichiro Hattori &閉ilsugu Kominきmi

Regional needs fot health and medical care have geatly diveTsifled. The
genetalconcept ofhealthhasbeenchanging,ashavethedef1Πitions ofi]]ness
and the method$ of its tTeatment. Health・care setvices, however, have

remained essentia11yuncha11ged since theitinception,a11darenown010nger
able to satisfy current needs. To f111this gap, most regional hea]th・cate set・
Vices inJapan are planning the renewal of both medical equipment and
related information services, so that these can be integrated into a single,
Organic system. This TegionaHnformation system supports the infoTmation・
PTocessing side ofthis plan. The artic]e discusses the strudure oftl】is system
and the underlyiDg concepts of its development



INSモデルシステム r吉祥寺ダイヤモンド1NSプラザ」
小野義文・江村弘

三菱電機技幸畏 V01.60NO.2P30~33

東京・三鷹,武蔵野地区にて,高喫硝繊通信システム(1NS)の尖験サー

ビスが実施されている。これらのサービスが企業活動や社会生活にどの

ようにかかわって行くのかを実際に体験いただ'く場として,武蔵野市に

「吉祥寺ダイヤモンド1NSプラザ」が開設されている。ここで展開されて

いるTV会議,ディジタルキャフ゜テンやスタンドアロン形ビデオテックス

などのサービス内容を紹介し,1年を経過した段階での反応や改善要望

弓訂頁を中心に報告する。

太陽光発電離島用電力供給システム
熊野昌義・中井良雄・山本吉彦・湯川元信・浅岡正久

三菱電機技報 V01.60NO.2P34~39

通産竹のサンシャイン計1画に参画し, NED0から太陽光発屯による肌島

用電カイj蟠合システムを受託し研究を逃めている。このシステムは,50kw,

の太陽光発電を主電源,小形ディーゼル発電を耕那尓樹頓としたもので,

邪薪西方如kmにある座問眛島において我が国初の試みとして一般民家十

数軒に太陽光による電気を供給している。システムの特長,概要,設計

検討,試験結果などについて概要を述ベる。

アブストラクト

光通信用lnGaAS/1nPホトダイオードの高感度化
高橋和久・芝哲夫・吉田一臣・浪崎博文

Ξ菱電機技報 V01.60・NO.2P51~54

波IU.0~1.6μm帯の光通信用受光素子である1"GOAS/10Pホトダイオー

ドの高感度化を進めてきた。計算の;吉果,従来形では老新面再結合による

キャリヤの損失が火きいことか分かった。表面再結合を抑制するために

1" 1,成長において障壁解を付加した。また反射防止映としてプラズマ

CVDによるSiNX映を形成した。これらにより波長1.3μmにおける鬼匂支と

して0,フ~0.9A/Wと従来品の 2倍以上の価を実現した。

超電導コイル問エネルギー移送装置
大西利只・立石裕・竹田正俊・松1耐枚明・中谷俊挑

Ξ菱電機技報 V01.60NO.2P40~45

核融合実験設備のように,極めて火きなパルス状のエネルギーを要求さ

れる負荷に対して,超電導コイルによるエネルギー蓄秘方式力井是案され

ている。今同,世界に先がけてチョッパ方式によるエネルギー千多送裴置

を開発し,電子技祁玲念合研究所にて3MJの超屯導コイル闇エネルギー

移送試験を実施したので報告する。この方式は回路構成が箭単で,かっ

高速のエネルギー移送が可能であり,また超電導コイル電流は双極性に

移送可能であるという特長をもっている。

小形LEDプリントヘッド

皎島一博・大西勝

三菱電機技報 V01.60NO,2P55 ~57

小形で,かつ高速印字性能を火現したLEDプリントヘッドを剛発した。

小形化,高速化のために放熱性の央い金属基板を,高速化のために2筒

所の電流供給電極をもつLEDアレーチップを各々採用している。解像皮

は210 ドット/インチ,右効記'卿岳は257mm (B4)及び15インチ(ライン

プリンタ用紙)の2和がある。印字速度はA4換算で50枚/分が可能と

ムーコ、ー。

光口ーカルエリアネットワーク《MELNETシリーズ》
吉良廣文・矢野哲雄・宇治橋義弘・坪根宣宏・渡辺晃

三菱電機技報 V01.60・NO.2・P46~50

OA化やFA化のインフラストラクチャとして期待されている《MELNET

シリーズ》 LANは,32Mb那高速りング,12MbpS 中速りング,10Mb郡

バスを組み合わせて大規模から中小規模のネットワークまで柔軟にシス

テム構築することができる。

本稿では,伝送路の利用効率向上や他網接続のための基木となる高速

リングパケット交換システムと,井カト規模ネットワークとして柔軟性に

富んだ中速りングシステムについて紹介する。

第二世代16K高速SRAM

角正・清水博史・森田功・舟・越也野宏

Ξ菱電機技報>01.60NO.2・P58~60

コンピュータのキャッシュメモリに使われている高速SRAMは,コンピ

ユータの発展に件い,より高速で低消賀逃力の製留,の要求が増火してい

る。メ1社ではこのたび,アクセスタイムが35nSの16K高速CMOS SRAM,

M 5 M2]C67P,68Pを開発した。高性能化のため,2μmcMOSプロセス

を採川し,内部同期回路,セルアレー分削ナj式など厶井斤の回路技術を仙

用し,ラッチアップやソフトエラー,ノイズなどに強い製品を実現した。



脚t$uhlshl 0肌k1 引ho: V01.印, HO.2,叩.51 ~ 54 (1986)

Improvements in the sensitivity of lnGaAS/1np photodiodes
for optical-Fiber communication

by KヨZⅡh1訟 Tak丑hヨShi, Tetsuo shlbヨ,κヨZuomi Yoshlda & Hlrofuml NヨmiZヨki

MitSⅡbisM Electric has doubled the sensitivity of the hlGaAS/1np photo、
diodes used as detectors f0τ Optical commU11ications in the l.0~ 1.6μm
Waveband.TbeoretiC田 Studiesrevealed thatelectTon・holerecombinationon

the selmconductor surface is a m町or souTce of carrier loss. To in11ibit tMS
e仟ect, abarrier layer 、vas gro、vn on the se111iconductor surface,、vith an addi・
tion址 SiNX ヨntileflection coating deposited by plasma chemical、vapoT
deposition. These steps have raised sensitivityby o.フ~ 0.9A/w atthe 13μm
Wavelen8th, a two・fold increase over pTeviou$ devices

Abstracts

MitS仙ishl D町kl Giho: V01.60, N0 2,叩.55 ~ 58 (1986)

A compact, High-speed, LED Thermal print Head

by KきZuhlro Sヨmejima & MヨS訂U onishi

The corporation has developed a compact, high・speed LED thermal print
head.To leducetheheadsize 釦dincreasetheprintingspeed,theLEDshave
been mounted on a metalsubstrate that pTovides exce11ent heat dissipation.
Dualpo、ver・SUPP1γ leads on each LED array chip also boostthe speed. A$ a
result,the prjnting speed hasreached the equivalent of50A4Pages/minute,
With a resolution of 240 dots/inch. Two types are available, with printable
Width. of 257mm (B1瓢.. POP.0 即d 381mm (15in).

M吐Suhi5hl 0印ki 61ho: V01.60, NO.2,叩.30 ~ 33 0gB6)

An lNS Model system: The Kichijoji Diamond lNs plaza

hy Yoshlfumi ono & Hitoshl Emu『ヨ

The KicMjoji Dialnond lNs plaza was established one year ago to test how
theservices ofinformationnetworksystemscouldbe appHedinb、sinesS 如d
Social・service activities. These infotmation $ervices, W11ich cover the Musa・
S11ino a11d Mitaka areas of Tokyo,include teleconferendng, digit凪、CAP・
TAIN a11d sta11d・址one Ⅵdeotex seTvices, and avariety ofothetservices.The
atticle intToduces these services and describes users' responses and
Suggested impTovements

脚tsuhishi n即kl Giho: V01.60, NO.2,叩,59~ 62 (1986)

A second-Generation 16Kb Fast static RAM

by T.dヨShl suml, Hiroshl shimizu,1Sao MOTiね& YヨSuhiro fUΠヨkosM

Adva11Cingcomputerteclm010gyhas created acontinuous demand forstatic
RAMS 、vith 11igher speed a11d lower po、ver consumption for use in cache
memory devices. The corporation has developed a 16Kb cMOS SRAM
With an access time of35ns and exce11entimmunity t01丑tch up,soft eττOTS,
and noise.T11is device,C目led the M5M21C67P,achievesits outstandingper、
foTma11Ceby using a2μm cMos process,internaldockcircuit,divided ceⅡ
aTTay, and other ne、v circuit techdogies.1t is available in a 68・pin DIP

MitS仙Ishi oenkl Glho: V01.印, NO' 2' PP.34~ 39 (1986)

A solar、power system for a sma111Sland

hy MヨSヨy帖hj Kumヨno, Yoshlo Hakヨi, Yoshihiko Yヨmヨmoto, M0如nobu Yukawa
& MヨSヨhiSヨ A5ヨ0kヨ

S a participant in the Mi11istry of lnternational Trade and lndustry'S
(M111'S) sunshine project, the corporation Teceived a contrad fTom the
NewEner菖yDevelopment organization to develop aprototypesolar・PO、ver
System for a Temote island. The system consists of a main solar generator
W北h a peak output of 50kw, and a sma11 auxiliary diese1 呂enerat0τ. NOW
Completed,the system is supplying electTicity t0 且bout 15Private houses on
Zamami lsland,40hn west of Naha, okinawa,inJaP且n's flrst solar・PO、ver
inst目lation. The aTticle reports on the system and its features,design studies,
and test results.

肺tsublshi oenki 倒ho: V01.60, NO.2,叩.40 ~ 45 (1ヨ86)

A chopper circuit for Energy Transfer Between
Superconducting Magnets

hy T伽hitadヨ 0訂Ishl,"jroshl Tateishl,閑ヨSヨtoshi Takedヨ, Toshlaki Mヨtsuu「ヨ
& T伽hlo Nヨkata口1

It has been suggested that superconducting lna即ets could provide a
medium forstoring ener8γ and supplyingthelarge energypulses neededby
expeTimental nuclear・fusion equipment and similiar loads. Based on t11is
Concept, tests on energy tTansfer between supeTconductin8 magnets aTe
Currendy being conducted at the Agency oflndustTial science and Tech、
n010gy'S ElectroteclmicalL且boratory MitsubiS11i Electric has pioneered the
Wotld's flrst choppeT circuit for tMs application. The drcuit has the advan、
tages of being simple a11d permitting high・speed, bipolar ener部 transfer
The article descTibes tMs circuit and its testin冨.

Mitsuhlshl 0即kl Giho: V01.60, NO.2,叩.46~ 50 (1986)

丁he MELNET series of optical Local-Area Networks

by Hiroluml KI「ヨ, Tetsuo Yano, Yoshihlro ujihヨShi, NohuhiTO Tsuhone & AklTヨ Watヨロ北E

By combining a hi h・且11d a medium・speed Tin8 (32 a11d 12Mbps) with a
10W・speed (10Mbpl bus,the MELNET seTies pr0Ⅵdes outstanding aexi、
bⅡity in conflguTing large・, medi11m・ a11d sma]1・scale loC址・area net、vorks.
The packet・switchin8 System for the high・speed ring has been de$i即ed to
improve tranS111ission・1ine uuHzation and to facilitate connection with 0ιher
networks. The medium・speed ring has been designed to provide a highly
aexible link for medium・ and sma11.scale networks. The article introduces

the system atld its featuTes



特

社会システムの技術展望
集

近午における技術革新と経済発展に伴込,多種多様な社会問題が生

じてきた。これらの諸闇題は相互に往寺妾な関連を持ち,問題ごとの

個別対応方式では問題の解決が図れない状態にある。このような闇

題複合体を対象に問題解決を行うには,諸問題を体系的にとらえて

全体像の視点に立った対策が必要となる。今回特集とした「社会シ

ステム』とは,諸問題を解決するために再楢築されたーつの社会的な

体系(システ△)であり,国民二ーズの高度化と多様化にこたえること

を目的とした社会問題解決形のシステムといえる。

社会システムは,システムを構成する要素が多く,また要素問の有機

的結合が不可欠となるため,多凪で複雑な情報の伝送・交換・処理

を迅速に実行できることが社会システ△成立のための不可欠な条件

となる。とのために,社会システムは,根底において,コンじユータと

ネットワークによって情麹処理を行うシステムとしてとらえることがで

きる。特K最近のコンビュータ技術, LS1技術,電気通信技術などの

飛躍的な発展により,我が国の情報化は急速に進展しており,新し

い高度情報化社会が生れつつぁる。

との論文では,社会システムの特長と動向,関連基盤技術及び将来

屡望を示す。

まえがき

'ー'

される時代を迎えてぃるといえる。また,民問活力によるシステム枇

築や運営も重要な要素となっている。

我が国の国土開発は,昭罰B5年に始まる全国総合開発計画から

第三次全国総合計画忙至る基本計画に従って進められてきた。各計

画が策定された時期1ておける我が国の経済・社会環境は大きく変わ

つてきており,また目標突現ヘのアづ口ーチも異なるが,その基本倒

標は一貫して朝捌1と地域の均衡ある発展忙あったといえる。こうし

た背景忙あって,とれまでの社会システ△のヰ.山はエネルギー,交通な

ど社会基盤の整備に関連するものであった。しかしながら,近年高

度情報化ヘの動きが急ビ,,チに進んでおり,テレトビア拙想,ニューメデ

イア・コミュニティ構想などが打ち上げられたのを受け,現在検討中の

第四次全国総合開発計画では高度情報通信ネ四トワーク忙よる地域振

興が盛り込まれようとしている。

とのよらに高度情報化の流れは疾H七のすう(i勤勢であり,国及び

内治で、その対応を真剣に検討している。社会システ△について、,

今後情報系を中心としたシステムのウ1ートが急速忙高まるといえる。

社会システムの構成を図 1,に示すω。情報系システムにっいて,今後

は,大企業中心の産業分野におけるシステムから中小企業を含めた産

業界全般の情報化や企業問のネットワーク化ヘ進展すると同時に,社

会.生活分野においても,様々な西での多様なサービスを提供するシ

ステムが実現する。

社会システムの開発,普及を積極的に行うととにより,活力ある社

会の形成と社会資本の充突が行われるぱかりではなく,情報産業,

エンジニアリング産業,機械産業などの従来の産業分野を横断する「社

会システム産業」が形成され,今後の地域産業の成長を担らーつの産

業として育つ可能性を持っている。

社会システムはその性格上,国や自治体の政策に依存するところが大

きい。しかしながら,近年,国及び地方財政はひっ(逼)迫の度を深

めており,社会システムもこれに対する二ーズの観点から厳Lく選別

イ左 j傑

2'社会システムの動向と分類

真、.山田晃男、

海外

中央

データペース

地域

情報センター

＼

デークへ】ユ

資源・工才、ルギー系

システム

デークヘース

圧亙画 コンビュータ
技術

情報系システム

折エネルギー

く玉Ξ》

@亟亟刃

LS1技術

*本社

電気通信技術

安全・防災

医療・福祉

余暖・交化教育

行政

産業・流通

趣亟今

ニユーメデイア

CATV、VAN
ヒデオテノクス々と

交通物流系

システム

図 1,社会システムの描成

3.社会システムを支える

基盤技術

地域産業

活性化

断交通・モノレール

@玉亟刃
交通管制

社会システム,特 K 情報系システム

が脚光を浴びてきた背景Kは最近

の急速な技術開発がある。 LS1技

術,超LS1技術といったマイクロ1

レクトロニクスの急激な技術的な進歩,

コンピュータ技術やソフトゥエア技術及

び世の中をネヅトワーク化して込く

上で必すψ動な電気通信技術,中

でもニューメデ'イアと仏った先端技術

の開発によって,とれまで技術的

忙不可能であったサービスの新たな

提供が可能になってきた。

架積回路の進歩と応用について

表 1.に示す。マイクロ1レクトロニクス

技術の進歩はLS1の高性能化と

低コスト化を突現し,あらゆる分

生活の向上

地域格差

の是正
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゛ 1 卿
趣1 路サイズ
(ミクロン)

,氾憶容量(ビ,ト)

表 1'集積回路の進歩と応用働
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ワークス
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野のディジタル化が行われ社会に普及する。時計やTVゲー△が安仙i

な製品となり現在大量に使われ,社会にインパクトを与えてきた。今

後の10年で更に集積度の高゛LS1が開発されるが,その影響はは

かりしれない。

とのような技術に裏刊サられて,コンビュータの低価格化,高性能化

がますます顕著忙なる。近時,汎用大形機からオンライン化を前提と

した中・小形機などに拡大し,パソコン,多機能端末も急激に伸びて

1ハる0 今後の社会システムに対しては,コンピュータのハードゥエアの進歩

だけでなくソフトゥエア面での充実が必要となる。特にデータベースの充

実と振興が急務といえる。また,人工知能(AD の発展、今後期待

でき,新しいシステム作りが可能となってくる。

一方,コンピュータがネ,ワトワークと結びつくことによって,そのパワ

は飛躍的に拡大され,経済や社会に大きなインパクトを与える。ネ

ツトワーク技術は,ディジタル交換機,光ファイバ,衛星通信,更にニュー

メディアの利用など忙より社会システムの発展を支える。 NTI'(日本電

信電話(株)で計画中の INS構想が笑現されたときには各種通信'ネッ

トワークの統合,料金格差の停弁肖とサービスの多様化などにより,情報

の地域格差が解消されるといえる。

笥介行形 CATV,ビデオテックス, VAN などのニューメディアが社会シス

テム形成に大きな期待がある半面,多くの困難も指摘されてぃる。

斗寺に,そのコストが高価な点と人冏が仕半や生活面で容易に受け入

れるかということが問題となると同時に,その情報ソフト面の充実

がシステム普及の必須条件忙なっている。

4.社会システムの将来展望

国民二ーズの高度化,多様化,流動化が近年とみに高まっているが,

今後更に進むと考えられる。これに対応して,金融,流通,教育な

ど社会生活関連分野のいろいろな問題が発生し,その解決が強く要

望されている。一方,シーズ面からは先ほど述ベたような技術革新忙

より機運が熟してきたといえる。今後の高度情報化社会実現にむけ

て,システム的忙体系化した各種の技術によ叫俳成される社会システム

が大い忙開発,導入されると考えられる。以下,代表的な社会シス

テ△の将来展望を行う。

1995

4M

・司{ケット

=:ノビュ

一夕

・電子マソ

プナビゲ

一夕

・高品位T

V

スーノ、

0.25

ンピュータ

ブーソヨ

(1)資源エネルギー系システム

国際石油情勢などに大きく左右されるが,石油代替1ネルギーとして

の,中小水力,地熱,廃熱,太陽熱などの資源を有効に活用する訓

査研究が積極的に進められている。資源の有効利用並びに都市廃栞

物の円滑化を図るための都市ごみ処理や 1コ0ジカルリサイクリングとい

つたシステ△化技術も,一部実行化されている。また最近コンビュータ

農場という形で,植物の育成環境の温度,栄養,日射量などのコン

トロールを自動的に行う,システ△化農場も試みられて込る。しかしな

がら,全般的にみて環境問題や資金面での問題など,今後解決して

行かなければならない課題をかかえている。

(2)情報系システ△

近年,情報系システ△ヘの官公庁の熱意は大ヘんなものであり, ニユー

メディアを利用した戻療,行政,教育,防災などのシステ△が今後大い

に発展すると考えられる。産業面でも,金融,流通,サービスなどの

分野のネヅトワーク化が図られ,単に企業だけでなく,社会生活面ヘ

の影響が顕著kなる。

社会の福祉水準が高まるにつれ,新しい地域コミュニティの形成,

個人の主体的清報の選択などが要請されてφる。これには,コンピュ

ータ技術やネ,"ワーク技術を駆使L,画像や映像情報を使った ニユー

メディア忙よるサービスが中心.なるシステ△が大いに伸びると考えら

れる。高学歴社会,高齢化社会の進展に伴い,2レ世紀ヘ向けた高度

情報化社会の柱になるとφえる。

(3)交通・物流系システム

都市部における交通渋滞の解消や新しい交通輸送体系の確立を図る

ため忙,新交通やモノレールなども各種計画されて込るが,建設コス

トが高いことと安全面や技術面で末解決の課題もあり,足踏みを続

けている。しかし,この分野において、コンピュータや竃気通信技術

を用込たシステ△は大1腰に伸びると老えられる。バスロケーションシステム,

運輸業者の VAN システム,駅夕ーミカ山宵報システ△など既に計画,

開発され今後発展が期待できるものも多数ある。

コ
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5.むすび

我が国の情報化は急、速忙進展しつつある反両,地域の情報化の現状

をみると,需要の規模が小さく,情報化ヘの人材不足,資金不足な

どの間題も顕在化している。本格的な社会システム発展のために,ユ

ーザーニーズの発掘,コンサルティング能力,地方の情報化ヘの貢献,安価

なシステ△の柚築などが当社に期待されている。将来市場ヘ向けて,

個人と社会の調和と長期的な視野からのアづ口ーチが必要となってく

る。

これらの社会システ△に対し,当社は現在ニューメディアを利用した

情報系システムを重点として取り組んで込る。特に,ニューメディアコミ

ユニティ構想やテレトピア構想などの高度情報化社会構築ヘ向けての計

画推進忙積極的に参画し,システムづロバイダとしてのノウハウ蓄積と人

材育成を図りつつぁる。

以下の各論で当社社会システ△のシステ△の紹介をする。

參考文献

(1)地方公共団体における新社会システ△の導入,則団法人,地方

自治恊会

(2)ビリネスウィーク a985-6-1の
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特集

植物工場の役寒に省電力化ヘのアプローチ

とれから述ベる植物工場は,太陽の代わりに人工光源(ランづ)を,

土の代わりに水耕養液を使い,植物の生育に直接関係するすべての

環境要素を人工的に制御して,野菜などの植物を自然条件と無関係

に高速度て佳戈1音しょうとするものである。これまでの豊業が太陽と

土を母胎として自然に依存しているのと対照的に,白然依存からの

脱却を前提としていることが強調される。

農業は,おそらく最、歴史のある産業であり,今日までに幾多の

技術が開発され発展してきた。しかし,との発展の過程で幾つかの

問題が酸成された。今日の農業は,その内在してぃる問題があらわ

になり,極めて厳し仏環境におかれていると認識すべきであろう。

植物工場は,今後の農業生産のーつとして一部で期待されている。

これは,前忙述ベたようK,従来の農業と本質的に異なる面を持っ

て仇るが,生産物を通して農業と深いかかわりを持って仇る。した

がって植物工場は農業のなかでいかなる役割を担うべきかが重要に

なり,これを起点として植物工場の意義を考え,それに対応する技

術が開発されなけれぱならない。

ととでは,主として農業の流れから植物工場の意義と問題点を明

確にし,問題解決に向けた技術的な対応としての当社の取組を述ベ

てみたいと思う。

1. まえがき
担うものであり,前に述ベた環境要素がすべて高速生長条件に保持

されて進行する。育苗装置からの苗が水耕ベ,外'の一端{てセットされ,

・一定時問ごとに相互の間隔が広げられつつ他端に移動し,そこに達

した段階で収穫できるようになっている。葉菜類生産のような栄養

生長期の栽培であれぱ,生育中の環境条件は一定でよい。サラダナで

は 1週問で10倍に生長させることができる。

育苗と促進生育づロセスは並行して行われるので,白然条件とは無

関係に一定量の連続生産方式をとるととができる。以上まとめると

植物工場は,

(1)農業の基本である太陽と士からの制約を解く。

(2)自然生態系から完全に切り誹す。

(3)植物の物質生産能力を最大限K引き出す環境を常に保持する。

ということができる。ただし当然のことながら,以上のために設備

と電力喪がかかることは避けられない。

2,植物工場とは

本題に入る前に植物工場の概要を述ベておとう。植物は自ら移動で

きない生物であるので,生存を続けるために環境変化に対する多様

な対応機構を持っているが,生長するためにはそれに適した環境条

件が必要である。生長に直接関係する環境要素は,地上部の光,

酸化炭素,温度,湿度と風速,地下部の水,養分,酸素と温度であ

る。

以上が生長の必要条件であるが,十分条件としてこれらのハ'ランス

が必要である。パランスがくずれると生長を停止しても生存を続けよ

うとする。水が不足すれぱ,光が十分にあっても気孔が閉じ,光合

成が行われなくなる。自然条件のもとでは生長に適したパランスの保

持時間が短いが,植物工場ではこれを持続させる。この結果,生長

速度が促進され,再現性よく生長させることができる。植物工場に

おける栽培は,通常,苗を生産する育苗づ0セスと,苗を高速生長さ

せる促進生育づロセスからなっている。このように分けるのは生育条

件が異なるからである。

育苗づロセスでは,スボンジ状ウレタンなどの担体忙種子又は発芽種

子をは(播)種し,二酸化炭素を施肥せず比較的穏やかな条件で水耕

栽培により育苗する。サラダナの場合,照度12k]X (キ0jレクス)(日長

12時間)とし,気温,湿度,風速,養液の温度, PH,電気伝導度

及び溶存酸素濃度を一定範囲内で制御すると,2~3週問で数グラ

ムの均一な苗が生産される。全体からみると,このづロセスの経済的

ウ1ートは軽い。促進生育づロセスは,植物工男のなかで中心珀勺役割を

中山繁樹、・池田 彰"

3.1 匙業の流れ

これまでに農業は,品種改良,化学肥料,農薬,農業機械,施設な

どの発展により,生産量を拡大してきた。この流れを次のようにみ

ることができょう。

人類は野生植物の中から有要なものを選んで栽培し生産量を上げ

たが,一方で植物を改良し,質や収量を向上させた。今日我々が恩

恵を受けている低とんゼの有用植物は,改良が加えられた栽培植物

と呼ぱれる一群で,決して野生植物て・はない。ところで,とのよう

な栽培植物は人の保護がなけれぱ満足に生育しない、のである。産

業として栽培するためには,肥料・,農薬や労働力を集中的に投入し

なければならない。生産の場が,植物が本来生育して仏た安定な自

然生態系から,不安定な脱自然生態系に移行したわけである。

ーカでは,栽培植物、植物に変わりなく,生育が環境条件に決定

的に依存するととろは依然として残されてφる。農業は脱自然生態

系にあって,自然に依存する不合理な基盤に立っているとみるとと

ができる。不安定な生産,悪い労働条件,地力の低下,薬害や公害

などの問題はことから出て込ると思われる。

更K工業化社会の中で,農地の都市化とその逆の過疎化,後継者

不足など、深刻な問題である。農業はその根底と側面から揺さぶら

れて込るとみなけれぱならない。

3.2 植物工場の意義

植物工場は設備と環境を作り制御する費用がかかるが,とれ主で忙

述ベたことから,次のような特長を持つであろうことは容易忙理解

て、きる。

(1)生産立地条件を問わない。

(2)安定かつ計画的な生産ができる。

(3)悪い労勵条件から解放される。

(4)無農薬の清浄野菜が供給できる。

(5)土地生産性が高い。

3.植物工場の意義と課題

*応用機器研究所(理博) 同研究所**
3 (89)



(6)公害を出さない。

(フ)いろいろの科学・工業技術が使える。

これらの特長は農業の問題と合わせみると,極めて注目すべき、の

であると言わなけれぱならない。

とのように植物工場は明確な特長と弱点を合わせ、つととが特徴

であるが,ととで注意すべきは,この特長と弱点を総合的なバランス

忙かけると,相対的ウエートは導入ナる地域で変わるであろうととで

ある。例えば,自然条件のよい露地栽培と比ベればコスト的に問題

にならなくても,

(1)大都市内又は近郊での軟弱野菜生産

(2)寒冷地,乾燥地などの豊業不適地での生産

(3)ローカルエネルギーが利用できる所での生産

などでは亊情が異なってくるであろう。このように,植物工場は対

象作物も含めて地域との整合性を図るなかで役割分担を模策すべき

屯のである。このために白然依存からの脱却は重要な前提になる。

対象作物は植物工場の特性から,

(1)葉物野莱

(2)保存,輸送が困難な軟弱野菜

(3)高級野菜

(4)高品質野莱

が適していると考えられる。

これまでに述ベてきたのは,いわゆる完全人工制御形植物工場で

ある。一方で太陽光を併用するハイづり,りド形もあり,これを否定す

る、のではな仇。生体計測忙基づく制御技術の開発により,究極の

施設栽培が目指されよう。これらの二つは,工業化農業ヘの車の両

輪をなすものであろら。

3.3 植物工場の課題

植物工場は電力を消費する弱点を持っているが,逆にその弱点から

特長が生まれる。したがって,植物工場の実用評価は,生産費の大

半を占めると考えられる電力費,なかでも照明電力が徹底的に追及

され,その結果が社会システムのなかで許容し得るかどうかにかかっ

ている。

以下で,照明電力低減に焦点を絞って,当社の取組について述ベ

る。

.

三

冬

Growth chamber

Glas$

Cylmder

4.1 低照度全方向照射方式

植物工場における環境条件は,人工的に制御されるので,必ずし、

自然類似の条件の再現でなくてもよい。むしろ,自然では得られな

い超自然条件が設定でき,それを仏かすことが考えられる。筆者ら

は照明電力低減を検討するに当たって,サラダナをサンづルとして,均

ーな照度の光を全方向から照射した場合の生長特性を調ベた。

4.1.1 実験装置

植物体に均一な照度の光を全方向から照射し栽培することができる

栽培実験装置を製作した(図 1.,図 2.)。実験装置は,栽培室,空

気循環調整装置,養液循環装置くす蒜成されている。栽培室はパイレッ

クスガラス円筒(直径20om,高さ 150om)であり,水耕用ポヅトが

2個内部にセ,介されている。ガラス円筒の外周がランづ室になって

おり,40W の蛍光ランづ(三菱色評価用FL40W-50-EDL)が同心

円上に垂直に配列され,その外側に内面が機械研摩されたアルミニウ

ム反射筒がつけられている。後の二つは特別のものでな仇ので説明

を省略する。

図 1.全方向光照射植物栽培実験装置の外観
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表 1.環境条件(固定分)

,

12 23 50 0.5 23 1.3 7

24 23 85 0.5 23 1.3 7

Pump

気温

(゜C)

BIOW

注*印水耕液養分仕大塚尼料1号・,2号

官

栽培室内を循環する空気は,気温,湿度,二酸化炭素濃度及び風

速が一定値に制御され,養液は水温と溶存酸素濃度が一定値に保持

されてφる。 PH及び電気伝導度は特に制御されていないが,栽培

上消耗により障害にならない十分の循環液量(201)を確保して仏

る。照度は蛍光ランづの点灯本数で調節される。実験に用仏た苗は

岡山サラダナ種で,人工照明下で栽培したもの(2~3g)である。

表 1.忙育苗及び生育時の条件をまとめておく。特にことわりの

な仏ときはとの条件である。

4.1.2 結果

(1)サラダナ生長づ口ファイル

照度15klx,二酸化炭素濃度350ppm でのサラダナ生体重の対数と

生育日数の関係を図 3.に示した。この図から次のようなととがわ

かる。

荻温電気伝溶存酸 PH

(゜C)(mu)(PP血)(ー)
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図 3'サラダナの生体重増加

2 4

表 2.照度・炭酸ガス濃度依存性ま とめ

C0Ξ

Conce11tr丑tl0Π

(ppm)

250

(]5MX)

】 64

(】O MX)

350

950

2,000

4ρ00

10

述度定数

(day-1)

12

85

(5 k1工)

04

C0ユ 120oppm

350

1ユ00

4,000

葉と根の

重危比

(創g)

0.34

0.31

0.32

0.33

0.26

0.31

0.27

0.2]

0,29

0.27

0.2】

14

03

50

(3klx)

350

1,200

4.000

(田生体重は日数に対して指数関数的に増加する。

(b) 10倍に生長する日数は約7日で露地栽培の約7倍の速度

である。

(C)初期重量が異なっても生長速度は変わらない。

指数関数的生長は環境条件が装培期問中一定に保たれているために

可能になったと老えられ,環境の好適保持は高速生長に重要な意義

を持つものと思われる。

生長が指数関数的であるので,生長評価として片対数づ口,汁の傾

きである速度定数(K)は,

02

梨而桜丞艮

(m宮Icm旦)

3.5

3.8

3.2

3.6

4.4

45

3.9

5,3

4.8

4.フ

01

1ユ00

3020

気温('C)

図 4.サラダナ生長速度定数の温度依存性

;告牙,Cて、ある。

(3)照度依存性

次に照度依存性を見る。一定二酸化炭索濃皮のもとで照度を下げる

と,やはり速度定数は低下ナる。しかし表 2.からわかるように,

速度定数の低下が緩慢であり,5MXの低照度く、二酸化炭素濃度

を上げると速度力U川速され,高速栽培が可能であると主がわかった。

以上の糸古果から,低照度の光を植物体に全方向から照射すること

により,照明電力低減の可能性が示唆される。

(4)温度依存性

三酸化炭業にooppm,照度が5及び15NX の、巴で,生長速度の

温度依存性を調ベた結果を図4.に示す。全方向照射下では26゜C付

近で最高の生長速度を示した。

(5)その他

含水率は一定ご酸化炭素濃度のもとでは照度が上がると泊K なり,

一定照度のもとでは二酸化炭素濃度が上がると低下した(表2.)。

なお市販品の含水率は95%前後であった。

葉面積重量は含水率に対応しており,照皮及び二酸化炭索濃度が

上がれぱ,しっかりした厚い葉になった。 FIC は,炭酸ガス濃度忙

関係しなかったが,照度が下がると大きくなり,葉の相対的重量が

増した。

4.1.3 まとめ

低照度の光を植物体に対して全方向から照射L,ご酸化炭索濃皮及

び温度を上げると,従来の強光上力向照射,高二酸化炭素濃度で栽

培に匹敵する高速生長が得られるととがわかった。との方式を低照

皮全方向照射方式と1乎ぷととにし,照明電力低減になり得ると老え,

更に実験を進めた。

4,2 ランプ近接照射方式

前節で述ベた実験奘羅は実用装置にはなり得ず,また電力評価もで

きない。そこで実用化を意識した実験装置を新たに作り,電力評価

を行った。

4.2.1 実験装置

実用装置で壯前述したよらな照射を個々の植物に対して行うと巴は

できない。それに近づける方式として,

(1)ランづとして耀度の低い猶光ランづを使う。

(2)ランづと植物体を近接させる。

(3)栽培室内部を光反射率の高い材料で柚成する。

ことにした。

図 5.は実験装置の外観である。栽培室は3室(幅30om,奥行

10ocm,高さ 40cm)に仕切られており,各室に創ル同じ蛍光ランづ

が3本セットされている。ランづと栽培ペ.,ド床両との距部は司変で

0

5四1)

15klx

10

(%)

90.1

903

87.2

86.4

91.0

9】.3

89.2

92.2

94.1

89.5

5kl

・・・・( 1)

が使える。ことで,Π70 はネ刃期重量,しは栽培日数, Wは日数ιの

ときの生体重である。

(2)二酸化炭素濃度依存性

表2.に照度,二酸化炭素濃度を変えたときの速度定数,葉巴根

の重量比(FIC),葉面積重量(X分と葉の含水率(W'j)をまとめて

示した。

まず二酸化炭素濃度の生長速度依存性を見よう。15klXの照度で

は,空気中の濃度である 350ppm でも K の値は 0.34day→で1週

問で10倍の高速生長になり,しかも生長速度は二酸化炭素濃度に

低巴んど依存しな仏不可解な結果となった。光が上方向から照射さ

れる通常の栽培では,高速生長は高照度(20MX),高ご酸化炭素濃

度(1,oooppm)で得られることと対比すると特異な現象である。光

の照明法により植物の生長特性が変わることを示すもので興味ある

植物工場の役仰ル省電力化ヘのアづ口ーチ・中山・池田
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図 5.ランづ近接照射植物栽培実験装置の外観
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66klx

0

あるが,通常は 20cm とした(図 5.は40om)。他の構成装置,実

験材料等は前述と同じである。

4.2.2 結果

図 6.は栽培室内にそれぞれ8体のサラダナ苗をセ,汁し,ランづの点

灯本数を 1本,2本及び3本としたときの生長力一づである。なお,

二酸化炭素濃度4,oooppm,気温24゜C,湿度70%とし,他は前と

同じとした。図からわかるようK,栽培後半で指数関数生長からの

ずれが認められるが,ランづ 1本の 6.6klX で、 10日弱く、5gから 10

倍の50g に生長し左。ただし,6,61dX では葉形が徒長気味になる

問題があった。照度を上げると,生長速度が増すとともk葉形も改

善された。

図7.は植物体問隔を調節し1日当たりの最大生体重増加量を求

め,10og増忙必要な照明電力を計算した結果である。ただし, コン

づは 10olmlW の発光効率(高周波虐よD を用いたとして換算して

いる。 6.6klX の低照度では 0.65kw・hnoog となり,照度を上げ

0

0

5

10

栽培日数編)

図 6.サラダナ生長力一づ

15

照度(k1幻

図 7.消斐電力(サラダナ)

5

度照

(μE : mJ'を・S-1)

10

14.フ

14.2

】3.フ

]12 (6.6 klH)

213 (]2.5 MX)

309 (】8.2 RI×)

表3.サラダナの品質

含水率

(%)

ると消費電力は上がるがその割合は緩慢であるととがわかった。

表3'に品質を示した。含水率は約鮖%で市販品と変わらない。

葉面積重量は低照度では徒長Kなることを反映して小さくなってい

るが照度を上げると増す。葉の相対重量は非常忙高くなっている。

4.2.3 まとめ

全方向照射に近似し,実用し得る照明力式として,ランづ巴植物を

接近させる方式を老えた。との方式で照明消費電力費を評価すると,

葉の形状を合わせ考えて,20円/10og前後(20円/kw・h として)

になるととがわかった。したがって,ランづ近接照明方式は省電力

方式として有効であると考えられる。実用評価のためには,光を効

率よく受ける植物体移動機構を含めた連続栽培が必要である。現在

既にとのための実用モデルづラントが完成しており,実験に入っている。

5.むすび

植物工場開発の出発点と老えている照明電力低減に関し,ーつの糸

口が見つけられた。既にヲミ用評佃i,づラント設計の検討を始めており,

実用づラントが建設できるまでに,そう時間を要しな込であろう。

しかし植物工場による生産は,条件のよい自然栽培に比ベて,費

用がかかるととは避けられない。したがって,その特性を十分に把

握し適正な利用法も合わせて模策しなけれぱならない。このなかで,

植物工場の特長をいかすことを中心とした特有の技術導入,開発も

必要であろう。特にバイオテクノ0ジーの導入は重要な課題である。

これまで述ベてきたように,植物土場は従来の農業では本質的に

不可能であったことを可能にする。今後の高度情報化社会のなかで,

その出番を必要とする情況になると思われる。

20

15

94.9

94.6

94.4

葉面税重量

(mg允血り
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葉と根の玉量比

(宮1宮)
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特集

防災情報システム

1.まえがき

我が国はその地理的条件,気象的条件から,台風,集中豪雨,地震

などの自然災害をうけやすい国土である。そのため,このような災

害を未然に防止するとともに,災害による被害を最小限にとどめる

ことを目的とした防災活動は,地方自治体の重要な仕事となってお

リ,各肉治体では各種の防災計画を作成し,総合的な対応を行って

仏る。なかで、,災害発生時の情報通信体制の確立が重要課題とさ

れている。その一環として,既に多くの地方自治体で防災行政無線

システムの導入が図られ,災害時の情報収集・伝達手段として重要な

役割を果たしている。

一方,近年の著しい経済成長に伴う社会環境の変化により,災害

原因は複雑多様化するとともに,災害の危険性、増大している。ま

た,長崎,山陰地方の集中豪雨,日本海中部地震,長野西部地震な

どの大規模な災害が相次いで発生しており,防災に対する社会的関

心は非常に高まって仏る。とのような状況から,従来の防災行政無

線の機能に加えて,災害にかかわる情報通信及び情報処理の高度化,

羽子岡蕃、・北原貞守、・日方俊幸

高機能化がより一層要求されている。

当社では,こうした点に早くから着目し,調査・研究を重ねると

と、に,これまでに数多くの防災関連システムを手がけてきた。木稿

で紹介する防災情報システムは,これらの経験をべースにして井遅築し

た地方自治休向けの総合的な防災活動支援システムである。システ△は,

防災活動の中心である防災センター(図 1.)忙設置するコンピュータシス

テムをホ核とするセンター設備と,出先機関,防災関連機関などに設

濯し,センター設備と有線・無線回線で接続する各種端末設備により

構成される。また,対象地域規模,防災業務内容などの前提条件の

相述から,しステムは都道府県レベルと市町村レベルに大別される(図

2.)。

本稿では防災情報システムの概要について紹介する。

2.防災情報システムの目的と位置付け

災害を未然に防止するとともに,災害の被害を最小限にとどめるこ

とを目的とした災害対策としては,災害発生原因の制御や耐災環境

の確立が理想である。しかし,このような災害防御施策を完成する

には災害発生メカニズ△の解明,対災施設・設備の整備,都市

構造の再計画などが必要であり,現在の技術水準及び地域環

境から考えて,万全を期するには非常に難しい面が残る。し

たがって,現状では,これらの災害防御の推進と並行して,

災害予防,災害応急対策,災害復旧からなる防災活動を情報

面から支援する情報通信・処理システムの整備が重要課題とな

る。

防災情報システムは,とのような情報通信・処理システムと

して構築されており,防災活動における情報の収集,処理,

検索,提供などの業務を迅速かつ正確忙行って,防災活動の

効率化,高度化を図り,災害の未然防止や被害軽減に貢献す

ることを目的としている。いいかえれぱ,防災活動の中で発

生する情報を一元的かつ総合的に管理するととにより,情報

を媒体として防災活動を直接的,問接的に支援するシステムと

して位置付けることができる。

3、防災情報システムの構築
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市町村防災会議

他市町村 1

1畷理、1 安券余
(応援要求,実施)1

ーニ.

図 1.防災センター例(イメージ図)

市町村

災害対策本部

(市釘村長)

都道府県防災会議

他都道府県

//

(応撮要求,実施)1

(警報等の通知)

(被害報告)

(応援要求)

(応撮実施)

于薯報の伝達・
警告,避難の勧
告・指示,警戒
区域の設定,応
急措置,土地・
建物の使用・収

用.従事命令等

(出動命令,要請)

都道府県

消防機関

水防団

警察等

(被害報告)

災害対策本部

(都道府県知事)

中央防災会議

(指示)

図 2.非常災害発生時の主な応急、措置(昭和弱年度防災白書から)

(誓報等の通知)

(被害報告)

(駿員派遣要請)

(職員派遣)

*本社

応急措置の

要請又は指示

非常災害

対策本部

(被害報告)(総合調整)

応急措置

物資等の保管

命令・収用等

才旨定地方

公共被関

指定行政機関

指定地方行政(指示)

機関

(被害報告)

応急拾置

1旨定

公共機関

応急指置

応急措置

命令・収用等

3,1 概要

災害にかかわる情報通信・情報処理の高度化,高機能化とし

て要求される点を集約すると,以下のとおりと考えられる。

(1)通信システムの充実

(2)気象,水象,地震などの観測システムの確立

(3)防災に関する情報処理の高度化

(4)上記3項目を有機的に結合したトータ1レシステムの構築

とのような要求を満たすためKは,従来の防災行政無線シ

ステ△に加え,情報通信機器,コンぜユータ,各種マンマシン機器を

有機的に結合した防災情報システムの導入が最も効果的である。

この bステム構築上の要件は,上記(1)~(4)のとおりであ

7四3)

ご
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情報・リ續計策不部

処理マ・'町ぎ担,都門通信糸

観洌系

」__,___.1
(大分す動

通信系

図 3.防災情報システムの概念構成図

(サブシステム群)(概略機能)

情報収集連絡・指不
要請・広報

観}則系

・住民

・剛系機関

など

職員招集

観刷データ収集,処理

郁

情報処理系

無線通信システム

中央防災無繰

別

有線通信システム

表 1.我が国の防災無線システム

非常呼出しシステム

画像処理系

災害情報処理
防災業務支援処理

消防防災無線

水防テレメータシステム

災害情報収隻

首都圈(中央)における指定行政/公共識関なEを多重回線で

結び,電話,フ丁クシミリによる情報の収業伝達を行う。

河川情報

センター

気象飢測システム

図面・女曾管理

概

その他

地震観洌システム

消防庁と全都道府県庁を結ぶ回線で,電話,フフクシミリによ

る災害情報の収集・伝逹を行う。(建設省回線利用)

都逆肝県

イメージ伝送

テ'ータイ夸受システム

映像による情報提供

防災情報処理システム

都道府県庁と出先事務所,市町村.関係機関などを結ぷ。問定

系,移動系,テレメータ系なゼで榊成される。幹繚系の2ルート

化(ノレープ化),移動多匝(現場との通信)などが採用されている。

政令都市

災害情報伝送システム

イメージ情報ファイルシステム

関連システムとの接

電源

市町村

統合防災無綻

るが,その特徴は以下のとおりである。

(1)防災情報処理システムと呼ぼれるコンeユータシステムを導入 L,

防災に関する情報処理の高度化を図る。

(2)防災情報処理システムを中心に,通信系,観測系及び新たに導

入した画像情報系を有機的に結合する。

防災情報システムの概念構成図を図 3.に示す。主た,システ△の概

略構成を図4.に示す。

3.2 通信システムの充実

通信システムとしては,主ず第1に防災行政無線システムが挙げられ

る。防災行政無線システムは,防災情報システムの中で最も基本的な

ものであり,関連機関を相互に接続し,災害時の通信手段として,

また平常時の行政事務連絡などに利用されている。我が国には,現

在表 1.に示,、種類の防yU砥線システムが整備されつつぁるが,電話

などの音声伝達が中心である。

第1のシステム化は,災害時において迅速かつ正確な情報収集,情

報伝達,指令,広報が可能なよらに,従来の音声に加えてワアクシミ

リ,データ,画像などが効率よく伝送できるとともに,信頼性の高い

無線システムを構築すると巴である。ただL,無線システムは郵政省

要

政令都市なだに設催。都道府県システムとほぽ同一の撥能・挑成。

注サブシステム群のそれぞれは,ーつ又は複数の
サプシステムから構成される。

図 4.防災情報システムの概略朧成

ワアクシミリシステム

昭和6】年から
(実櫛佐

その他

市町村役場~架落,災害現場などを結ぶ。固定系(同報系),移

動系,テレメータ系などで描成される。

」叩

映イ象情報システム

CVCF装置,直流電源装置など

防災相互通信無紳

市町村役場(災対本部)~防災関趣機関,生活関連機関などを結

ぶ。周定系,移動系で構成。90OMHZ帯の MCA力式を採用

し,双方向通信が行える。

コソビナート防災
対策無線

^^^^^^^^^^^^^

1 都道府県システム 1

1河川水位ざ

1雨量ご
1ダム系ぷ

行政/公共機関,市町村,地域防災桜関相互を結ぶ。

=ソビナート地区における自主/共同防災組織相互を結ぶ。
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市町村システム1

市町村

本庁

(統制局)

の免許方針に沿って計画するので,必要に応じてNTT回線を使用

する。

都道府県システムの場合,郵政省の免許方針を老慮して,次に示す

ような機能,性能の向上を図る。

(1)ディジタル網の採用

(2) MCA システ△(MU]tl chonnel ACC.鵬 System.多チャネル切

換無線システム)の採用

(3)ネ,"ワークの高信頼化(幹線の 2ルート化,ルーづ化)

(4)通信設備の監視・制御機能の向上

(5)通信衛星の利用

(の庁舎ネットワークとの結合

3.3 観測システムの確立

第2のシステム化は,災害の発生原因である気象,水象,地震などの

自然現象に関する情報を自動的に収集,監視する観測システムの確立

である。図 5.に観測システムの構成例を示ナ。図に示すとおり,都

道府県システムも,市町村システ△凾同様に,大別して以下の2系統

から構成される。

(1)地域内独自系統

地域内K独自で形成した観測システム。

(2)傍受系統

』ご

8四4)

(関連機関)

図 5.観測シフ.テムの構成例
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気象庁,建設省などがもつ広域の観測システ△により,地域内及び広

域の情報を取り込む。

防災情報システ△では,これらの情報を活用し,地域の特性を考慮

した独当のきめ細かな観測システムを確立する。観測システムの機能

を以下に示す。

(1)観測データの収集

(2)データの演算処理

(3)監視・表示

(4)記録

(5)データ配信

(6)データ蓄積

3,4 防災情報処理システムの導入

3.4.1 概要

第3 のシステ△化は,第2の気象,水象などの情報に加えて,地域内

の防災にかかわる情報を一元的かつ総合的に管

理するコンビュータシステム(以下,防災情報処理シ

子防支援処理

ステムと呼ぶ)を導入するとと,及び防災情報処理システムを中心に

他のシステムを有機的に結合するととである。防災情報処理システ△

は,地域内の防災にかかわる大量で,多種多様な情報を防災情報デ

ータベースとして蓄積し,防災活動に活用するとともに,通信系,観

測系,画像処理系の各サづシステムとオンライン又は才フラインで結合し,

情報の収集,蓄積,処理,提供などを迅速かつ正確に行うシステム

であり,防災情報システムの中核である。

3.4.2 システムの機首毛

防災情報処理システムの機能構成を図6に示す。図に示すように,こ

のシステムでは,防災情報データペースを中心に,防災活動全般にわた

る情報処理をサボートしている。各処理の詳細は,対象地域の規模,

ニーズによって異なるが,パヅケー"化,標準化に努めている。

3.4.3 防災情報データベース

.訟練支援

.災智危険度評佰,
シミユレーシヨン

.銃計処理

.データメンテナンス

.設備.資機材管理
などの処理を行う。

観測系,通信系

オンライン

データ入力

常時監視処理

気象永象珪舞孝どの暑え

データについて,濱真処理

監桴.袈示記課なとの塁理

を行う,

一般行政業務支援

情報提供を行う。

災害情報処理

防災情穀

データベース

被害情報,拾置情報,

予讐報情蒜にういて,

取集,集計,表示,記

録などの処理を行う。

観測系

通信系

などの各

サプシステム

関連システム

図 6、防災情報処理システ△の機能枇成図

応色ヌ寸策支援処理

災害剣笈本部及び名恬動讓

を対象に,訪災清穀データ

ヘース内容を捉生オる。

他関連システム

ミーコン

又は

復旧業務支擾

スーバ

ミーコノ

災害結臭の集計及び捉侯

圏

E気

ディ1ウ

MT

大画面

表示器

CRT

フロッビディスク

9四5)

汎用

コンビュータ

コンノー鳥

防災センター

グラフィックCRT

TW

CRT

長司

データ

表示盤

日本語
CRT

出先機関

土ホ事務所

周査班

^三各員

住民

都道府県

警察

肖防

その他
関係機関

・、 f1.困＼,,,
じゑす暫

ーーーー作成

日本語ワークステーション
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防災情報データベースは,地域内の防災にかかわる情報を一元的かっ

体系的に管理する、のであり,とのシステムの中枢である。その主た

る内容は,以下の巴おりである。

(1)観測情報

水位,雨量,気象,地震たどの観阻叶青報。

(2)災害情報

災害時Kおける被害情報,措置情報,予警報情報などの災害にかか

わる情報。

(3)地域情報

道路,河川,地盤,士地建物,危険物,各種施設などの地域の地勢,

環境,社会特性にかかわる情報。

(4)支援情報

防災活動に必要な資機材,配備態勢基準などの支援情報。

(5)地図情報

対象地域の地図情報。上記(1)~(4)項の情報は,この地図情報と

対応する形で蓄積される。

なお,支援情報のうち,特に処理,加工を加えない文書類忙っい

ては,イメージ情報ファイルシステムに蓄積する。また,各種地図忙っφ

ても,特に処理,加工を加えない、のについては同様である。

3.4.4 システムの構成

防災情報処理システムのハードゥエア構成は,対象地域の規模,ニーズに

よって変わるデータ量,処郵内容により,大きく影縛される。とれ

に対処するため,とのシステ△では,汎用コンeユータ《MEI"COM-

COSM0 シリーズ》,32 ビ,,トスーパミニコン《MELCOM 350-60 シリーズ》

から,パーソナルコンビュータ《MULT116》までの当社コンピュータ系列を

用込て,各種標準構成を準備している。図7.に大規模システムの構

成例を示す。

3.5 防災情報システムの情報の流れ

防災情報システムの特徴は,従来人手によって行われてぃる防災にか

かわる情報の処理,蓄積,検索,提供などをコンビュータ化すること,

及びコンeユータと通信系,観測系,画像処理系を有機的に結合した

トータルシステム化を図るととである。防災情報システムにおける情報の

統制局(防災センター)

市町村

隣接自治体

その他

関連機関

関連部局

防災担当都門

災害対策本部

・壮況の分析

・判断

措置の決定

防災情報
データベース

図 9.災害時の情報の流れ(都道府県の伊D

流れの例を図8

二1

(1)地域内の防災にかかわる情報の提供,災害危険度評価,シミュ

レーション,統計解析処理,訓練などの各種予防支援機能によって,

地域特性を反映した,よりきめ細かな災害予防活動が可能である。

(2)充実した通信系,観測系により,時々刻々と変化する災害状

況を迅速かつ正確に収集し,コンピュータで管理するととによって,

災害対策本部を中心とする応急対策活動,復旧活動の円滑化が図れ

る。特に避難誘導などの正確な状況判断が不可欠な応急対策活動に

おいて,その効果は大きい。

(3)防災にかかわる情報を関連部門,関係機関に容易に提供でき

る。主た,防災情報データベースを拡充ナるととにより,地域情報管

理,都市計画策定,行政企画などの行政業務支援ヘの展開が容易で

ある。

(4)防災センターと外部の端末設備を結ぶ回線は,災害による断線

を考慮して,無線回線で必要最小限の機能を確保できる構成として

いる。

(5)対象地域の地域条件(ニーズ,規模など)や既存設備・システム

の条件に応じて,最適なシステムを提供できるように,各サづシステム

のシリーズ化を図っている。

, 図 9.に示す。

4 システムの特長

10四の

地方自治体の防災活動支援システ△として,防災情報処理システムに

ついて紹介した。これからも,都市化の進展や市街地の拡大による

災害の危険性は増大し,防災情報システムの必要性は,ますます高ま

るものと考えられる。

今後,更忙防災について調査・研究を重ね,システムの充実を図っ

てゆく考えである。

5. む す
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特集

地域医療情報システム

近年の情報処理技術,通信技術の進歩に伴い,コンビュータは社会の

様々な分野で利用されてきている。阪療分野でも,高齢化社会の到

来,健康に対する国民意識の変化,国民皆保険制度の確立などによ

る医療需要の著しい増加や医学の進歩に伴う情報艮の増大で,つンe

ユータによる情報処理の必要性が増してきている。昭和40年代後半

から病院の事務処理,臨床検査の白動化をはじめとして,病院の各

業務でコンビュータが急速に利用されてきてぃる。

他方,地域医療情報システムは,まだその歴史が浅いこと込あって,

一部を除きまだ本格的なものはない。しかし,地域における経済格

差は医療の過密・過疎の現象をうみ,特にへき(僻)地ヘの近代医療

の供与は社会的課題忙もなって仏ること,更に,現状の医療体制が

地域住民の医療二ーズに対応しきれずに医療体制のシステム化・体系

化が強くn斗ぱれて込るととから,とれらの解消策としてコンピュータ

を利用した地域贋療情報システムが全国各地で検討・開発されてき

ている。今回は,とのような地域医療情報システムの概要と考え方に

ついて紹介する。

1. まえがき

2.地域医療情報システムの背景

現行の阪療サ・eス体制では,住民の多様化する医療二ーズに対して

対応できないととは各関係方而から言われている。その背景として

次のこ巴を挙げることができる。

(1)医療需要側として

(田公害病,職業病,精神的障害たど多種多様な医療需要の発

生

化)医学の進歩による高齢化社会の到来

(0)自動車の普及による交通事故の多発

(d)家族構造の核家族化による家庭医療の困難さ

(e)食生活の変化による成人病の増大

(f)治療から予防・増進ヘ阪療認識の変化,等々

(2)医療供給倶1として

(a) ME (Medkal EleC廿io)機器の進歩による診療の精度向上

及びスeードアッづ

化)高額MEの出現による医療経営の圧迫

(0)都市化進展による医療の過密・過疎化

(d)医学の進歩による医療情報の著しい増大

(0)出来高払いの保険制度

(f)医療費の総額抑制等々

とのような需要・供給のギャ,,づをうめるためには,その地域にお

ける医療・保健の目的を明確化し,人,物,金の限られた資源を有

効{て配置し,みステム化するととが必要である。

のは少ない。しかし,最近になって,地方公共団体,医師会をはじ

め各地で種々のづ口りエクトが急速に進められている。

以下,既に実用化されているものや,試用的な、の、含めて,地

域医療情報システ△の現状について簡単に紹介する。

3.1 救急、医療情報システム

救急医療情報システムは,救急患者の搬送を迅速でしかも的確に行

い,いわゆる救急、患者のたらい回しを防止するために,情報面から

救急阪療を支援する込のである。すなわち,救急患者が適切な治療

を受けられるように,忠者搬送や医療の関係者に対して必要な情報

(医療機関での応需状況,交通状況,阪薬品情報,輪血情報など)を

迅速に提供する情報 bステ△である(図 1.)。

主に提供すべき情報として次のものがある。

(1)固定的情報

戻療機関名,所在地,電話番号,診療科目,特殊施設,代替医療機

関,主要経路ほか

(2)変動的情報

現時点での科別診療可否,特殊施設の使用可否,性別入院可否,特

殊薬品の使用可否低か

上記の救急医療に必要な情報を提供するため,これらの各情報を

コンビュータで一元的に管理し,込つでも,どこからでも即時に検索で

きるようにしなければならない。特に,変動的情報は時々刻太と変

化する、のであるため,りアルタイ△にゞータ収集し,常忙最新の状態

にしておくととが必要である。とのため,病院,救急センター,血液

センターなど医療機関に端末装置を設置L,そこから変動項目をコン

eユータに入力し,コンビュータ内のデータベースを更新しておく。端末装

置巴しては入力の簡便性,運用の容易性から専用端末を設置するこ

とが多く一例を図 2.に示す。

こうすることにより,救急情報センターでは,常時,最新の救急阪

療情報を把握することがて・き,救急通帳の発生があれば,搬送機関

に的確な救急出動を指令することができると同時忙,医療機関に対

服部七郎、・小南 貢*

我が国の地域應療情報システムは,一部のものを除きまだ本格的なも

3

* コンビュータシステム婁噺乍所
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しても正確な搬送情報を流すことで,医療機関での亊前準備を速や

かに整えさせるととができる。

今後は地域医療情報システムの重要な 1サづシステ△として,地域住

民個々の住民情報,阪療情報(血液型,アレルギー,病歴など)を一括

管理し,救急時即時に検索できるような本格的コンビュータシステ△を開

発していく予定である。

3.2 僻地医療情報システム

僻地医療情報システムは,医師などの医療従事者が不足している敲島

や僻地,また豪雪のため交通手段がなくなる山村における診療活動

を効率的,的確に実施するために,情報面から僻地医療を支援サボ

ートする、のである。きわめて,南北に細長くかつしゅん則劇険な

地形をもつ我が国にお仇ては,僻地は多様な形態をもっている。し

たがって,僻地医療をサポートする情報己ステ△は多種多様なものと

なり,一律のものではな山。一般的に,僻地や雛島の診療所や役場

と都市あるいはその地域の中核病院とを公衆回線などで結び,僻地

に住む患者の医療データ(例えば心電図, X線写真など)を中核病院

ヘ伝送し,適切な指示,指導を得よう巴するものといえる。

現在,既忙構築,運営、されている僻地医療情報システムは表 1.の

とおりであるが,コンビュータを中核とした情報システムはなく,ワアッ

クスによるデータ送受信システ△が多い。

ことでは,豪雪のため,冬期交通手段を失う僻地医療情報システム

として,長野県栄村診療所のシステム例を示す。とのシステ△は電話

ファクシミリによる遠隔診療しステムで,医師常駐の栄村診療所巴無医

地区の秋山診療所闇を専用回線で結び,検査結果や指示,指導の諸

連絡をとの回線を通して行い,患者ヘの疾病の治療・投薬を的確に

実施してⅥくシステムである(図3.)。しかし,これら僻地医療情報

システ△は,現在、稼働してφる凾のもあるが,交通事情など地域特

性の変化により,システムの利用頻度が減少している屯の込多い。し

かし,将来ニューメゞイアの進歩により本格的なシステムが開発される

段階では飛躍的な伸びが期待される。

3.3 健康管理情報システム

健康管理情報システムは,地域住民を対象として,成人病検診,乳幼

児検診,学童検診の検診結果を個人別に管理し,各個人の健康指遵

に役立てようとするシスデ△である。厚生省は保健,医療二ーズの多
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図 2.救急、阪療シスシ△専用端末(操作パネル)
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北海道医師会広域医療情鼻伝達システム

福島県立会津総合病院病院問7丁クシミリシステム

東京都島し上ヘき地医療システム

新河県立津川病院毅讐地帯医療迎けいシステム

富山県城端厚生病院心電図伝送システム

長野県栄村診療所診療所問フプクシミリシステム

京都府立優科大学眼科ヘき地医療システム

和歌山市医師会ヘき地醜床検査情報システム

長崎県傑島医療連けいシステム

鹿児島県ヘき地診嫉サボートシステム

鹿児島県医師会心電図伝送自動解析システム

沖縄県ヘき地診擦所支援システム

表 1.僻地医療情報システムの運用状況

1 指導票(写) 1

竃

ファクシミリ

送受信機

①問診
②諸検査(血圧,検尿等藺易なデータ,心電図)
③連絡票,指導莱の送信及び受信
④投薬及び療養指導
(今診療データの望理

資料: MEDIS-DC 調査(57/3 現在)

専用回線による電話相互通話

秋山診療所の業務内容(看護婦)
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総合検診検査項目

①問診②検査

ファクシミリ

送受信機

'ワ'、f二・.、
^^^^^^^^

診療補助データ.妊産婦検診.老人検診
医師・糖尿病検診.訪問データ

調剤終了後両者で残量調査を行い

ファクシミリにより照合する。

③検尿(蛋白・糖)①身体測定
②血圧劇定 ④血液検査(血液型,GOT.GPT,コレステロール.中姓脂肪,尿素窒素)

⑥名種帳票の管理
⑦藁品使用薄の照合
(栄診療所と)

栄村診痘所

図 3.電話ファクシミリによる僻地医療情報システム(資料.長野県栄村診療所)

(情報の蓄積・管理)
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③診断(療菱指示・処置指示・投藁指示)
④Z今療データの壁理
⑤各種帳興の豐理及び管理(藁品使用薄の照合を含む)
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⑤眼底検査
⑥視力検査

⑦心電図検査
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受診老
健康管理広報

鑓鹿台娠耆課由謡

邑刃

行政機関

・市町村

・保健所

受診

生活指導

医療機関

健康台帳登録

.;壽"1

・開矣医

・医蔀会(病院)

・保佳所

・検診センター

様化ヘの変化に対応するため,昭和53年度から,ライワサイクルを通

した総合的健康づくりを推進し,更に,昭和56年度に,新たに5

か年計画として,全国の五つのモデル地区で「国民健康づくり割・画

モデル事業」に荊手した。国民の應療意識が治療よりも保健更に一歩

進んで健康増進ヘと変化してきており,健康管理は今後ますます重

要視されてくる、のと思われる。この健康管理システ△は,その活動

を支える最も重要な、ののーつである。主要な月的,役割を示すと

次のとおりである。

(1)地域の中で効果的な保健阪療サービスを展開していくために,

住民一人一人のとれまでの健康手一夕を十分活用していく必要があ

る。とのために,住民一人一人の健康データを蓄積し,時系列的に

きめ細かく一元的管罪し,医療担当者が必要とするときはⅥつでも

提供できるため,健康手一夕の効率的活用が図れる。

(2)住民一人一人の蓄積された健康データをもとに,各種の管理,

統計資料を作成するととができ,地域の保健行政に役立てると巴が

て、きる。

(3)過去の蓄積された健康データから,住民一人一人に対してー

次及び二次スクリーニングあるいは桔密検診で再検査の不必要なもの

^言今吉言男之^ξ争

健康管理情報センター

図 4.健康管理情報システムの概要

＼

諸続計

住亥債烹

結果入力

.突二$轟古'美
リユト

療の質的向上を図り,地域枯差をなくすにはレントゲン

写真のよらな,医用画像の伝送が不可欠である。

医用画像としては,レントゲン写真のような静止画,

患者,医師の映像の動画があり,特に動画に至っては

データ量として膨大なもの{てなり,電話回線ではシステム

構築が困難である。との問題を解決するには,腰時に

大容量の手一夕を送受信できる伝送路(光ケーづル,通

信衛星など),医療情報を表示するためのビデオテゞクス

などのニューメディア機器,技術の使用,応用が必要であ

h喜」111.貴互0

霽:、内

る。

通産省では,昭和59午皮にニューメディアコミニティ構想

を打ちだし,24 のモ手ルタイづを設定し,システ△構築を開始した。う

ち,地域医療情報システムのような社会システムとしては60年度に 2

地域が指定をらけた。以下にそのシステム地域及び概要について述ベ

る。

(1)長崎県の僻地医療形

本土の国立病院主雛島の中核病院,及び島内の診療所を結びレントゲ

ン写真たどの画像伝送{Cよる高度医療速隔支援システム,及び症例研

究システム,医療従亊者生涯教育システム,健康管理システムを構築す

る。

(2)北海道旭川市の都市保健医療形

保健医療情報センターを設置し,市内の基幹病院,一般病院とをネッ

トワークで結び,母子の健康管理などの保健医療コンサルティング,医療

データベース構築による医療技術,最新應療情報の提供,更に救急時の

サーピスシステ△を構築する。

これらシステムの構築により,地域医療情報システ△は更忙質の高

いものになる巴期待される。

4.2 地域保健医療支援システム

厚生省では昭和57年3月医務局長の私的諮問機関である医療情報

システム検討会に,今後の医療情報システムの研究開発力針・テーマに

つ込て諮り,その提言を7月に得た。との提言及び従来の開発成果

を、踏まえて,「地域保健應療支援システム」の拙想をまとめた。

を省くととができる。したがって,全体として健康診断の省力化,

合亜化とそれらの成果として経済的負担の低減が図れる。

(4)住民一人一人の健康状見凱C合った健康メニューを定期

的に提供するととにより,住民の健康管理意識を向上させ

ることができる。

健康管理情報システ△の概要を示す巴図4.のようになる。

しかしとの実現のためには次の課題がある。

(1)学校検診は文部省,各事業所の検診は労働省,母子

健康管理は厚生省などと所管管轄の相述によるデータのー

元管理が困難である。

(2)検診した住民のづライパシーの保護など今後, システム

として検討して込く必要がある。厚生省でも IC力ードによ

る個人手一夕の保有など検討しており,諸行政機関を通じ

問題解決を図って仏く予定である。

4.1 地療医療情報システムとニューメデーア

前章まで地域医療情報システムの各種システムについて述ベ

てきた。しかしながら,現在稼働しているシステムは通信回

線の制約により,情報交換されるデータもコードデータ,心竃

図のようなアナログデータに限られていた。特に,僻地,禽部島

においては電話回線しか整備されていない状況である。阪

4 地域医療情報システムの将来

地域医号計青報システム・服部・小南

τコ

都道府県:]

保健所コ
市町村

.地域医療データペース

・医療予;則信刊西

医療機関管理支援システム

・診療評価支援

.経営管理支援

<
長回國0

地域保健医療
支援システム
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ξ二>圖 J晶
据

〔Σ保健所
市珂村保健センター
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保健活動支援システム
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図 5.地域保健医療支援システム

・在宅健康管理・治療支援

・医療機関照会

・保健指導支援

.保健業務管理
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とのシステムは地域の保健医療を担当する医

療機関,保健施設,行政機関及び需要者であ

る地域住民が保健医療に関する情報の収集・

処理を行う場合や,その結果に基づく意思決

定を行う場合などにそれを支援し,よって地

域の保健医療サービスの向上を図るものであ

る。サづ白ステムとして地域医療計画支援システ

ム,保健活動支援システム,咲療機関管理支援

システム及びセルフケア支援システムの四つK分け

られる(図 5,)。

(1)地域医療計画支援システム

地域医療計画に定める医療圏における地域特

性,戻療需要・供給などに関する各種情報を

収集,加工するととにより,都道府県・保健

所・市町村が行う医療計画策定に資するため

のシステムである。人口分布・描成,交通状況,

産業騰造などの地域特性に関する情報,死亡

統計,疾病構造などの医療需要{て関する情報,阪療施設の機能,慶

療関係者数などの戻療供給に関する情報からなる手ータベースとこれ

を、とに,医療需要・供給の両面の将来予測を行ったり,計画の評

価を行らシステ△とからなる。

(2)保健活動支援システム

保健所,市町村保健センターなどが行5各種の保健サービス及び監視

などに関する情報処理を支援するものである。老人や乳幼児などの

保健指導を支援するためのデータ提供を行う保健指導支援システムと,

保健婦業務の合理化・効率化を図る保健業務管理システ△とからな

つている。

(3)医療機関管理システム

阪療機関の診療面,経営面の機能及び活動状況を分析・評価し,そ

の管理上の意思決定を支援するものである。医療機関における診療

活動を評価するための診療評価支援システムと,陛療機関の経僻分析

を支援する経営管理システムとからなっている。

(4)セルワケア支援 bステ△

地域住民の家庭における健康増進や疾病治療を支援する巴巴、に,

應療を必要とする患者の適正受診を図るシステムである。健康増進治

療などの情報を家庭に提供し,住民自身による保健管理を支援する

在宅健康管理・治療支援システ△と患者の主訴,病状に適合した阪療

機関を紹介する戻療機関照会システムとからなっている。

衛生指違健康指導
生活指導システム

へりコプター

出動

健康管理情報システ情報システム

システム心豊"

画像処理(入.出

撮送システム

システム f

イSξ1 、

連携

,ν

亀ノ)'

ゞ号・

地域医療
敦青

医療技術
生涯教育システム

コンサルテーション

システム

症例研究会

チ』システム

遠隔診断

システム

CAI,病名診断,問診

図 6.地域阪号計青報システ△の概念図

画像情報

システム

人工知能技術

X線

自動解折
システム

らの統合システムと考えられる。したがって,地域医療情報システム

のシステム技術は病院情報システムや健康管理システ△の、のを基礎と

,、る。

《MELCOM-MEDIS>は,従来,病院情報システ△及び健康管理

システムが主体であったが,社会的構造変化に向けより広域的システム

が要求される現在,従来開発してきた病院情報システムなどにおける

情報処理技術,電子機器技術の一層の活用とと込にニューメディア機器

などの新技術の採用を図り地域医療に寄与していく。また,通産省,

厚生省をはじめ諸行政機関の計画に参画することにより,社会二ー

ズに応じていく方針である。また,第5世代コンピュータでの人工知

育Eを応用したエキスパートシステ△(コンサルテーションシステ△),電子カルテシステ

ム,画像診断システム,遠隔診断・治療システ△などの開発計画も進め

ている。図 6.に今後の三菱電機医療情報しステムの考え方を示す。

C丁

擶・＼
矢憶哉バー

内視鏡

当社では,医療情報みステ△に対する基本的考え方を f三菱阪療情

報システム《MELCOM-MEDIS》(MELCOM Medka11nfo,m註10n

Syst.m)として体系化し,との考え方に基づいて各種医療情報シス

テムを開発してきた。地域医療情報システムはとのシステムのーつのサ

づシステムで,病院清報システ△,健康管理システム,環境管理システムと

ともに《MELCOM-MEDIS》を構成するものとして重要視してき

た。しかし,地域應療情報システ△は他のシステムとは違い,相互に

独立して存在するものではなく,むしろ,一地域を対象としてそれ

心電図

筋電図

脳疲

ビデオ

5 三菱地域医療情報システムの考え方

以上,地域医療情報システ△について,その社会的背景,代表的シス

テム現状,将来動向及び考え方について述ベた。疾病構造,社会構

造の変化及び医療の地域格差の解消策として地域医療情報システムは

今後ますますその役割が期待されている。

当社は総合電機メーカーとして,診断装置,治療機器,コンeユータ,

ニューメディア機器の開発,及びそれらの技術を有刻Jに活用し,地域應

療に貢献していく。

14(10の

6 む す び

( 1 )

( 2 )

厚生省:「地域保健底療支援システム」

(財)医療情報システム開発センター編

「情報化時代の地域保健医療情報シス子"(昭59)

「医療情報システム研究開発報告書」印召6の

「阪療情報システム総説」啄か

山本勝:「地域包括医療システム」印召59)
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特集

地域行政情報システム
地方自治体における地図情幸艮の高度利用について

人事管理システム

社会の機能は,人口・土地・経済・産業・文化・教育・福祉などの

要因が複雑に絡みあって描成されている。これに伴って処理される

新旧の情報の量は膨大なものとなっている。一方,限られた財政亊

情の中,行政施策の有効性が重要視されるようになってきた。との

ためには,行政を実施する以前の計画の策定段階において関連する

情報を総合的・科学的に把握する必要がある。

こうした背景から,現在"METR0 システム"として利用されてい

る「イ主民情報しステム」及び「内部情報システム」とと、に, f地域情

報システム」を加え,地方自治体の行政執行などから発生する情報を

統括的に管理するととが必すψ動である。地方行政の計画策定忙当

たって最も重要と考えられることは,社会の構成要素の現況を正確

に,迅速にとらえることであり,とのシステムではとれら情報をデー

タベース化し,画像(地図)情報と結合して多角的な資料を提供する。

まえがき

各地方自治体は,地域の活性化を目指し,効果的な行政施策の立案

及び高度情報化に向けての社会基盤の整備の手段として,コンビュータ

の高度利用に取り組んでいる(図 1.)。

一般的に地力自治体のコンビュータ利用は,大量な情報を処理する

が,業務的には単年度処理の域を脱して込ない状況にある。現在広

く普及してぃる「住民情報システム」や「内割汁青報システム」も,今ま

では住民サーピスの向上や翫務処理の省力化に主眼がおかれてきた。

しかし,とれらの既存システムから屯,長期冏忙わたるデータの収集

ができれば地方行政の計画策定段階における有効な情報として活用

することが可能である。このシステムは新たに手一夕を入力する必要

があり,現在稼働している前述のシステムからの情蝦を最大限に利用

するととを重要課題のーつとしている。

ーカ,コンビュータ技術の発展に伴い図形処理,画像処理が身近に利

用できるようになった。また,地方自治体においては,建設省道路

施設現況調査,白治省公共施設状況調査などの道路台帳整備翫業を

機に道路台帳の基本となる1/500現況平面図を作成しており,「地

域情報システ△」の核としての活用を積極的に検討している。「地域

情報システ△」は,施設,道路,行政区域などの点や線や面を示す地

形図情報とこれらが持つ属性情報をデータベース管理し,業務処理K

必要な条件下で抽出した主題図などの資料を作成するシステムであ

市長室
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.財務会言十データペース
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地域行政情報システムは,"住民情報","内部情報","地域情報"

を基盤とし,地方自治体の計画策定に必要な数値,地図,図表など

の各種情報の相関関係が適切に把

握できるよう視覚情報として提供

するシステムである。

MELCOM

電算機

住民情報

データ

ベース

財務会計システム

住民記録システム
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データ
ベース
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都市計画システム

*コンビュータシステム製作所

地域情報システム

公害防止システム

生活環境システム

社会福祉行政計画

保健衛生行政計画

産業行政計画
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・土地利用状況
.建物構造状況

建設行政計画

防災行政計画

環境保全行政計画

図 1.地方行政情報システムの概念

ドウェア構成3.1 ノ、^

図 2.に示すように,ホスト計算機

とスーパミニコンに専用づ0セッサを付

加した分散機から1粘成されて込る。

ホスト計算機としては,住民情報,

内部情報をサポ・トする"METRO

システム"が動作する《MELCOM

EX シリーズ 830/840/850》,《入佃

LCOM-COSM0 シリ、ズフ00/800

/900》,《MELCOM DP シリーズ

50/釦/70》が使用できる。分散

機としては,スーパミニコンビュータ《M

ELCOM 70 MX/300のを使用

十る。

一方,端末装羅としては,ホスト

側にオフィスターミナル M 5000,パソコ

ン《MULT116》,分散機側には,

イメージリータ,づラフィ,ワクティスづレイ,

静電づロリタなどを使用する。

3.システム構成

教育行政計画

企業経営計画

人事計画
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MELCOM

EX800シリーズ

COSM0シリーズ

M5000

オフイスターミナル

データ伝送

MULT1 16

ノぐソコン

MELCOM

MX3000

シリーズ

70シリーズ

3.2 ソフトウェア構成

3.2.1 ホスト側ソフトウェア

オペレーティングシステム GOS, UTS/VS 及び VOS のもとく、動作する。

データベースとしては,"M訂R0 システム"の基本となるネヅトワーク形

データベースEDMS, EDMS Ⅱを使用する。ホスト側端末は,それぞれ

のオペレーティングシステムと TSS端末として利用するためのエミュレータ

及びファイル転送ユーティリティ,グラワ作成パ,りケージを利用する。

上記のほか《MELCOM EX シリーズ》では,エンドユーザー支援システ

ム《DIATALK》を利用できる。

3.2.2分散機側ソフトゥエア

オペレーティングシステム 0S60/UMX のもとで動作する。その他の基本

ソフトゥエアとしてりレーショナル形データベース,日本語サボートシステム,パー

ソナルコンビュータサボートシステム,グラフィ,りクパ,ゾケーε;,づ口,ワタパ四ケージ及び画

像処理ライづラリを使用ナる。

画像処理装置

図 2.ハードゥエアの構成図

イメージ

リーダ

イメージプリンタ

(静電ブロッタ)

4.1 データの収集

このシステムへのデータは,日常の行政執行の中で処理発生する情報

を有効に活用することを前提としている。図 3.に示すよう忙,住

民情揮,内部情報,地域情報の各システムから計画の策定に必要な基

礎的なデータを得ることができる。

4.1.1時系列データの収集

地方自治の基本となる住民の人口や年齢朧成の変動予測,財源の裏

付けとなる所得の推移などは,あらゆる計画立案の根拠となる。と

のよう忙行政施策を策定する場合,将来の予測値をより確笑な、の

とするため,過去何年前からの変遷を把握しておく必要がある。そ

のためには,策定段階で必要と思われる情報を一定期問ビとに蓄積

すれぱよ仏。このシステ△では,住民情報データベース,内部情報データ

ベースから集積したデータを計画情報データベースへ時系列に登録する機

能をもってぃる。

4.1.2 地域データの収集

公共施設の利用予測などでは地域単位に情報を把握すると巴が重要

である。とのためには,時系列データと同じょうに住民情報手ータベー

スから,その中忙設定されて仏るデータを地域ビとに計画情報ゞータ

ベースへ登録すればよい。

一方,地域データの収集とは別に,地図や図形で表現するため,

グラフィック

ディスプレイ

<データ斗又集>

4.機

住民情報

住民基本台帳データ

税・所得データ

固定資産データ

教育福祉データ

その他業務データ

能

内部情報

財政データ

財源データ

人事データ

その他業務データ

地域情報

地形データ

道路データ

0也言妾テ'^タ

区画データ

その他図形データ

三焚篭機技報. V01.60. NO.2.1986

<データ保持>

Ξ十画情報データペース

・時系列データ

・地域データ

.統計データ

統計データ

国勢調査データ

経済データ

その他調査続計データ
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＼
ジクク

地図情報データベース

・点,線,面構造データ

.メッシュデータ

・行政街区データ

・時系列データ

<データ加工>

・数値

・表,グラフ

図 3.地方行政計画策定支援システムの機能概要図
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空中写真掲影

地図データテープ

写真処理

図化作業

図化

データ

収録テープ

地形図

ファイル

MELCOM

MX3000に

よる図形処理

公詞掘影

上中7真

公図拡大(縮小)

現況図

グラフィック

ディスプレイ

現尻図

第二原図

コードによる記入

図 4.地形区地の対応付け

設定された地域情蛾を地形図上の座標と対応させる必要がある。

図4、は,地域の最小単位と考えられる土地の一筆,家屋の一棟単

位の例である。この作業は分散機側で実施する。

4.2 データの利用と保有構造

保有する情報としては,大きく分けて下記のものと老えている。

・人口,土地,住居,資源,環境,防災,施設

・経済,産業,疏通,済計

・教育,文化,保健衛生,福祉,医療

・財政,財源,人事

データは,ホスト計算機側に計画情報手ータベース,分散機側{て図形情

報データベースを構築する。これは分散機側の導入前忙おいても,必

要な情報を登録し利用できるよらにするためであり,段階的な開発

もこれにより可能となる。図形情報データベースは,情報の検索,卯

エ,出力がデータの時系列変動,地域特性を主体とすると考えられ

る。

これら計画情報,図形情報を重ね合わせ,目的とする主題図を作

成する(図 5.)。

C、、、N;マ、トゞ'

、ゞ武武ミ、L '
、弌ミS、'、、、ミぜ恵

公図割込み
原図

地籍界地番
地目を記入

、ト+'、コ

、.゛'、

'熊武"

家屋番号,構番

棟番,構造
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圧匝墨回

河川レイヤー

圧匝垂垂回
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道路レイヤー

101

103

5.むすび

以上,地域行政情報システムの計画策定支援の機能を説明してきた。

現在,一般的に地図情報システムは,企業において不動産管理,施設

、＼＼きミミ、゛'ゞ

、ミ
104 ゞミ
106 'ゞ

、、ー゛、、、、

1、气、＼゛R
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11斗

11

113

1 12

11 1

土地・家屋レイヤー

データペース

101

地番,地目,所有者

棟番号,用途,所有老

管脛の抵か,架配送業務,マーケティングなどに一部笑j打化されている。

このシステムでは,地方行政の地域性に於溜し,精ち(緻)な地図を活

用して住民サーピス,行政亊務の向上を目的としている。

測量会社を中心に,コンビュータメーカー,ソフトゥエア.ハウス各社、画像

処理技術をべースに新し込情報処理分野ヘ進出しよう巴して込る。

既に北九州市,横浜市,我孫子市など各地方自治体において開発を

進めており,河川,道路情報を中心に笑用化して込る。

また,とのシステ△の基本要素となる地図データベースの仕様標準化

が,建設省,国土地理院を中心に実力伍されている。標準仕様が決ま

れば,ブータに互換性ができるため,ゞータを相互に利用しあい,よ

り充実した資料提供が可能となるだろうと期待してⅥる。

參考文献

(1)秋田抵か.三菱電機技報,59, NO.2, P.170 (昭6の

(2)和田低か.Ξ菱電機技報,59, NO.9, P 67フ(昭6の

(3)山田低か.地方自治コンピュータ 59, NO. H.6 (Π召59)

1 14

113

図 5.主題図の合成

地域行政情報システムー地方自治体Kおける地図情報の商皮利用についてー・伊藤・油山

街区'情報

(平面図)
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特集

アルバイH青幸艮システム

設置された端末機(以下, B-BOX とよぶ)と専用回線で結ぱれた

ホストコンビュータを利用して,主として学生を対象としてアルパイト情報

提供を行っている。アルパイト情報システムのデータサーピスの方法を図

1.に示す。 1P の求人情報(職種,勤務場所,給料,時問など)を

ホストコンeユータに登録し,それを求職者である学生がB-BOXを利用

して検索し,情報を入手する。入手した情報により,学生は自分に

合ったアルハイト先を見付け,直接アルノ竹卜先ヘ電話をかけられる。

B-BOX の運用時間帯は,9.00~22.00 となっている。

以下にハードゥエア構成,アルバイト情報提供処理, B-BOX画面の流

れについて説明する。

ドウェア構成3.1 ノ、^

2.システムの目的
B-BOX は《MULT116Ⅱ》を内蔵した専用端末である(図 2.)。

アルバイト情報を入手するために 10円玉を使用するので,10円玉専このシステムはコンビュータシステムを使ったアルバイトの情報提伊1,つまり

用のコイン投入器が付加されている。ホストコンピュータには《MEL・アルバイト先を紹介するシステムである。現在,アルバイトの情報提供を

COM-COSM080OS》が使用されている。図 3.にとのハードゥエア月的としたものには,主に情報誌があり,書店や駅構内の売店など

の構成を示す。で販売されている。しかし雑誌の場合はその利用者の対象が不特定

3.2 アルバイト情報提供処理多数であり,またアルバイト情報もすべては必要でなく,無駄な情報

アルバイト情報を入力原票から入力し, B-BOX 忙出力されるまでのが多い。そこで今回のシステ△は,以下のことを目的として構築され

た。 アルバイト先

1.まえがき

キャづテン, CAIV, VAN といったニューメディアを使用した高度情綴

通信込今や実用段階を迎え,本格的な高度情報化時代が到来した。

従来の日刊誌,週刊誌といった情報誌による情報伝達から,より早

く正確に情報を伝えることが必要となってきた。とうした背景から,

今回の"アルバイト情報システム"が開発され,ニューメディアをとりまく

社会環境の中で実用化された情報提供システムとして利用されている。

とこではア1レバイト情報システ△の目的と特長及びその利用方法につφ

て報告する。

石橋利英、.水澤勝治、

(1)アルバイトを探す人を主に学生と考え,端末機は学

生の集まりやす込場所に設置する。

(2)アルバイト情報を探す上で,利用者の立場に立って

選ベるようになっている(例えぱ,アルバイト先の希望地

域,職種などを白分の希望するデータ忙っいてのみ入乎

することができる)。

(3)コンピュータシステムを利用することにより,情報誌よ

りも早く,最新の情報が得られる。

3.システムの概要

都内及びその近郊の主要駅,書店,大学,デパートなどに

誠ゞ

テンキーンートキーボー1

1,^',、,

式

ゞ

翁

^」'」、J「丁『、^,、.^J-^十

t茶,

炉

会社

営業

求人情報

アルパイト先

炉

商店

ー」、

学研

メテ'イコン

営業部門
営業

r -一「
日本語ワークステーション<オンライン系>

求人情報

採用一一面接一一電話申込み

IP :1nformation provider (情報提供考)

大学

図 2. B-BOX端末
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専用

B-BOX

駅

回チ泉

浸字タブレ・汁

日本藝
ノリアルプリンタ

B-BOX

日本語ワークステーション

日本語
ノリアルプリンタ

書店

MELCOM-COSMO

80OS

B-BOX

検索

アルバイト情報

テ・'バ^ト

L /ツ系ι逗墨三断)1
ホストコンビュータ側

図 3.ハードゥエア桃成図
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図 1. B-BOXデータサービス図

B-BOX

検索

アルバイト情報

検索

アルバイト情報
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クロスコール
デイスク
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80OS

r-ーーーー「

480obps

モデム

^^^^^^^^^^^^^^^

12インチ

カラー

学生が主

営業部門

1 53回線
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I BSC-P I

モデム MULT1 16Ⅱ
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営業部門

FAX

Cヌ
登録(修正,抹消)

申込書

日本き玉
ワークステーション

一.
漠ナタフレット

日本語

ワークステーション

入力室

情報処理部門

<D
IP登録状況

ホストコンビュータ

区]
各種統計情報

・年齢別

・地域別

・職種別

目

専用回線

(240obps)

法が異なっている。①を選択,・ると次に希望条

件入力画面が出力されて,年齢,性別,期間を

入力し,次に希望地域,希望職種を入力する。次に最大20件のアル

バイト情報が出力されているB 4版カヅト紙が,B-BOXの取り出し口

に出てくる。②か③を選択すると希望条件入力なしに,お中元のア

ルハイト,塾講師のアルバイトと仏った条件で直接検索に行き,アルバイ

ト情報を B-BOXヘ出力,・る。②と③の特集の内容は日々変えると

とが可能になって込る。

車月一台

端末機設置場所

(啓店ノ大学ノ駅構内)

朝一宙

「一

19 (105)

図 4.ホスト3ンビュータでの処理の流れ

IP検索マスタ

画面定蓑情報

、とに佼正を行う。エントリワアイルの内容を修正

し, B-BOX から検索する VSAMファイルへそ

の情報を反映させる。情報検索ファイルへのアル

ハイト情報の反映は,1日最大6回実施可能で

ある。日本語の入力作業軽減策としては,漢字

夕づレ,汁の付加機能である熟語集を活用してい

る。アルハイト固有の熟語を漢字夕づレットにセット

しておくこと忙より,その日本語入力作業をか

なり軽減している。

3.2.2 アルバイト情報検索

B-BOX から入力されたアルバイト希望条件が,

ホストコンビュータへ送られてくると,それを屯と

に IP検索ファイルを検索する。検索し終わると

アルノ晢卜情報を B-BOX ヘ送り,漢字シリアルナJ

ンタからその内容が出力される。またアルバイト情

報を検索するにあたり,次のことを考慮している

(1)多数あるアルバイト情報の中から出力媒体

であるB4版力.汁紙に収まるように 20件に絞

り込む。

(2)アルバイト先がB-BOX ヘ均等に出力され

るようにサーピスする。

以上を実現するためにIP検索ファイル作成時

に,同ーアルハイト条件のアルハイト情報をグルーピ

ング化し,ランダ△に 20件検索,、るようにしてい

る。

3.2.3 統計処理

アルバイト求職者の動向を常にキャッチするととは,

情報提供者として必す(須)である。情報提供サ

ービスする側ではその内容を把握し,情報提供

者に広報する必要がある。そこでB-BOXから

入力された内容をオンライン稼働中忙収集し,夜

問に各種統計資料(年齢別,地域別,職種別な

ど)を作成している。作成した各種統計資料を

毎朝営業部門へオンラインで送信し,縁働状況,

求職状況を営業部門ヘフィードパックしている。

3.3 B・BOX画面の流れ

B-BOXの電源を投入ナると数分後に案内画面

が出力される。案内画面は2画面用意されてい

て,5秒問隔で交互に出力されている。この状

態で10円玉を投入すると選択画面忙変わる。

選択画面は,①レギュラー,②特集1,③特集2

の中から番号を選ぶようになって仏る(図 5.

参照)。

選択された番号によりアルパイト情報の検索方

オンラインジャーナル

・端末機設置場所

.オンライン入力1頁

局分岐
MULT116Π

電源投入

9]

gコ

案内画面

目

特集

第一期106台設置

<選択画面>

5秒問隔2画面

選択画面

一「

レギュラー

希望条件

入力画面
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処理の流れを図4.に示す。各処理での処理内容について以下に述

入力項目

1分問監視
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3.2.1 アルバイト情報入力と校正処理

営業部門からFAXにて送られてきた入力原票を、と忙,情報処理

部門ではアルパイト情報を日本諮ワークステーションからエントリファイルに蓄

える。同時に入力された内容がチェックリストとして出力され,それを
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図 5, B-BOX画面の流れ
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4.システムの特長

B-BOXシステムは利用者側にとっても,1P側にとっ

ても従来の情報誌と比較して以下の特長を備えてφ

る。

(1)利用者側

(a)わずか10円で利用できる。

(b)希望条件にあったアルバイト情報が短時問で

入手できる。

(0)情報の更新が早仏ので,求人決定済みが少

ない。

(2) 1P 側

(a)求人情報登録料が安い。(25,000円/1週

問登録)

(扮申し込んで2時間後には情報が流れる。

(C)取り消しもすぐでき,無駄な対応がなくな

る。

(d)利用者好みのニューメディアだから反応が良

VI。

囲検索条件

職種別になっていて選びやすい

職種が少ない(もう少し細かく)

、S、つう

地域別がとてもいい

地域をもう少し狭くして

期問をもう少し細かくして

時問帯と期日も選ペるように

短期を入れて

正社員を多くして

時給も入れて

地域を広げて

E一玉亘ヨ

[玉亟ヨ

区匝亟司

区匝ーロ

47人

41

40

32

24

皿料金について

女L、

適当

件数の割に高い

10円だから信用できない

.ニューメディアの使いここちは

便利で簡単(使いやすい)

楽しいおもしろい・ー・'

いいと思、う(最高,す:い)

ニューメディアが身近になうた

時問がかかる

これから伸びそうー・・・

他の情報誌より新鮮

情報が早い

なれないのでとまどう

らくでいい

苦学生の救世主

~18才

男

ノ

69.6%
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、女γ
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気にならない・ー

ちょっと長い

画面に変化を
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図 6. B-BOX利用の調査結果

173

156

図 7. B-BOX の利用状況

その他

喫茶

図 8. B-BOX利用者の反響(集計数200人)

80

140

5.システム利用状況

昭和60年6月,30台の B-BOX によりシステムが開始され,9月に

は当初予定の106台の B-BOX の展開を終了した。オンラインを安定

稼働させつつ,順次B-BOXを増すことができた。利用状況の概況

はIPの情報件数が約3,000件/日,端末からの利用件数は3,000件

/日となっている。 B-BOXの設置場所が学生の集まりやすい所で

ある関係屯あり,年齢別にも大学生,専門学校学生といった年齢層

によく利用されて仏る。当然アルパイト情報を得て,求人先で働いた

ア1レパイト学生の情報提供者側の反応も調ベる必要があり,営業部門

で調査した結果では,従来の印刷媒体で募集する場合と比して質の

面で効果が出ている。

1日の利用回数の最高は193回であり,平均でも68回/設置場

所となっている。「10円玉では書店での売上げには貢献しないが,

ニューメディア時代にふさわしいと仏うイメージ効果が集客業務に大きく

貢献している」とⅥうのが設置場所側での設置理由となっている。

B-BOXの利用状況を図 6.及び図7.に,反響を図 8.に示す。

6'むすび

以上とのシステムの概要を説明したが,第一期アルバイト情報提供は昭

和釦年9月端末機の全展開終了で一応の完成をみることができた。

今回のアjレパイト情報提供は主として学生を対象としているが,今後

情報提供の種類を増やすことにより,社会的に広仏範囲のユーザーが

とのシステムを利用できるように考えている。

最後に(株)学習研究社森山健三氏,後藤榛男氏をはじめ関係者各

位の御指導と御援助k厚く感謝の意を表する次第である。
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特集

駅夕ーミナル情幸艮システムへの
液晶テイスプレイ《スペクタス》の応用

1.まえがき

高度情報化社会ヘの移行が着々と進む中で,映像情報を提供するデ

イスづレイ胎多様化してきている。14~28インチの家庭用TV,業務用

の:3フィンチTV やビデオづロジェクタ,更には大観衆を対象とした大型画

像表示装置《オーロラビづ.ン》まで多種にわたる製品がはん(氾)濫して

おり,それぞれ機能や用途に応じて有効に利用されている。その中

のーつとして,当社の液晶手イスづレイ《スペクタス》も公衆ディスづレイと

して定着しつつある。

《スペクタス》は,表示素子に液晶を使用した世界で初めての大画面

フルカラーディスづレイシステムで,10~1,000人の人々を対象として表示を

行う。特長として,

(1)通常の照明下におφて、使用できる明る仏画面

(2)スペースを取らない薄形構造

(3)自由に選ベるスクリーンサイズ

(4)種々の映像機器と接続可能

(5)容易なディリタル画面作成

などをもっており,屋内用公衆ディスづレイの条件を満足して仏る。

昭和58年6月に発売以来,《スペクタス》はショッeングセンター,パづり,,ク

スペース,駅,空港などヘ納入し,社会システ△の一貫として活躍して

いる。

本稿では,それら納入実績の中で,鉄道の駅k設置され夕ーミナル

情報を提供しているシステムの例について紹介する(図 1.参照)。
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加な 端末叢置

師X
小人数

,、.恐

駅夕ーミナル情報システムの一般的な定義はなく,各鉄道会社は地域

に応じた独自のシステムを構築している。駅で提供するシステムには,

図2.に示すように大きく分けて二通りある。利用者が直接操作を

行い,必要な情報を自らの手て・引き出す個人用情報を主目的とした

リクエスト端末装置と,構内を往来ナる不特定多数を対象に情報を流

す大衆用ディスづレイシステムとである。

リク1スト端末装置は,モニタ画面に表示されるメニュー(索引)画面

の中から自分の知りたい内容をキーポードなどにより選択し,必要な

画面を検索・表示する。情報はVTRやディスクに格納されており,

ビデオ画像ある仏は静止画の形で表示する。観光案内,タウン情報,

沿線のお知らせなどが中心で内容屯詳しい。特に,静止画表示の装

置には,画面のハードコe一用にづりンタを内蔵したもの屯あり,利用

者が情報を持ち帰れるようになっている。

一方,大衆用手イスづレイシステ△には,鉄道案内や観光案内のビデオ

画像をづラウン管に表示したり,列車の発車案内を LED やフラ,,づ

式の表示板に表示している例などがある。近年,ブイスづレイシステ△の

進歩に伴い,より多数の人々を対象とした大形ディスづレイの二ーズが

高まっている。大形ディスづレイの効果として,次のものが挙げられ

る。

(1)多種多様の情報を提供できる。

(2)大画面による訴求力で人々の誘目性が向上する。

(3)ランドマーク編Eの性があり,駅の活性化を促す。

(4)企業イメージが向上する。

図 2.のように,りクェスト端末装置と大衆用ディスづレイシステ△が同

ーの情報センター(情報発信源)と有機的に結合し,情報が統合的に

管理されるのが,駅夕ーミナル情報システムの一般的な概念である。

3.駅夕ーミナル情報システムにおける《スペクタス》の例

駅夕ーミナル情報システムとして納入した《スペクタス》を中心とナるディ

スづレイシステムの一例について説明する。このシステムは,画像を表示

するスグJーン部と,コントロール機器から構成される。また,《スペクタ

嗹

ー、1

鼠爲,脅乎'践

大衆用

ディスプレイ

システム

X叉叉叉
大人数

'七、,

气一
、、

図 2.駅夕ーミナル情報システム概念図

'

ιノ'i

サ、才

図 1.《スペクタス》設置イメージ図

2,駅夕ーミナル情報システムの一般概念

駅は元来,交通の拠点,流通の拠点としての役割を担ってきたが,

更に利用者ヘのサーピス向上,地域社会ヘの貢献のために新しい情報

提供の場として変わりつつぁる。これまで,駅の情報はボスター,看

板,案内板など固定的な表示によるものが大半であった。近年,

質・量と、に充実した情報を効果的にサーピスできる夕ーミナル情報シ

ステムが導入されだした。
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(】)

( 2 )

項

スクリーγサイズ(mm)
"寸 数画 罰マ

( 3 )

( 4 )

口 C〕ロ

表 1.スクリーン部仕様

目

スクリーγユニット数

入力信号条件

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )

消費電力

所要電源

外形寸法

量重

縦 1,440X 横 2,300

縦 200画素X樹 320画素

(赤緑青 1組で 1画素とする)

縦 25段X横 5列

ビデオ:標準テレビジ"ソ信号(NTSC複合信号)

デ'ジタル:スペクタス専用イγ夕フュース

3.5

AC 】0OV 5.8kvA (単相,アース付き)

2,000(H)×3,600(W)×300(D)

約 650

仕

3FL

(kw)

(mm)

(kg)

(コントロ】ル
ルーム}

様

2FL

2000

れている。

314インチVTR,ビデオディスクづレー卞一, TV チューナー,ビクチャービューワ

などのビデオ機器の映像信号は,分配器によりソース,録画,ラインの

信号に分けられる。それぞれの選択はセレクトパネルで行い,モニタで

映像の確認ができる。ラインの映像信号は,補正用のタイムペースコレク

タ,カラーコレクタを介して《スペクタス》ヘ入力される。

ディジタル機器は,パーソナルコンピュータ《MULT116》と夕づレットで構

成され,ディづタル画,流し文字の作成や記録,《スペクタス》画面の制

御を行っている。《MULT116》と《スペクタス》との問は,50 心の専

用ケーづルにより信号の送受信を行っている。

314 インチVTR,ビデオディスクづレーヤー, TVチューナー,カセ,ワトデ,ワキな

どの音声信号は,映像信号と同様に分配器で分けられ,各スビーカー

忙出力される。コンコースのスビーカーは,《スペクタス》に2個内蔵,入

口付近に1個設置する分散形の配置である。

また,《スペクタス》から画面信号を引き出してエンコードし,別設置

(地下改札口と地下街の2箇所)のTVモニタに,同一内容の表示サ

ービスを行って込る。

コントロール機器は,すべて《スペクタス》本体背面側にあるコント0ール

ルームに設置している。図 6.に示すように機器類はラ,,ク,手スクに

コンパクトに収納され,省スペースで操作性が良い。

1W

「'

巨ヨ
3000

自動券売機

11,.^^3600^、^』

磨翌

ス》画面と同一の内容を別の場所に設置されたTVモニタ上に、表示

する。

3.1 スクリーン部

画像を表示するスクリーン部は,スクリーンユニヅトを縦25段,横5列配

列し,縦1.4mX横 2.3m の大画面を実現している。スクリーンユニット

は光源である特殊蛍光灯,透過光量を制御する液晶とドライバ回路で

構成されて込る。各ユニヅトの液晶セル面には,マトリクス状忙 8ドヅト

X64 ドットの画素を配列し,各画素は,赤・緑.青のカラーフィルタに

よって彩色された3個のピクセルからなって仏る御。スクリーン部仕様

7

図 3.スクリーン部設置概念図

d

圧到

を表 1.に示す。

これらのユニ,トは着脱可能なように枠体に収

納され,スクリーン面の周囲を化粧パネルで覆ってい

る。

3.2 設置形態と観視範囲

スクリーン部は,図3.に示すようにコンコース内の自

動券売機上部忙,壁埋め込み方式で設置されてい

る。歩道倒仂、らコンコースに入ってきた利用客が正

面を見上げることにより,《スペクタス》の表示サービ

スを受けられる。スクリーンの最適視野角度は左右

100゜以内で,図 4.のとおりコンコース内のほぽ全

域をカパーしている。しかし,人の流れの多い券

売機付近,改札口村近は避け,やや後方に観視範

囲を設定した。

3.3 システム構成

システム楴成を図 5.に示す。このシステ△は,ビデオ

機器,ディづタル機器,オーディオ機器などのコント0-

ル機器と《スペクタス》,スビーカー, TV モニタで構成さ

単位: mm

改札0 、、
、0、

駅務室 ) 100'

出札室

案内所

8300

スペクタス

22a08)

ギ

9800

コンコース

タブレット

3500

隣接ビル

録画用*

MULT116

3μⅥ9

吉窒
デ4ユ,

7400

.ー.

3/4ⅥR

図 4.監視範囲
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1

回
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クリーン全体に行うととができ,各画素単位で色方井旨定できる。表示

色は,赤,緑,青,シアン,マゼンダ,黄,白,黒の8色である。ディづ

タル画像の表示例を図8.に示す。

(3)ビデオ/ディジタル重ね合せ表示

ビ手オ画像の上にディづタル画像を重ね合わせて表示する。

(4)流し文字表示

スクリーン最下段(16ドヅト分)に,電光ニュースのように流し文字を

表示する。表示色はディづタル画と同じ 8色で,士記(1)~(3)項い

ずれの表示モードでも有刻Jて、ある。

3.5 作画機能

ディジタル画面,流し文字の作成を行うための作画づログラムが《MUL

T116》に装備されている。

づラフィック画面の作成はグラフィックコマンドを選択し, CRT を見なが

ら夕づレ."弌ンで入力する。キャラクタ画面は,夕づレ,"ト上に割り付け

られた JIS第1水準等4,000文字の中から拾うことにより,任意の

位置に指定できる。流し文字の文章も同様にして作成する。作画づ

0づラムは対話形式となっており, CRT に表示されるメニューに従っ

て,簡単に操作できる。

4.提供する情報サービス

駅にはいろいろな目的の老若男女が集まってくる。朝夕の通勤・通

学客,旅行者,買い物客,待ち合わせの人々など利用の仕方は様々

である。《スペクタス>では,とれら多種多様な二ーズに対する情報サー

ビスの抵かに,"そこに行けぱ何かしら有益な情報が得られる"巴い

う市民に足を運ばせるような情報サービス、行う。それらは大きく次

のように分類される。

(1)交通・旅行情報サーピス

他地域ヘ出る人には列車の運行状況や季節に応じた各地方の推奨旅

行案内などを,また市内を訪れる人には市内の名所や旧跡などを紹

介する。

ヒデオラック

単イ立: mm

冒
パソコンデスクオーディオラック

(立面図)

図 6.コントロール機器レイアウト

スクリーン

MUS、ie
^

図 7.《スペクタス》ビデオ画像表示例
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3.4 表示機能

このシステムにおける《スペクタス》の表示機能は次のとおりである。

(1)ピデオ表示

VTR, TV チューナーなどのビデオ出力(標準テ此'",ン信号)をっルカ

ラーで表示する。《スペクタス》スクリーンの画素数は,縦200 ドヅト,横

320 ドット(192,000 ピクセル)で,アスペクト比は 3.4.8 と一般の TV

(3.4)に比ベて横長になっており,大画面の迫力を増している。ピ

デオ画像の表示例を図7.に示す。

(2)ディジタル表示

《M〔}LT116》からの出力により,あらかじめ作成され,固定ディス

クに記録されたグうフィヅク画面,キャラクタ画面を表示する。表示はス

4jl y
:一

図 8.《スペクタス》ディジタ1レ画像表示例

、,、4 、'_ー、ー、'ノ

サービス名

駅夕ーミナル情報システムへの液晶手イスづレイ《スペクタス>の応用・小山・小玉

表 2.提供情報サービスー覧

交通・旅行洛

報サービス

情報の種類

列車案内

旅行案内

市内案内

旅館・ホテル

梢報サービス

時刻表,発東案内,運行畉況の実内及ぴ鉄道

会社からのお知らせ

観光=ース実内

デパート情報
サービス

県内外の推奨塁ース案内,海外旅行情叡の提

;

内

空席案内

旅館・永テル案内

市内観光地及ぴ主要施設などに対する道顛と

交通手段を提供

店内案内

市内霞光地の季節によるおすすめコースを宗

内(デート,ドライプロース含む)

客

商品情報

タウソ情報
サービス

行先別航空桜の空席情報を提供

催事案内

市内の旅館.ホテル名と宿泊施設の概要を捉

供

名店案内(味の店,

レジ十一施設)

売り場案内,営業時問のお知らせ

赴職.アノレバイト

案内

パーゲソ情報,おすナめ商品倍報の提供

公共情報
サーEス

獣宝偕報

デパートで催される各種の催亊案内

駅周辺の飲食店やレジャー施設の所在地や営

業時問の案内

総合プレイガイド

年齢別,性別,職種別に上る求人広告,フル

ノぐイト案内

公共情報

カルチ十一數室,スポーツ義室たどの情報を

提供

文化,スポーツ,レジ十一,演劇,映画,競

翰摺報

ニュース,天気子報,公告
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11寺 分

58

7

番組

音楽案内

県のお知らせ

映画案内

観光案内

15

25

35

45
8

列車案内

音楽案内

分

市のお知らせ

映画案内

CM

観光案内

9

列車案内

58

商店街

各店ご案内

表 3.1日の番組編成例

※音楽番組例

レンタルフィルム使用

10

備考

58

商店街

各店ご案内

"

時

58

商店街

各店ご案内

分

崇商店街ご案内

オリジナル画像VTR

12

(1)神谷,渡部

02

14

時刻・TVニュース

58

市のお知らせ

番組

映画案内

観光案内

特別番組日本シリーズ

13

列車案内

15

58

特別番組

日本シリーズetc

分

(2)旅館・ホテル情報サービス

駅周辺のホテルや市内,県内観光地の旅館など宿泊施設の案内を行

う 0

(3)デパート情報サービス

一般的な店内案内や商品情報のほかに,デパートに人々を誘導するよ

うなイベント情報も提供する。

(4)タウン情報サービス

市内を訪れる人に対する飲食店,レジ七一施設の案内や市民の生活k

役立つ暮らしの情報を提供する。

(5)公共情報サ・・ビス

ニュース・天気予報など公共機関からの広報のほか,観光・文化など

の紹介も行う。

表2.にこれらの提供情報サーピスを一覧表で示す。とれらの情報

は内容によって, VTR に編集したり,ブイジタル画面を作成して固

定手イスクに記録しておき,づ0づラムに沿って表示される。また,定

時のニュースや話題のスボーツ番組などオンエア中の TV放送すること

により,タイムリーな情報サービスができる。

以上の素材をもとに,1日単位,1月単位の放映づ0グラムが編成

される。表 3.に1日の番#週編成例を示す。

特別番組日本シリーズ

CM

15

25

35

45
16

58

音楽案内

24(11の

市のお知らせ

58

以時刻・TVニュース

NHKTVニュースの中継

映画案内

崇特別番組例

①スポーツ番組
.プロ野球仲継)
・夏の高按野球仲継)

.相撲放送帥継のVTR)

②交化番組
.'85EXPO(VTR)

観光案内

參考文献

三菱電機技報,59, NO.3, P.11 (昭6の

17

備考

列車案内

58

音楽案内

市のお知らせ

58

映画案内

観光案内

15

25

35

45

18

列車案内

音楽案内

58

市のお知らせ

映画案内

観光案内
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19

列車案内

音楽案内

58

市のお知らせ

映画案内

観光案内

15

25

35

45

列車案内

20

音楽案内

58

市のお知らせ

映画案内

観光案内

列車案内

5.むすび

以上,駅夕ーミナル情報システムにおける《スペクタス》の応用の一例につ

仇て述ベた。現在は前述のようなシステム構成にて運用を行っている

が,将来的には,自主番組作成のためのミニスタジオを設置し,公開

番組,素人演芸,各種コンテストなどを行う計画、ある。これにより,

番組の幅、広がり,更に地域ヘの密芦が図れ,駅及び周辺のイメーづ

ア,づにつながるだろう。また,作成された番組を CAT＼7 によりネ

,,トワーク化し,沿線の地域ヘ放送する予定、ある。《スペクタス》を皮

切りに始主ったとの夕ーミナル情報システムも,今後,機能が拡張され,

より充実したシステ△となることが期待される。

公衆ゞイスづレイの中て・も駅における役割は非常に大きい。我々は

過去にも,東京駅,博多駅などで《スペクタス》の手モ展示を行い,大

衆用手イスづレイシステ△のあり方をスタディしてきた。今後ます主すコ

ミュニティセンター化が進むと思われる駅にお仏て多くの方々の意見を

参考に,更に《スペクタス》の機能を向上させ,システムの一部として定

着させていきたい。
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特集

第3次オンラインと金融端末システム

銀行オンラインシステムは,いわゆる第1次オンラインシステム,第2次オン

ラインシステムを経て,ま、なく第3次オンラインシステムのH寺代を迎えよ

うとしている(表 1)。本稿では第3次オンラインを展望し,システムの

中核となる営業店システムについて,動向,課題を中心に幾つかの具

体的対応を含め紹介する。

1. まえがき

時 期

システムの特徴

表 1.銀行機械化の歴史

第 1欧オソライソ

使用端末

・昭和40年代

・科目別オンライγ

・勘定処理中C、

社会的背景

・単機能端末

・ CD

第2吹オソライγ

・昭和50年代

.総合オγライソ

.勘定処理中心

情報システムは勘定データを基に各種顧客情報,経営情報を加えた仏

わゆる「MIS」(経営情報システム)であり,現在の第2次オンライン

でも本部向けに限定的構築がなされている。

(3)国際システム

国際システムは,主に海外支店とのオンラインシステムであり,現在一応

の完成をみているものの,国内システムとの有機的な結合はこれから

の課題も多い。

(4)対外システム

対外システムは,銀行問接続と顧客接続系の二つに分かれる0 銀行問

接続は,全銀為替システムが著名であるが,近年キャヅシュディスペンサー

(CD)の相互提携ネ.,トワークなどがあり,今後更に種々ネリトワークヘ

の接続が検討されている。

一方,顧客接続系は,かつてはテレックスによる振込通知程度であ

つたが,最近ではバソコンによるオンラインサービスなどが開始され,仏

わゆるファームバンキング(FB)として今後の展開が期待されてφる。

(5)営業店システム

営業店システムは,営業店の業務処理に対応するシステ△であり,と

の中で、勘定処理につ仏ては,前述のように第2次オンラインで相当

部分が機械化され,特に自動機器の遵入によって大幅な省力化効果

を上げている。

しかL,純粋な記帳処理以外の現物処理,及び勘定処理以外のー

般事務処理,更には各種取引における判断事務処理の機械化,システ

ム化は今後の課題が多い。

(6)事務集中センターシステム

事務集中センターシステムは,主に営業店の事務を集中するととで,営

業店での事務処理負荷を軽減するものである。一般には手形処理,

為替入力処理が主体であり,現在人手による大量データエントリシステム

が構築されている。増大するデータ量に対応するため,最近では0

CR による新しい入力手法も試みられている。

2.2 第3次オンラインの目指すもの

(1)事務の合理化

事務の合理化は,これまでも相当に進展してきたが,更に一層の合

理化が求められており,特に過去に機械化の対象外であった各種事

務処理のOA化が第一に上げられる。第3次オンラインでは,勘定処

理におけるより一層の機械化とともにパソコンをはじめ各種OA機

器の導入による有機的かつシステム的な OA化が求められている0

(2)情報システムの強化

第2次オンラインでは顧客情報(CIF)が整備されたが,なお一層の

充実(顧客の層別管理,りレーション管理)とともに,経営レベルある

込は業務レベルの各たで行われる意志決定の基となる¥ータベースの構

築が求められており,同時にだれでも容易にこれを利用できるサー

ビス機能の提供が期待されている。

(3)対外システム強化

回線の自由化,ニューメ手イアの出現,各種規制の緩和により新しい対

外接続が続々と生れつつぁる。第3次オンラインでは,これら外部シ

・高度成長時代

・銀行大衆化

2.1 銀行システム

銀行システムは図 1.に示すように,一般に六つのシステムから構成さ

れている。

(1)勘定システム

勘定システムは,銀行業務の根幹である預金,為替,貸付けなどの勘

定処理を行うオンラインシステムであり,第2次オンラインで一応の完成

をみている。しかし,とのシステムは,昭和50年代前半に構築され

たものであり,増大するゞータ量ヘの対応,あるいは新商品新サービ

スの追加対応が困難になってきており,都銀を中心にしステムの改更

期を迎えて仏る。

(2)情報システム

・複合端末

.ATM

第3炊オソライソ

2.第3次オンラインシステムの展望

・昭和60年代

・総合情報システム

.勘定処理プラス情報処

理

.多機能イγテリジェソ

ト端末

.スーパATM

・低成長時代 ・安定成長時代

・規制緩和・金融自由化

・回線自由化

純***

事務集中セ 夕一
ステム

海外支店
SWIFT

国際
ンステム

勘定
システム

対外
システム

メ,ノ
銀行問接続系
.全銀力替
. BANKS
. NCS

*本牡**コンビュータシステム製作所

情報
システム

口'
顧客接続系

営業店
ンステム

図 1.銀行システ△の概念図
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ステム,ネットワークの拡大に対応できる柔軟な対外システムの構築が求

められている。

(4)社会システム化

銀行システムの規模,対象範囲が拡大するに従い,またサービス対象

が一般大衆化するに従い,銀行システムは社会システムのーつ巴して

ますます重要な、のになってきた。すなわち,障害発生は一般社会

に大きな混乱をもたらすことは明らかであり,第3次オンラインは,

これ主で以上に信頼性の高仏システム構築が求められている。

とのほか,休日運転,24時問運転など社会二ーズにこたえるシステ

ム作り、必要であり,更にファームハ'ンキングあるいはホームハ'ンキングた

どの本格化K向けてセキュリティへの配置が重要度を増し,との面で

のシステム的な対応が強力に求められている。

3.営業店システム

3.1 概要

現在の営業店の一般的な形態を図2.に示し,各作業域に配置され

て仇る端末機器を表2.忙示す。なお,システ△の接続は,ホスト→営

業店夕ーミナルコントローラ(TC)→各端末機暑呈である。表 2.に示すよう

に,現在の営業店システムは,顧客対応の自動化コーナと,テラーシステ

ムの合理化を中心に考えられている。とのため営業店での全業務の

合理化を目指して,新たなシステムの検討と機械化が実施されようと

している。

その観点は,

(1)テラーシステムの取扱業務拡大と現金を含む各種現物処理の合理

化及び染中化(人的合理化を含む)

(2)ローカウンタの機械化

(3)後方処理の合理化

(4)顧客操作化による行内処理負荷の軽減

(5)経営,業務上の行内各種情報の有効活用

(の各種日常業務のOA化

などである。以下順に説明していく。

3.2 勘定システム

来店顧客噛動化コーナ利用者を除く)はカウンタを通して,銀行員

と接する。カウンタは通常その形状と取扱う業務の進いから,ハイカウ

ンタと口ーカウンタとに区分される。また,法人取引先などからの大量

持込み,業務係の持ち帰り分の処理,その他カウンタを経な仏顧客要

求,店内業務処理などを行うため,後方記帳が設置されている。と

れらの領域の業務の概要を表3,に示す。

とれらの業務によって発生する手一夕は,第2次オンライン{てよる

様ぽ全科目のオンライン化,自動機の普及により,70~80%(対昭和

41年比)がオンライン化されている。現状のテラーシステ△の業務を巫

に合理化するには,①現物ハンドリング負荷の軽減,②印鑑照合の負

荷軽減,③増大するデータ量に対する入力負荷軒減,④多種の伝票,

帳票類の管理負荷の軽減,⑤カウンタセールスのサボートの導入,などが

求められる。これらは,今後の業態の拡大,新商品の増加に対応す

ケイック
コーナ

作

表 2.営業店内の各作業域の端末機器

業

自

業務

U歩外)

貸付け

域

動

イカウγ夕ノ、

桜

支店長席

庶務

CD, ATM, AP (自動記帳機)

口

現在の主た端末機器

カウソタ

テラーズマシソ(CRT,キーボード)

現金収納機,放出機

通帳プリソタ,伝票プリソタ

後方記帳

店頭記帳(2線)

000

貸付窓口

(後方・二線処抑にて対応)

資厶

後方記帳

多機能テラーズマシン(CRT,キーポード)

現金収納桜,赦出機

通帳プリソタ,伝票プリγ夕

け

000

口

業務(渉外)

事

^^^

1店頭記帳 1

(特にたL)

務

ローカウンタ

汎用端末

イソサータ付き汎用ブリソタ
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図 2.営業店のレイアウト例

金
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(テラーシステム(後方記帳)や資金係にて対応)
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区

務

現金艶理機(オフライソ)

分

ハイカウンタ

表 3.カウンタ忙おける主要対象業務例

(特になし)

ノ、イカウンタ

(特に壮し)

特

・単純記帳処理

・定型単時問処理

自動機コーナ

徴

ローカウソタ

・複雑詑帳処理

・非定型長時岡処理

職客相談処理

・頚金(普通,当座,定期)の入払い

・為芸(送金,振込)

.諸税,料金の受付

・両昔の受付

主要対象業務例

預金(啓通,当座,定期)の新規/解約

・定期の入払い/継続

・残高証明の受付・発行

・取引事務受付(移管,々ル優,口窪振替)

・各種届書受付(亥更届,事故届たど)

・ローソ受付(住宅口一γ,消豊者口ーソたど)

・国康/地方債受付

・貸金庫利用受付

後方記帳

・大武記帳処理

・一線処理補完

・内部処理美務

・ピーク日,大量持込時に一線業務を締完

・法人取引先持込みの大量処理

(給与振込データ,手形/小切手壮ど)

テ
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表 4.合理化項目と対応機器/利用技術

現物処理の

桜桟化

J也

男

帳処理

現金処理

・通桜発行機

多種類の通袈を収納できるオソライγ接

統形

対応機器/利用技術

現物受護し

(伝票,現金など)

印鑑照合の

機械化

・りサイクル形 ACD

単体又吐群りサイクル形で在高管理犠能

を玉0たオンライン按銃形

畔.^

データ入力

の合理化

印鑑

,撒送システム

リニアカーたどにより顧客~テラー冏,

一線~二線問で現物を搬送ナる作業域鞠

での現物搬送

ΠH

伝票,小仞手などのデー

夕入力

OA化

・印鑑!軍合システム

伝票,小切手などから印影を読み取り,

窒録印と照合する

印鑑表

ドキニメγ卜の自動出力

・ OCR技術の利用

MICR,チェックライタ文字,手書泌字

の1ヲ巌

データの加エッーノレ

セーノレスサポートツール

登金争印

るためにも,早急なシステム化が望まれている。

(1)ハイカウンタと後方記帳

特にカウンタでの現物処理,入力の総合的な合理化は,後方記帳の合

理化忙与える効果が大きい。一方,今後のハイカウンタ業務そのもの

は,単純二酔長処理の自動機ヘのシフト率の向上により,現物処理の

一線完結処理化力井旨向されることになろう。更に,顧客持込みデー

夕の電子化やりモートバンキングなどの進展により,営業店の負荷のー

層の軽減が進むであろう。これらを支えるために吉えられる製品・

利用技術と改善項目を表4.に示す。とれらの中で特に金融システ△

固有の印嬬照合システムについて,その概要を紹介する。

印鑑照合システムは,テラーの誹席を減少し,照合時問の短縮を図

るとともに,テラの精神的負担や人為的ヨスを回避することを目的

としている。印鑑照合システ△は,顧客の届出印の印影を電子化して,

光ディスクなどに記憶しておき,店頭窓同で照合したい伝票なざの印

影を印影リーダで読み取って,両者を窓口に設置した印影ディスづレイ

に並ベて表示したり,重ね合わせて表示したり,テラーが目で比較判

断する方法が採用されている。なお重ね合せ表示の場合は,差異を

色で区別したり,両者を交互にフり,,力させて残像を作るなどの方式

がある。一方,当社では専用の照合づロセヅサを用いて,登録,照合,

判定を高速に完全自動化したシステムも検討している。図3、に自動

照合シスデムの概念図を示す。

(2)ローカウンタの機械化

銀行の口ーカウンタは,表 2.に示したように,従来,一線処理のため

の機械化はなされていなかった。とれは,ローカウンタの業務が多種少

量かつ複雑なものであるととに原因しているといえる。

・フォーム・オーパレ'桜力Eイ゛きプリソタ

・OA端末のワープロ桜能とレスペーパー化

伝票,届i!1,定形霄式のプリソト

登録印

ファイル

1y

中心算出

圧縮

・OA端末の利用

ワープロ桜能,グラフ桜能

シミュレーショソ

ローカル処理と上位システムとの連動

＼

伸長

帳票 etc

登録

印

このため,第3次オンラインシステ△に向けて,との点の改善が各銀行

と、テーマに上げられている。とこでのテーマは,従来の銀行の機械

化での中心であるヨ酔長処理ではなく,相談なざのセールス活耐NC重点

がおかれている。伺時に口ーカウンタでの分担業務としての記帳をも

兼ねそなえたシステムが要求される。当社も新たなテーマである相談

システムの試作を行ったが説明は割愛する。

ローカウンタシステ△に要求される技術的要素は,表4.に示したもの

と同等であるが,特忙, OA化技術の比重が高仏(相談業務主体,

その他諸届け処理)とと,用紙類の保管・管理削減のため必要時に

高品質印字が行えるナルタの要求があることが特徴的である。

3.2.1 後方事務処理

とこでは後方事務の業務の中から,貸付係及び業務(渉夕幻係の概

要について述ベる。

(1)貸付係処理

第2次オンラインシステムでは,貸付けの記1慢関連処理を中心としたオ

ンライン化が進められた。営業店に設置される貸付端末機は,汎用才

ンラインディスづレイ端末機,標準的牛ーポードと,インサータ付きイシパクト

式ナルタから構成されるのが通常である。

当社も《MULT116》をべースとして IBM詑70 と機能的に同等

の貸付け・外為端末機を実現している。貸付係の今後の機械化対象

としては,りん(票)議書作成,融資判断事務サボートのように情報処

理システム及び営業店OA の範ちゅう(疇)に含まれる業務が重点的

に取り上げられよう。

(2)業務(渉外)係処理

業務係は取引先に出向いて種々の銀行サービスを提供するのが役割

である。業務係の仕事は,取引先訪問に際しての準備,取引先での

応対,帰店後の事務処理など人手による部分が多く,事務処理合理

化の観点からみて改善の余地のある部分と老えられている。また,

管理面からみても,店外に出て行動するという仕事の特質九ら,特

に行動管理に重点をおいてレベルア,づを図ることが求められている。

業務係の仕事の合理化・効率化は,既に都市銀行を含む多くの銀

行で実施に移されている。機器としては,ハンディターミナル及びその親

庄標変換

'゛'1 ギ

,貫合

図 3.肖耐正Π鑑照合システ△の概念図

使用印
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ホスト

①
MULT1 16

^^^^^^^^^^^^「

ハンディターミナル

①取引データと処理結果通信

②業務日誌,訪問予定表印字,各種伝票印字

③訪問予定先データ出力,訪問結果入力

④訪問先での預り証など印字

図 4.《MULT116》とハンディターミナルの使用例
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機としてパソコンを使用するととが多い。とのハンディターミナルは手一

夕入力することができ,また計算機能を持っているので,取引先で

相談に応じる際に必要なシミュレーションも可能な機器である。当社も

《MULT116》を使用して試作を行った。その使用例を図4.に示

す。

3.2.2 自動機

自動機ば,行内業務の合理化と顯客に対する時問的なサーピス向上に

大きく寄与しており,業務の機械化の必需品として広く普及してい

る。自動機には,現金自動支払機(CD),現金自動預金支払機(AT

M),自動記帳機(AP)などがある(図 5.)。

自動機の機能的構造を図6.に示す。 CDは機能的にはATMの

入金機能を除いたものといえるが,内部の詳細は,両者の今後の期

待される発展レベルの差により異なって仏る。

CD の特長は,省スペース,省コストを追求したコンパクト設計に徹

することであり,貴重なスペースをとらない小形でかつコストパフォーマ

ンスの高い製品であるとと,及び操作性,信頼性が高いととである。

当社のCDは,主に企業内設置形のCD として使用されており,銀

行などのセンターと AA形NCU/モ手厶を介して公衆回線で接続す
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凡

図 5.自動機

^

時計

機能
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金

メモリ

プログラム
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^

FDD

ることができ,また,オづシ,ン機能巴して,残高照会取引やクレづヅ

ト会社のキャ,,シングサーピスをオンラインで行うこともできる。

また,昨今のATMの特長は,接客部にはCRT及びCRT画面

上の透明夕,チパネルを使用して顧客の操作性を高めて込るとと,更

にジャーナル・利用明細のオートローディング機構を採用し,銀行員の負担

を軽減するなど高機能化による使いやすさを追求している。また,

入金された現金がそのまま出金に、使用できる"イクル機構をもち,

資金効率の高φ運用とハンドリング作業の低減を図っている。当社の

ATM の CPU は,16ビリトマイクロづロセ,,サを使用し,高級言語によ

る効率のよいづ0グラムの作成が行われている。

自動機は,第3次オンラインに向けて自動化コーナでの取扱業務の

拡大,営業時間延長,無人化店舗,小形多店舗化なだの市場要求に

より店舗業務における重要性がますます高まっており,また, AT

M及びCDをべースに多機能化と単機能化ヘの2極化の方向にある。

ATMにつ仏ては,コインの入出金機能付加や通帳自動発行,振込機

能の強化,操作性の向上など高機能化ヘの努力がなされており,将

来的には,小切手,証書処理や公金処理ヘの展開など,より多機能

化の期待が大きくなっている。

図 6.自動機の基本的な内部構成
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外部情報システム

情報ホスト 情報

データペース

営業店

プロセッサ

高性能プリンタ

(ページプリンタ)

営業店口ーカルホストファイル
配信情報データ

(分散データファイル)

ワーク

ステーション

0
個人ファイル

3.3 情報システムと営業店 OA化

情報システムとは営業店の経営,業務情報,顧客情報,各種業界の経

済情報,更に営業店地域の各種近隣情報まで,営業店活動に必要な

あらゆる情報を提供し,営業店活動に有益な情報の生成,加工を行

うシステムである。との種のシステムは従来から必要であると言われ

ていたが,本格的には実在はしなかった。しかし近年,金融の自由

化など,金融界をとりまく環境の変化から,経営上必要性が増大し,

一部ではホストを含めた情報システ△の優劣が金融機関の浮沈を左右

するとまで言われている。

このような情報システムの全体像は図7,に示すように,外部情報

システムや自行内情報システムの核どなる情報系ホストシステムを中心に,

営業店システムが構築される。

営業店システムにおける情報システムは,三つの面を持っている。

すなわち,①店内業務推進上の情報処理,②経営戦略上の情報処理,

③顧客サービス上の情報提供である。これらのシステムにおいては,

OA化推進との連携が不可欠である。

以下では,当社で開発した「営業店OAパソコンシステ△」の概要を

説明する。

近年,都銀を中心に営業店OAを展開する動きがみられるが,各

銀行と、バソコンを設置してOA化を推進する点で一致している。

とれは次の理由によると考えられる。

(1)パソコンに分散処理機能がある。

(2)パソコンに端末機能がある。

(3)バソコンに各種 OA を目的としたパッケージソフトがある。

なお,《MULT116》による営業店OA の特長は次のとおりであ

.還元資料

.他店,他行情報

.店内管理情報

ホスト

/

電話形

公衆通信網

、、、

ワークステーシヨン

データファイル

. etc

図 7.情報システムの概念図

一ク

プリンタ

'、、、゛ー_゛,フ
Y OCR I
'ー^^^.J

デイスク

ーソヨノ

適用業務

預金・貸出計数管理

外国為替計数管理

接待・被接待

中元・歳暮

業務活動

①ホストからデータを受信し,固定ディスクに登録

②データの加工・編集・表示

(COBOL,BASICでプログラム作成)

書式作成

フロッビディスク

③キーボードからデータ入力し,固定ディスクに登録

④データの加工・編集・表示

(COBOL, BASICでプログラム作成)

処理パターン

る(図 8.)。

(1)営業店における情報の蓄積

ホストが持つ預金,貸出し,外国為替の計数情報を抽出して手イリーに

営業店ヘ伝送し,パソコンでその営業店固有の計数情報ファイルとして

蓄積ナる。これはホスト,ータベースのビく一部ではあるが,分散した

ものである。また,営業店内で発生し,従来はノートやメモに書か

れていた情報も蓄積することにより,レスペーパー化にも寄与している。

(2)きめ細かい情報検索・加工

従来は人手で計算,分類,集計,検索していた作業を,バソコンで自

動旧りに処理できるようになり,検索・加工の単位を,担当者別など

各種キーで自由に指定したり,利用者ヘの表示を分かりやす仏づラ

フにしたり,前期比などの比較が継続的にできるよう情報蓄積期問

を長期化するなどの工夫をしている。

こういった営業店OA の現状は,パソコン単体による OA化であ

るが,今後は次期高性能情報端末システムへ引き継がれ,更忙多様な

OA機器を導入し,それらを統合したシステム0Aが進展すると考え

られる。特に,レスペーパー化は OA化の重要な側面であるが,この

観点からみて予想される将来の発展システムには,票議書作成シス子

ム,店内文書管理サづシステム,店内電子メールサづシステ△などが老えら

れる。

プリンタ

図 8.営業店OAの適用システムと業務例

ワードプロセッサによる届出密式のイ乍成,登録,検索
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大手都銀を中心に第3次オンラインの展開が始まろうとしている。今

ことに改めてこれを展望し,当社の重点指向すべき営業店システムに

ついて,その動向と幾つかの当社の対応について述ベてきた。

なお,今後ますますシステムの拡大と多様化が予想されるエレクトロ

ニ,りクバンキンづ市場に対し,近い将来,名実共にシステムづロハイダーたる

ことを目標に,着実なノウハウ蓄積の一方,総合電機メーカーとして

の当社の総合力,技術力をもって特長ある新製品及びしステムの開発

を積械的に進め,ニーズにとたえて行く所存である。

4, む す び
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特集

INSモテルシステム「吉ネ羊寺ダイヤモンNNSプラザ」

(2)顧客との接点でニューメディアを利用すること忙より,真忙顧客
1.まえがき

が欲している情報は何かということを掘り起こし,把握し,その 二

ーズに合わせたソフトゥエアやシステムを作り上げること0日本電信電話(株)(NTI')は,東京・三鷹,武蔵野地区に高度情報

(3)コンビュータコミュニケーションの時代仕,今までにない新しい手法通信システム(1NS)のパイロットづラントを構築し,昭和59年9貝 28日

を生み出す可能性を秘めて仏るので,新しい発想を取り入れる必要k試験サイ'スを開始した。ことでは,技術の硫認,1NS の可能性

がある。このため,直接家庭生活にかかわり合いの深いサービスを提と有効性,及び社会的にインパクトの調査を目的として,実験が能

供してφる異業種の企業の協力の可能性について探ること。年3月まで続けられる。一方,明治生命保険相互会社,三斐地所

これらの目的にそって,来館者向けにパッケージ系ニューメゞイアの実(株),三菱白動車工業(株)と当社の4社は,武蔵野市に「吉祥寺ダ

演, CATV やキャづテンでの情報提供,各種イベントの実施や月刊ニュイヤモンド1NS づラザ」(以下, DIP とよぶ)を昭和59年11月16日に

開設し,上記モ,レしステムのモニタとして参加するとと、に,独自の ースの発行などを行っている。

サービスを提供して゛る。
3.実験項目とサービス内容

とこでは DIPで提供しているサービスの内容とその利用状況を中

館内は1階と2階忙九つのコーナが展開されて仏る。その配置は図心に活動状況を述ベ,実験の現状評価を報告する。

1.に示すとおりである。 1階は,ゆっくりとニューメディアに接し体
2. DIP の目的

験込ただけるよらに,スペース,照明と機器の配置に配慮がなされて

いる。 2階は,多目的ホ」ルとして使われ, TV会議のための照明DIPのねらいとするところは,①高度情報社会における企業の情報

やオーディオ・Eデオ機器のコントロール室が設けられている。活到」と人太の社会生活がどのようにかかわって行くのか,②どのよ

また 2階忙は,(株)メルコ止'づネスのサテライトオフィスが併設され,うな可能性があるのか,③やがてどのように発展して行くのかを具

パソコン通信やファクシミリを使って,都心との情報交換や OAシステム休的に実験しようとする屯ので,以下の3点を主目的と Lている。

のソフトゥエア開発が行われて仏ろ。(1)ニューメディアの今後の活用方法を探るため,実際に参加企業と

各コーナでの機器構成とサービス内容け,表 1.に示すとおりであ地域社会の人達に利用いただいて,その効果を確かめるとと。

表 1,コーナ別ハードゥエアとサービス内容一覧

巫に電話により,その

小野義文、・江村

^

エソトラソスモニタ=ーナ

2 マルチモニタ=ーナ

ナ

3

弘*

VTR コーナ

ノ、

4

15イソチモニタ

AVC ゴーナ

F

ド

15イソチモニタ

ドホソー'、ツ

ウ ^

キ十フテyコーナ

、VTR

Eデオディスク

MSXパソ=ソ

テレEチニーナー

衛星放送チ昌ーナー

JCTV(MICS)端末

2】インチモニタ

Hi-Fi Eデ才

Eデオデ'スタ,スビーカー

丁 彬成

地域イ占報コーナ
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15 'ソチモニタ, Hi-Fi ビデオ

=ソノくクトディスク,ヘノドホソ

オーデ'オレシーノぐー,スビーカー

MSX/くソコソ,ジョ'スティソク

4社情隷コーナ

訂

2

受付カウソタ

キ十プテγ端末,デ'ジタル電枯桜

デH ジタノレフフクシミリ

12

有線系,無線系,パッケーヅ系,3系統にわたるビジュアル情報

8台のモニタから,,音楽,映画,スポーツ,フ丁ソショソ, DIP イメージ,4社商品情報,

ニニース左ど,様六な情捺が流れる

F

13

スタソドアロソ形キ十ブテソ

MSXパソコソ,16ビソトパソコン

多目的サロソ

サ

]4

15イソチモニタ

8 E ツ 1、パソコソ,ビデオデースク

テレビフりソタ,フッシュホγ

ソフトメニューの中から好きなソフトを選ぴ2】芥ソチ大形モニタでHi-Fi ビデオ, VHD か

らの音と映像を楽しめる

お祭や運動会な、ど,三罵・武蔵野のニュースがみんたで楽しめる

30(116)*本社

1/2綱集室

15イソチモニタ

テレビ電話

ビ

ソフトメニューの中から,好きむソフトを選び最新AV機器とパソ翻γを組み合わせて,音と

映像を自由につくりだす=γパートメγト・プースである

テレE会議,2]汁ソチモニタ

ビデオプロジェウタ

Hi-F1 ビデオ,オーデーオシステム

コソノ{クトティスク,々ゴク

ス

との=ーナでぼ NTT の INS実験にと、なら様々な桜噐にふれることができる

1/2 ビデオ網集機

内

スタソドアロン形キ十ブテソからけ DIP 独自の三嬬・武蔵野ふれあい情郭が取り出せる

パソ=ソと VHD を迎動して,4社の熔報を,ぐ1て知るととができる

場ですぐに4社ヘの問い合わせができる

谷

ソフトの貸し出し,機器の操作,1NS について=ソパ=オソに気軽忙力尋ねください。 3F の

明治生命と壯,テレぜ冠話で話しができる

オーディオ,ビデオ機噐は玉ちろ人,,火形スクリーンを設置

テレビ会議をはじめ,後緩会や,ライプステージなど,多目的に使えるフリースペースである

趨分で録った玉のを自分で編集,音入れやテロップ捻亀ちろんスーパ'ソ末ーズなゼの高機能

鳥ある

7
8

5
6

9
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る。①~④のコーナて、は, VTR,ビデオディスク,コンパクトディスク, CATV

や衛星放送による「音と映像(AV)情報」を,⑤⑥⑬では,1NS

モデルシステムのモニタ機器によるサーピスを,⑦⑧では,スタンドア0ン形

ビデオテ,クス端末による「三鷹・武蔵野の地域情報」を,⑨⑩では,

対話形ピデオディスクシステムによる「4社情報」を提供している。

とれらの各コーナでのサービスのほかに,各種イベントの開催,月刊

ニュースの発行と DIP会員の募集といった実験活動が行われて込る。

3.1 1NSモデルシステムのモニタ

NTrは三鷹・武蔵野及び都心の一部地区にて,1NSモ手ルしステ△を

構築している。その構成は図2.に示す巴おりである。このシステム

は,大きく二つの構成に分けられ,既設のメタリックケーづルによるデ

イジタル技術を中心とする「64KbpS 系システム」と光ファイバケーづルに

よる「広帯域系システム」から構成されている。このシステムの主な宅

内機器と利用できるサービス例を表 2.に示す。

とれら宅内機器の内, DIPには図2.の*印で示す,①ディジタル

電話機,②ディジタルファクシミリ,③ディジタルキャづテン,④TV会議装置が,

光ファイハ'ケーづルを通して設置されてφる。これによって,電話やフ

アクシミリといった「64KbpS系サービス」と TV会議やVRS とφつた

11

;モ

表 2.主なモニタ機器と利用例

夕 1嘘""

詰段

デ'ジタル電話犠

複合通信用デバジタル

電話機

2 ルチモニタ

8 地域情報

4

AVC

宅内機器相互の通信

サ

VTR

入口

△IF

・一般通話

・付加サービス

ディジタルスケッチホ

:ノ

サ

トランスモニタ工ン

3

ビ

三者通話,発信岩
番号の表示,音戸
蓄桜,通話料金の
表示

ブζ

サテライト

オフイス

の

ビ

利用例

情報セγ夕一との通信なぞ

デ式ジタノレフブクシミ

制メルニム

ビジネス

14

テープ
編集室

ス

階段 12
コントロール室

図 1. DIP のサービス配置

上記のデH ジタル電話犠の桜焼が利用できる

・音声・描画同時通信

・不在遡僧

(一部のディジタル

キ十プテソとの相互

通信)

アナログ電話機

アナログキャフ'テン端末

ディジタル電話機

テ'イジタJレ

ファクシミリ端末

・音声蓄蘓(音戸情報案内)

.ホームショッピソグ

.永ームノぐγキソグ

ディジ女ルキ十フテソ

(普及形・標巡形・高

精和形)

13

多目的サロン

・即時通信

・ププクシミリ通偕網

利用による通信

ディジタル電言舌機

テ'イジタノレ

ファクシミリ端末

アナログ電話機

*ディジタル電話機

*テ'イジタル

ファクシミリ端木

*ディジタノレ
自

キーフ'テン揣末

(高*青子田形)

口*映像端末
(TV会議)

映像端末 口

超高速ファクシミリ端末^
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ナレE電話装匿

テレピ会議共殴

銅線(メタリック)

△2F

奮

・メールポックス

・一部の桜噐について

はデ'ジタルスケッ

チ永γとの相互通信

注(1)

アナログ)

銅線

(ディジタル)

倉

三鷹,武蔵野地域

・永ームショソビγ夕'

、ホームノぐンキγグ

VRS受像装証

・一般通話

・キ十フテ:ノ

・ホームショッピソグ

,ホームノぐンキング

注(2)

映像受像装紐

(+映像カメラ装羅)

三厭局

光ファイパ

ファクシミリ端末

注

映像端末

g
、くt,＼

( 1 )

( 2 )

映イ象立糊末

・ VRS

・映像分配

(映像分配受信桜饒付きの鳥の)

・ホームショソゼソグ

吻鞘細形は不可。

商精細形はセンターが別であり,情報が異なる。

図 2.モデルシステムの朧成(NTT ガイドづツク「ハロー1NS NO.2 より D

INSモデルシステム「吉祥寺ダイヤモンド1NSづラザ」・小里卜江村

・述剛監祝

光ファイパ

・ VRS

・映像分配

(映像分配受悟機能付きの亀の)

・ホームショッピγグ

口

・ VRS

・映像分配

(映像分配受俗機能付きの鳥の)
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.小売(スーパー,百貨店)

.情報産業など

情報

情幸艮処理センター 1疋イハ

霞ケ閏局

都心地域

キ十フテン

各種データ

ディジタノレ電君舌オ幾

ディジタノレ

ファクシミリ瑞末

ディジタノし電言舌オ幾

テ'イジタノしキャフ'テン端末

テ'イジタノレファクシミリ

立諾末

白

ヘース

口映イ象端木

h
超高^

庄斜線はディジタル端末
*印 DIPに貸与された機器

二

"
K
b
p
s

域
系
サ

ビ
ス

オ
プ
回
回
,

ウ
キ ン

デ
ィ
ジ
タ
ル
中
継
線
交
換
機

付
ヨ
受
幸

回
回

4

デ
ィ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
交
換
機

X0
0
回
線
交
換
機

広
帯
域
交
換
機

複
合
事
糞
所
隻
団
電
話
装
貿

お
含

広
帯



「広帯域系サーピス」を同時に利用することができる。

またDIPには,アナ0グ電話線に接続される商用のキャづテン端末も

設置されてぃる。この地域ではキャづテンにより他人名義や他銀行問

での振込み,振替といった「ホームパンキング」サービスが受けられる0

3.2 AV情報の提供

図 1.と表 1.の①~③の各コーナて・は, VTR,ピデオディスク,衛星放

送やCATV による「音と映像」情報が常時流されている。ことか

らは,最新の映画,音楽のベストヒ,,トアルバムやニュースが視聴できる0

AVCコーナ④では, DIP所蔵のビゞオテーづ,ピデオゞイスクやコンパクト手イ

スクの一覧りストの中から自由に選んで視聴し,また借り出すこと、

できる。⑭のν2インチビデオテーづの編集室では,自作テーづの編集や

テロリづの挿入が行える。⑨⑩の4社情報コーナでは,「年金教室」,

「クッキングウェア」,「ラリーアートファ'りション」,「沿線地価の案内」といった

情報がパソコンとビデオディスクを組み合わせた対話形ピデオディスクシステム

によって提供されている。このシステムでは,パソコンのガイダンスに従

つて,音声付きの動画情報をラン互厶に検索し,また途中で中止させ

ることができる。主たテレピ画像のハードコピーも可能である。

3.3 各種イベントの開催と月刊ニュースの発行

2階のAVサロン⑬では,日曜ビとに各種イベントが開催されて仏る0

例えば

(a)オリづナルアニメの上映と原画展

(b)コミュニティビデオ「多摩地区少年サ,ワカー大会」の上映

(C)ライづショー「ダンシングチームスづりヅフ」

といった催しが行われてぃる。またニューメディアの情報提供に参加す

る試みとして,牛ヤづテン画面コンクールといったととも実施されてい

る。とれらイベントへの参加とコミュニケーシ,ンの充実のために,昭和

60年4月下旬からDIP会員を募集し,づラザ利用の便宜と各種特典

制度を設けてぃる。これら会員向けに,月刊のDIPニュースを発行

して新着1ソフトゥエアの紹介,イベントの案内や INS の解説などを行い,

郵送してぃる。このように,ニューメディアの普及促進のために,従来

の媒体が必要であり,ニューメ手イアと在来媒体は競合するというより

も,互込に補完し合う関係にあると言える。

期

59年11月16日~30日

12 見 1日~28日

60年1月5日~31日

2月】日~ユ8日

3月1日~31日

4月1日~30日

5月1日~31日

6 見 1日~30日

7月1日~31日

8月1日~31日

9月1日~30日

表 3.月別来館者数

月 来館老散(人)

1,474

2,119

1,915

2,244

2,279

1,703

】,536

】,303

1,300

1ユ44

1,438

累計来館者数(人)

4.1 来館老数と内訳

館内の機器は,テレビ会議装置のように期日を割り当てて共同利用

してぃるものを除いて,来館者が自由に操作可能であり,利用方法

をコンパニオンから聞くこと、できる。昭和59年11月から 60年9月

までの 11か月問の総入館者数は,約18,500人であり,河どとの来

館者数を表3.に示す。その内訳は社会人,学生と小中学生にほぽ

3分される。イベントの開催される日曜日は,平日の約2倍となって

V、る。

4.2 入手希望情報の分析

来館者がどのような情報に興味を持ち,実際にアクセスしたかを知る

ことは本実験の課題であり.種々の方法で調査している。

ことでは一例として,スタンドアロン形ピ手オテ,クス端末(VSI0の

図3.の画面のアクセス状況から調査した結果を示す。この端末で提

供している「武蔵野.三鷹ふれあい情報」は図4.のようなヅJ-

構成となっている。図中のA画面は一定時間ごとに自動的に次画面

に進むアイドリング画面である。 Bは目次画面でメニューが表示され,

押されたキー番号に対応した画面に進む。 CとDは選択画面で.よ

り細分化され,最終的にEの目的画面が検索される。この検索ツリ

3,593

5,508

フ,752

10,031

】1,734

13,270

14,573

】5,873

17,117

18,555

4

'夕
",

.ーーイミ、一ι、'、り.
畦

利用状況と評価

ノ
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^

1

図 3.スタンドアロン形ピ手オテリクス端末

ど人なクラプがあるのかな

俸

B

C

スポーツクラプ
バレーポール1#野球7#

1#スポーツクラブ
2#交化クラプ
3#ボランティアクラブ

サッカー6#スカイダイビング12#
つぎへ#メニューへ0#

武蔵野・三鷹'、れあい情報

D

バレーホール

1#ムサシノレディース
2#ノックァウトポーイズ

32(118)

E

ムサシノレディース

連絡 TEL(55)1507
30活動(火) 18:30-20
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の階層構成は,各画面に含まれる次画面情報によって自由に組み

立てられる。図5.に選択画面の例を示す。この例では, Bの目次

画面でスボーツクラづを,続いてCとDの選択画面て、バレーポールとムサシ

ノレディースを選択し,最後のE画面でそのクラづ紹介が見られる。

表4'は約2か月問の画面アクセス回数を多い順に示している。こ

のような情報はオペレーシ,ンビとに端末に蓄積され,集計出力される。

この例て・,最、アクセス数の多い目次画面は,スボーツクラづ案内(1,524

回)て・,続いて文化クラづ(402回),ポランティアクラづ(333回)となっ

てぃる。このようにスボーツに対する関心が他を圧倒している。その

27種目の中では,野球(450回),サ,,カー(232回),テニス(219 回),

以下バレーポール,バスケットポール,釣り,水泳,スカイダイビンづ,アーチェリー,

卓球と続φている。とこで注目すべき点として,「スカイダイビング」と

野球チーム三鷹
Ijあけぽの(43)0019
d1アパッチ(45)0041

図 4.画面検索のツリー構成
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表 4・スタンドアロンビデオテックス画面のアクセス回数

C :選

A :丁イドリγグ画面

..
、、ノ

図 5.選択画面の例
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分

画

B :目

アクセス回数

面
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次

A :ブ'ドリγグ画面

1,524

画

択

表 5.1NSモデルシステムのモニタ機器の評価
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面

画

スポーツクラプ①
イダイビソグ】2キ

640

役

面

択

" DIP"

592

レ

画

立

A :フ'ドリγグ画面

削

"サークル情報募集中"

0画面に神経が集中し,意思の伝達
は違和感なく可能

0意思伝達のための会議・講演に適

している

0音質壯良好

0大き吐丁ウシ"ソにも不自然さ壯

た仏

面

566

ビ

面

1#スボーツクラプ
テ'フクラプ

つ

D :目

'

444

内

ノぐレーポーノレ 1 #,

C :選

ス求ーツクラプ②

402

的

"どんなクラプがあるのかな"

333

イ卜

画

択

文化クラブ①

255

面

2#文化クラプ井3ボラソ

画

が

ボラソティアクラブ①

134

仏った勵1じみの少ないスボーツへの関心が高いととであり,通常,得

にく込情報に対する関心の表れと考れと考えられる。

4.3 主なサービスの評価

DIPで利用できるサーピスについて,感想や意見要望をアンケートによ

つて集めた。その主なものをサービスご巴に立とめて表 5.と表 6.

に示した。この中で最も関心の高かったサービスはTV会議であり,

高度情報社会で期待されるサービスと言える。このTV会議につい

ては,システム面の特長もさるととながら,会議そのものの効率化が

期待できる。一方手イジタル電話につ仏ては,現在のアナログ電話とき

わ立った違いがないため関心は低い。音声蓄積と込った新しい利用

力法の周知徹底が必要と言える。

高精細ディリタルキャづテンは,その画像の美しさ,音声による説明

が付くと込うことで魅力あるしステムである。同様忙自然画や動画ヘ

の期待ということで,表 6、の対話形ビデオディスクに対する関心屯強

いが,改善点として,頭出しスピードの高速化や情報の更新が要望さ

れている。

これらの要望事項を整理すると,「ほしい情報を何時て・も,でき

0勧対面の相手にたいして非常に緊

張ナる

0書画の分解能が低く資料中心の会

議に不向

0画面のシーープさが不足(プロジ

=クシ"ソ TV のせいか?)

0室内ほ明るい方色二映りが良いが,

明るナぎると肢しく立た気分的に

落ち濳かたい

OTVのスビーカーから音を出ナと

ハウリソグを起とナことがある

0書画カメラのビソト合わせがカナ

かしい

面

改

ス力

柔道 13井・ー,ラジオ体操26#

.

スポーツクラプ③

】22

"武蔵野・三鷹ふれあい情報"
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0音声蓄積サービスは待ち合せ時な
どの緊急連緒に有効
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筈

@あけぼの(43)卯19 ③アパ*チ野球チーム①
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サッカークラプ①
2=FC よろチや

92

】キ武蔵野 2#三鷹

文化クラプ②

ラグビー 27含

0写真や自然画などの高精細の静止
画像を表示できる

0音声による説明がついてぃる

バーレボールクラプ①
・6#武蔵野クラプ

1#フフーストムーノぐーズ

日本舞踊 8 #,・・・,且1」作・趣味# 15

0例えば伝言板サービスでは入カキ

一数壯 17 けたに亀左り,問違い

やナい

0問違0て操作ナると何の応答鳥た

いときがある

1寺ムサシノレデ河ース,

0長時問の音声付き動画像を検索で

きる

0パソ=ソに上る検索メニニーの表

万宝

0スローモーションリプレイなどの

特殊再生

0動画像を爵時にハードコビーでき

役

表 6. DIPのサーピスの評価

0キーパッドの刻EⅡ文字がわかりに

くい

例えぼ「発/終」の発呼捻一般的

な言葉でない

0画質が TV放送並にたるとよい

立

33 (119)

つ

る

0通信料がいら壮い

0地域に密羨した情報が流せる

改

0検索の頭出しが遅い

0情報の書き変えカミできたい

0キ十プテγ左どと連動させて,シ

ヨッビソグやりザベーシ女ソに利

用できるとよい

0=ピーをカラー化ナる

るだけ早く,よ

そのためには,

る」と言える。

誓

INSモ手ルシステム「吉祥寺ダイヤモンド1NSづラザ」・小野・江村

5.むすび

開設以来1年が経過した DIPの各サービスの特質と闇題点にっいて

紹介し左。との評価結果は少ないサンづル数でのものて・あり,将来を

予測するものではなく,今後も評価を続ける必要がある。しかしこ

の実験の目的にもあるように,得られた結果を順炊フィードパヅクしな

がら実験を進めて行くととが重要である。

この中て、、述ベたように,まだ機器に対する馴じみが少なく,ま

た情報提供者側にも一考を要する点も多い。その点,小学生がパソ

コンに興じる姿勢は真剣そのものであり,ニューメディアに対して一番

順応性があるように感じられる。更にとれら機器の普及の条件とし

て楽しく利用できるような工夫も必要である。

最後に,モニタ機器を提供いただいた NTr をはじめ, DIP の共

同実験に参画の各社の関係各位に深く感謝の意を表する次第である。

り簡単に,より安く入手したい」とし、うととであり,

「マンマシンインタフェースとガイダンスの改善が必要であ

024時間サービスのための工夫が必

要

例えば公衆電雷ボックスのように

公共施設として使えるとよい

0キー操作をより簡単にナる

例えば々九チキーワード検索たど
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太陽光発電離島用電力供給システム

1.まえがき

太陽光発電実用化の機運は,太陽光発電モづユールの高効率化,高性

能化,低コスト化などの技術開発の着実な進行に伴仏,最近とみに

高まってきている。当社は,サンシャイン計画の一環として進められて

いる「太陽光発電しステ△実用化技術開発」の中で,昭和59年度か

ら「独立分散形などシステムの研究開発(籬島用電力供給システム)」

を新エネルギー総合開発機構(NEDO)から受託し,その実用化に向

けて研究開発を進めている。

現在,離島の多くは中小規模のディーゼル発電機を電力源としてい

るが,ディーゼル発電はメンテナンスに人手がかかる上,燃料輸送に伴う

供給不安定性,コスト高などの闇題を抱えている。このため,これを

角W肖する電力源として,無尽蔵・無公害でどこででも得られる太陽

光を 1ネルギー源とした太陽光発電を主電源に,小形ディーゼル発電を

補助電源とした雜島用太陽光発電システムを,部島に建設して実証を

行うことをとの研究開発のねらいとしてφる。

昭和釦年9月沖縄県座問味島に実証づラント建設を完了し,10月

から試験運転を始めている。づラントから発生した電力け,既存の配

電系統とは分籬独立した十数軒の一般民家,井戸ボンづ,街灯などに

使用している。図 1.は建設中の太陽光発電試験発電所の全景であ

る。

シ

受光面日射量(Rca11mvday)

ス

光発電

厶

表 1.システ△比較

構成

ツ

子容量

平均負荷電力

リ

ディーゼル発電機容量

容量

ノ、イゾリッドシステム

化WP)

注 ( 1 )

( 2 )

(kwh)

(1)太陽光発電電力の使用率が高い。

(2)経済的な太陽光発電システムの設計ができる。

(3)ディーゼル発電機からの供絵電力量を極力小さくできるので,

燃料費の節約ができるなどである。

平均負荷電力を同一とした場合のハイづ小,ドシステ△と太陽光発電

単独システムとのシステム比較例を表 1. K示すが,単独システ△の場

日射エネルギーの小さい期間(月平均日射量の最小値)をべースにZ、
仁1,

考えたけれぱならないので,光発電素子容量が比較的大きくなり,

またパヅテリ容量は日照が得られなφ期間でも電ブJ供給が必要なた

め極めて大きくなる。

ハイづり,外'システ△では,ディーゼル発電を有効に利用して電力が供給

できるので,平均日射量が適用できコストゥエートの高仇光発竃素子及

びパッテリの容量を減らすことができる。一方,ハイづり,,ドシステ△の場

ディーゼル発竃機の保守及び運転管理の点で不利な面もあるがこX)、
仁1,

のシステムでは,ディーゼル発電機は補助電源として使用するため,デ

イーゼル発電機の故障停止により即システムダウンにはならないので,常

時監視することなく随時監視が可能である。また,ディーゼル発電機

の年問の運転回数,運転時問ともに最少であって維持管理は比較的

容易である(燃料補給一日照の少な仏季節において1回/週問程度,

定期点検一1回/数か月)。

3.システムの概要

実証設備の建設用地として候補地の日照条件,既設配電系統,需要

家負荷などにつ仏て比較検討した結果,図2.,図3.に示す那覇の

西方約40km に位置する座間味島内の阿佐村落(北緯26゜14、,東経

127゜1町を設置用地に,また阿佐村落の需要家の毎月の積算電力量,

負荷の分離の容易性などを検討し,沖縄電力(株)の協力を得て表2.

に示す一般民家14軒,井戸ボンづ 1件,外灯2灯を対象負荷として

選定した。

この対象負荷の月問平均消費電力量を過去の実測値から3,139

kwh巴し,那覇の気象データ 0那覇気象台1979~1983年の5年問の

平均値)とから光発電モづユール総量を 50.7kwp,インパータ容量を 45

kvA とした。バヅテリは,太陽光発篭による快晴日の充電電力量を,

三斐電機技報. V01.60. NO.2.1986

年平均受光面日射鼠(那翻に力ける30年問の平均値)

最少月平均受光面日射量佃E覇にわける30年問のデータ)

3,75】(1)

(RW)

(kvA)

50

^

単独システム

^J J
.畢

300

図 1.太陽光発電試験発電所の全景

2.システムの特長

とのづラントは小形手イ・ゼル発電機を使用し,太陽光発電で発竃した

電力を最大限に活用した設計とした。日照時問は太陽光発電で電力

を供給しつつ,その余剰電力をバヅデ」に充電する。夜問はパ,"テリ

から電力を供給する。雨天が続いて太陽光発電から電力の供給がで

きなくなるとディーゼル発電から電力を供給する。太陽光発電とディー

ゼル発電の両者の特長を生かした運転を行うハイづり,"ド形のシステム

でありその特長は,

' J'

4.3

・1 -

3,006(2)

山本吉

40

62

966

4.3

野昌義、・中井良雄

.'气

34(12の*中央研究所**本社
゛J、E.゛'
.、1.T』"、、 伊丹製作所

戈岡正

;

、
、
イ

.元*

゛

テ

.
*

素

巳
只

テ
゛
、"

ト
g
 
コ
ノ



0

,6

建設地

座問味島

0

0

郡覇市

ター゛
1靈lr,':i -J谷Bソ;、、

ハ、一秘好妥゛廼幾{ハ映、ι'・'階沙野徐バ逝念、!
yt前11、、.熊ン、,"'..イ.1こ1誕ミ"遊ケ1加、・.・'ー*野。.如、'y太ト{"巣IXξa、1;,'、.i、エ

.゛ξゞ女1叉気1浩才而即゛1、J宅、、,倦"t牙誕,、"'、'がft1沸込晨イ"心.{、・S.・'tξ゛N・、躍了舒i避,々F f' J、";1 ,1,・._・,,貞、塾一し五二工」ミ1」こシ貰?ミ;、..ル'・,'゛"・」1,.'11 1、;_、叱,、ー、1

,、、添,'建設地

10

中縄

糸満市

20

図 2.座問味島の位擢関係
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表 3.システムの概略仕様

電

光禿電素子

周

最

波

圧

35a2D

大

.J、

最適動作電圧
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表 2.対象とナる負荷
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士

多各電量の多い夏期忙おいても1日分は貯

蔵できる最少容量として 305kwh とし

た。とのシステ△の概略仕様を表 3.に,

bステム村'成を図 4.忙示す。光発電索子

は,設置点の帝章度の傾斜角(26、)忙設置

し,アレー架台に多数並ベた固定据置形で

あり機械的駆動部分はない。直交変換装

置(インバータ,出力変圧器,フィルタ設備D

は光発電素子の直流発電電力を交流に変

換するが,独立竃源としての運転のほか,

一般配電系統と接続して,太陽光発電電

力を系統側ヘ供給する連系運転の機能、

具備している。ディーゼル発電機とのハイづ
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リッドシステムとして, DC並列式と AC並列式の2方式が考えられる。

このシステムでは下記の点から DC並列式を採用した。

(1) AC並列式とした場合,日照不足Kよってバッテリが過放電に

なると日照が回復するまでディーゼル発電機を停止できない。したが

つてディーゼル発電機の運転時間が長くなり燃費節約の面で不瀏ルな

る。 DC並列式とした場合,ディーゼル発電機はバヅテリ充電専用の補

助電源として使用するためバヅテリが許容する最大充電電流で短時

問に定電流充電が可能であり,ディーゼル発電機の運転時問をミニマム

にできる。

(2) AC並列式とした場合,ディーゼル発電機運転中のインバータ併

入並びにインバータ運転中のディーゼル発電機併入の制御が必要であり,

並列運転用の同期併入及び潮流制御装置を具備したディーゼル発電機

を用いなければならない。この種の小形ディーゼル発電機は特殊仕様

となり,したがってコスト高となる。また,既設ディーゼル発電機と

のハイづり,外使用では,既設ディーゼル発電機の並列運転用ヘの大改

造が必要であるなど,不利な点が多い。 DC並列式ではシステ△制御

がシンづルで既設ディーゼル発電機をそのまま使用できるので,既設小

形ディーゼル発電機とのハイづりツドシステムの用途にはDC並列式が実用

的である。

(3)ディー色レ発電は補助的な電力供給でありその供給電力量は少

な仏0 バヅテリ,インバータ,バッテリ充電器などの損失が発生してもその

絶対量は少なく,ディーゼル発電機の運転時問をミニマムにした方が経

済的に有利である。

び光発電架台をはじめ屋外機器の防食仕様について検討するため昭

和59年9月から約6か月問,現地に百葉箱を設置して,塩分濃度

や各種金属板の腐食状況を調査するとと、1C,現地環境調査を実施

した。この結果,①海塩粒子濃度は 100~160mg1由ylm.忙逹し,

本州の太平洋岸や瀬戸内海沿岸K比ベ5~10佶の高濃度である。②

裸の金属材料(CU, AI, Ag めっき, Ni めっき, sn めっき)は,

約1か月問の屋外ぱく(曝)露によって著しく腐食する。特忙,塩分

に弱込銅やすずめっきの腐食が著しい。③鉄鋼K溶融亜鉛めっきを

施した、のは,比較的耐食性に優れているが,白粉を生じ,外観変

化は著しい。主た,めっきの薄い部分は,短期問で赤さび(鈷)が発

生する。④鉄鋼に通常の塗装を行ったものは塗膜が劣化し,赤銛の

発生が著しい。⑤アルミニウムに化成皮膜処理を施した、のKははん

徹D点状の白鏑が生じる。アルマイト処理又はアルマイト処理十塗装を

行ったものは,優れた耐食性を示している。

以上の現地環境調査結果及び過去の加速劣化試験,現地曝露試験
..

データから総合的に判断し,光発電架台の防食は,機材運送中のあて

傷による損傷や保修の容易性も考慮して溶融亜鉛めっきの上忙耐塩

塗装を,その他の屋外機器についても,耐塩塗装を行った。また,

光発電モジュールの小形モデル 3種6個を製作し,加速劣化試験(ウェ

ザーメータ部h十塩水噴霧試験 24h=112h/サイクル)を 18サイクル(1

週問/サイクル,促進倍率約1午/6サイクル)実施した。その結果,ア

ルミ枠(アルマイト処理後クリアー塗奘)表面及び光発電素子の外観は,

ほとんど変化なくモジュール特性も低とんど変化なしで実用上十分の

而ξ食性能をもっている。

4.2 耐風対策

沖縄地区は台風による強風にさらされる機会が多いので,屋外設置

機器の台風強度について特別の注意を払わなけれぼならない。光発

電モジュールの耐風圧試験を風荷重506k創mo(瞬問最大風速90m心

相当)にて実施し,静的加圧,動的加圧のφずれの場合に、,ガラヌ

の破損などの闇題はなく,また,試験前後の電気特性(出力特性,

絶縁耐力)に、異常のないことを確認した。

また,光発電架台の設計速度圧として規模効果,剣辰効果を杉慮

した建築物荷重指針佃本建築学会)の算定式を採用し,設計速度

圧を 263kglm.(瞬間最大風速65m心相当)とした。光発電架台の

風力係数は,本来,風洞試験忙よって定めるべきであるが,今回は

二次元非圧縮性粘性流れを有限差分法により解析するづψ'ラムでシ

ミュレーシ,ンを行い,前面風向及び後面風向時の風力係数を定めた。

また,光発電架台の多数列配置時の風下架台の風荷重シミュレーシ,ン

、行い,端部列と中央列架台とに分けて架台及びその基礎の合理的

な設計を行った。

4.3 発電電力量のシミュレーシ.ン

光発電素子特性及びバ,"テリ電圧特性を非線形モ釣レ化したシミュレーシ

.ンづログラムを用い,前記那覇の気象データ及び負荷電力量(負荷パ

ターンは座間味全島の実測手一夕を使用)とから詳細なシミュレーシ,ン

を行い光発電電力量,ディーゼル発電電力量,余剰電力量などを推定

した。このシミュレーションにより求めた月別発電電力量と負荷電力量

の関係を図 5.に,ディーゼル発電機の運転状況を表4.に示す。

また,光発電索子の最適動作篭圧30OVOP(動作時)に対してバリ

テリ電圧は 264V (132セル)が抵ぽ最適であり,このときの最適動

作点からのずれによる発電損失は1.5~4%以内である。この程度

の損失では最大電力制御を行っても制御損失によって相殺されるた

め,発電量の改善はあまり期待できな込ことが確認できた。

光発電モづユールは標準状態(1kwlm.,28゜C, AMI.5)忙お仏て最

大出力 52WP,最適耐J作電圧22.4V,最適動作電流2.32A,開放

電圧28.OV,シリコン単結晶形を使用し,これを 15 モづユール直列,65

回路並列接続とした。したがって光発電モジュール総量は 50,7kwp

となる。また,フィールドテスト用として約 1.6kwP のアモルファスシリコ

ン形光発電モづユールを上記システムとは別に設置した。

光発電架台は,受光面を緯度角約26度に設置し,モジュール寸法

406mmxl,216mmX50mm を縦方向配置て・3段X60列を 1づロック

として南北に6づ口.,ク配置した。架台問隔については言うまでもな

く,問隔が狭いと北側K設置された架台は南側に設置された架台に

よって,太陽光をさえぎられその影のために発電能力を失う。また

問隔を広げすぎるとアレーフィールドの面積が大きくなり実用的でなく

なる。このづラントでは過去の気象ブータから,架台間隔と発電量の

低下状況をシミュレー白ヨンし架台の影による年平均発電損失が3%以

下,冬期における損失が10%以下とたるように選定して架台間隔

を 3m とした。

4.1 耐塩対策

沖縄地方の腐食環境を特徴づけるものは,以下のとおりである。①

年平均気温は 22.4゜C (東京 15.3゜C)であり,月平均気温が 15゜C 以

下になるととがない。②年平均湿度は7フ%であり,月平均湿度が

70%以下Kなることはない。③年間降水量は 2,728mm で東京や

大阪の約2倍である。④夏期における全天日射量は,東京の1.4佶

である。⑤沖縄各地の降下ぱいじん中の50~90%が塩分(海塩粒

子)である。これは島の周辺に発達したサンゴ礁によって海水が 1

アロゾル状になり,風1てよって島内に運ぱれるためである。

以上のような高温,多湿,強い日射,高塩分濃度の気象条件であ

リ,腐食速度は風内最高レベルである。このため光発電モジュール及

4.光発電アレー
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下記の点を勘案し,太陽光発電システム用に最適なクラ,,ド形鉛蓄電

池を採用した。①サイクル使用に適し長寿命(クラヅド式特殊陽極板の

採用忙より長寿命が期待できる)。②自己放電が極めて少ない(特殊

合金の採用により1か月問の自己放電量は3%以下(25゜C)とな

る)0 ③口ーメンテナンス(補水期問が非常に長くなるので保守の簡略化

夕盤

が図れるとと、に,蒸留水の補給も少なくてすむ)。④低率放電か

ら高率放電にわたって優れた放電特性が得られる(定格50OHR容

量に対する 10f凪容量は70%と商容量を維持する)。

バヅデJ の利用率を高くすればするほど,ディーゼル発電機の運転時

冏を減らすことができるが,バ.庁リの寿命が低下することになり,

また充放電効率も低下する。したがって充放電サイクル寿命(1,600

サイクル程度),充放電効率,補水周期などを勘案して,バ,庁リの保

有電気量(Ah)の管理レベルは30~90%の問巴した。特に充電末

期にはガスの発生によって,充放電効率及び電解液の低下が薯しい

ため保有電気呈の上限は 90%に抑えることにした。これにより,

ガスの発生による電解液のかくはんが起きないために,電阿弔液の濃

淡を招き充放電サイクル寿命が趣かくなることが予想される。これを

改善するために,今回初めてエアリフトボンづを用いた電解液かくはん

器を取り付け周期的(30分問/印に運転するととにした。これ忙

よって強制かくはんを行うので,過充電によるガスかくはんより更

に長寿命力斗切待できる。更忙過充電を行わないので電解液の低下も

少ない。電解液かくはん器の概要を図6.に,この方式の効果をみ

るための試験忙おける充放電サイクルと寿命の関係を図7.に示す。

6.直交変換装置

直交変換装置のシステム楢成づ0ツク図を図8.に示す。直交変換装置

は,パワートランジスタを採用した HFPWM (高周波パルス幅変調)方

式とした。交流出力電圧は既存の配電線に直接接続できるよう三相,

6.6kV とした。また,直交変換装置の容量は,系統連系運転兼用と

したので45kvA q虫立運転専用では負荷のピークなどを考慮して

30kvA)巴した。一般民家を対象とした負荷では平均的に直交変換

装置容量の約10%と軽負荷で運転される時間が長込ため,樫負荷

での高効率を配慮した設割'とした。
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フィルタ設備は軽負荷時の損失低減のため補償りアクトルを設け,高

調波電圧ひずみ率は総合で5%以下と若千緩和した設計どした0 逆

L形フィルタの直詞上Jアクトルはインパータ出力変圧器の漏えいインダクタ

ンスを兼用することとし,連系運転時はフィルタコンデンサと配電系統側

インダクタンスとの共振による高調波電圧の拡大を防止するため,系統

側ヘ直列りアクトルを挿入したT形のフィルタ構成とする。

フ.システム制御

制御づ0',ク図を図 9.に示す。なお,制御システ△は独立電源として

の運転のほか,一般配電系統と接続して,太陽光発電電力を系統側

ヘ伊絲合する連系システ△として、運転可能な方式としているため,こ

の場合の制御もづロック図に示した。パリテリはメンテナンスが必要であ

ることから,連系運転はできればバ,,テリ無しで運転すると巴が望ま

しいが,配電系統側で悪影讐(電力揺動に伴う電圧,周波数変動及

びD/G制御)が出れぱ,バ四テリを接続しなけれぱならない。この

ため連系運転時は両者の運転が可能な方式とした。上記のようK各

種の運転が可能なシステムとしているが,基本的な運転モードは以下

の 3 モードとなる。

(1)独立運転.一定周波数の出力電圧一定制御

(2)連系運転(パ,,テリ有りン無効電力0制御及びバヅデJ による出

力電力緩和制御

(3)連系運転(パヅテリ無しン無効電力0制御及び直流電圧一定制

御

フ,1 独立運転

バッテリが直流側忙接続されて仏るため,直流電圧はバッテリの充放電

電流及び残存エネルギー量によって変化するが,交流出力電圧が一定

忙なるよう PWMパルス幅を制御する。一方水晶発振器を内蔵し,

この周波数基準により釦lhの定周波運転を行う。無効竃力は負荷

の力率に依存する。

フ.2 連系運転(バッテリ有り)

基本的忙はインバータは, PWM {てよる電圧制御と位キ剛制御による出

力電力制御の三つの制御モードに大別される。

インバータの出力電圧を VI,系統電圧を VSとし,その位相差をδ

とするとインバータから出力される有効電力Pと無効電力0は次式で

表される。

VI. vs sin δ VI・VS
1)=^^=ーーー'δ
- X五 Xι

Xι

ことでXιは変圧器のりアクタンスを示す。

上記の式において言えることは,インバータ出力蛋圧を変化させる

こと忙より無効電力が変化し,位相差δを変化させることにより出

力電力が変化する。インバータ容量をミニマムで運転するためには無効

電力を0忙する必要があり,直流電圧が変化及び系統側電圧が変化

した場合で、インバータ出力電圧が系統側電圧忙なるように PWM

1てよる電圧制御を行う。パッテリを接続した場合の系統連系システ△で

は,系統側ヘの出力電力が太陽光発電の日射量変化に科巧急変を防

止し,系統側のじょう(擾)乱を抑えることが可能である。バ四テリ容

量が比較的多い場合は定電力制御なども考えられるが,比較的小容

量の場合はバ,,テリをフィルタ的要素に適用する。

今回のシステ△ではフィルタ的要素忙適用した制御システムを組み込

んでぃる。インバータの出力電圧位相を系統側電圧位相に対して,両

0=
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者の位相差6を制御してやれば出力電力が制御され

るととは上述したとおりであり,日射量が急激に変

化してもδをゆっくり変化させてやれば系統ヘの電

力はゆるやかに変化し,太陽光発電電力との差はバ

ヅテリが吸収するこ巴になる。具体的にけバッテリ電

流を監視し,充電時は出力電力増,放電時は出力電

力減力向ヘ一定のランづパターンで変化させる。太陽

光発電電力とランづパターンによる出力電力が抵ぽ等し

くなると,ランづパターンの変化を止めて保持させる。

保持させる点けバッテリにやや充電させるよう K選び,

ハリテリが過放電にならないように行う。

フ.3 連系運転(バッテリ無し)

無効電力0制御については前項に述ベたとおりであ

る。太陽光発竃電力(日射量の変化に追従した出力)

をそのまま系統側ヘ出力しても,系統側で異常を来

たすことがない場合にとのプj式け採用可能である。

バヅテリがないため,太陽光発篭電力を最大限に取り

出すととが可能となる。このシステムでは直流電圧が

一定になるように,出力電力を制御する方式とした。

日射旦が変化して、太陽光発電アレーの最適動作点

牝脚.ーーー、1工^1.弄.^tl-
D6V上
,「一^

ぱ既テ

.靴江

電圧が余り変らないこと,四m城トラ,井ンづ力1勺K比ベても平均的な

確力損失が小さ仏とと,制御の容易性から直流電圧一定制御力'式を

採用した。

DC11'

二1で T1フニ
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1 1'1
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.-1 、に

イコ

8.1 起動特性

太陽光発電システムダウン時は,切換開閉装置により既存の配竃系統か

ら非常給電を行うが,復旧後の再閉路時は不必要瞬断を避けるため,

直交変換装置の出力位相及び周波数を系統に一致させ,出力高圧開

閉器を閉路した後に,系統高圧開閉器を瞬時開路する,無緜断切換

方式を採用した。との無瞬断切換特性の工場試験結果を図10.に

ポす。切換時,過渡的(3~4サイクル)に系統と接続される(系統

側ヘの電力の送出はない)が,問題なく切換を完了している。負荷

電圧が若干低下しているのは,試験用の模擬DC電源装置及びイン

バータ出力変圧器の過渡インぜーダンス降下く,この低下率牡実システ△

では更に小さくなると思われる。

8.2 変換効率

負荷を0~100%に変化させたときの直交変換装置の効率測定結果

を図 11'に示す。効率計算にはインバータの制御損失,及びインバータ

出力変圧器の損失,フィルタ損失を含み,定格負荷時に約93%,ν10

負荷時け約75%の効率が得られた。

9.むすび

この研究は,将来航島で,太陽光発電が導入される場合に離島用竃

力供給システムをどのような形態とすべきかを,実証設備を建設して

研究開発するととを目的としてぃる。

この研究は昭和59年度から開始し,諦年度は建設用地の選定,
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0

環境調査,士質調査を行φ土木工串の設計を行うととも忙,システ△

の技術開発,システム機器の大部分の設計・製作を行った。更に,昭

和釦年度前半に,システ△機器の残りの設計・製作を行い,据付け調

整を完了させ,後半から実運転研究を進めている。

最後Kとのシステムの開発にあたって御教示,御尽力をいただいた

新エネjレギ・総合開発機構及び沖縄電力(株)をはじめ関係者各位に深

く感謝の意を表する次第である。
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超電導コイル間工才、ルギー移送装置

1,まえがき

核融合実験設備のように,極めて大きなパルス状のエネルギーを要求

ナる負荷においては,商用電源から負荷に直接1ネルギーを伊絲合する

場合に,フり,,力などの悪影誓を電源側に及ぽす可能性があるため,

必要なエネルギーをゆっくりした時定数で,いったん別のエネルギー蓄

積装置に蓄えた後にパルス負荷に対してエネルギーを供給する必要が

生じてくる。とのよらなエネルギー蓄積方法のーつとして,超電導コ

イルによるエネルギー蓄積方式が提案されている。その場合には,エネ

ルギー蓄積コイルから負荷側コイルへのエネルギー移送手段が必要となる

が,エネルギー移送方式としては,とれまでフライングキャパシタ方式やイ

ンダクタ.コンバータ方式などが提案されてきた。しかしながら,フライン

グキャパ己夕方式では負荷側ヘの1ネルギー移送速度を速めるためには高

Ⅵ電圧を必要とし,またインダクタ・コンバータ方式では回路が複雑とな

リ,サやR夕素子が多く必要となるという難点がある。

電子技術総合研究所と三菱電機(株)は,以上の観点から新しくチ

.・,パ方式によるエネルギー移送装置を開発し,世界で初めて 3MJの

超電導コイル問 1ネルギー移送試験に成功した。以下に,チ,,ヅ{方式

による1ネルギー移送装置の剰H乍原理,3MJ移送装置の概要,試験

結果につ仏て述ベる。

2.エネルギー移送方式の基本動作と特長

2.1 基本動作

図 1・にチョ,ヅ{方式によるエネルギー移送裴置の基本回路を示す。図

1・(司において超電導コイルL1 はエネルギー蓄積用コイルであり,別

ーー^工才、ルギー移送方向

S2

大西利只、・立石 裕"・竹田正俊"、 .

電源から 1ネルギーを允竃された後,、う一力の超電導負荷コイル1,2

に 1ネルギーの移送を行う。サイリスタS1を ON にするとL1の篭流ム

は S1 と L1 を還流するが, S1 を OFF すると力はダイオードDI

を通ってコンデンサC を充竃する。一方S2 を OFFすると, L2 に流

れる電流 i2 は 1,2 とダイオードD2 を還流するが, S2 を ON 忙する

とコンデンサ電圧 VC がL2 に臼功nされコンデンサのエネルギーがL2 ヘ

移送される。

このように, S1 と S2 の ON期問と OFF期問を調整すること

により, L1 から放出するエネjレギー量と L2 ヘ流入するエネルギー量

を制御できる。 L1 の放出エネルギー量と L2 の流入 1ネルギー呈の単

位時問当りの平均値を等しく制御すろことにより,コンデンサ電圧を

一定に保持したままでL1 から L2 ヘのエネルギー移送を行うととが

できる。とのため, L2 に印加する電圧積分値を大きくとるととが

でき,エネルギー移送速度を速めるととができる。なお,瞬時的には

力とたの大きさは異なるが,力と i9 の差はコンデンサ電圧のりりづル

として吸収される。
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図 1.(司はL1 から L2 ヘの片方向のエネルギー移送を示したが,

図 1.(b)の回路により両方向(L1ごL2)のエネルギー移送が可能

である。恬]図にお仏て,次のようなモードでエネルギー移送が行われる。

(1) 1ネルギー保持モート

図 2.(勾に示すように, L1 と L2 は各太 S1 と S3 で短絡され

ており,超電導コイル内のエネルギーは短絡回路内を循環して仏る。

(2)エネルギー放出モード

図 2,(、)に永すように, S 1 と S 2 を OFI'{C し, S 3 と S 4 を

ON (Cするととにより, L 1 に帯積した竃流力はダイオート'1)1 と

D2 を通って L2但、ⅢC流出し, L1 から L2 ヘのエネルギー移送が行

われる。

(3)エネルギー吸収モード

図 2.(C)に示すよ 5 に, S 1 と S2 を ON にし, S3 と S4 を OFF

にすることにより, L2 に蓄積した電流力はダイオードD3 と D4

を通ってL1 側に流出し, L2から L1 ヘのエネルギー移送が行われ

る。

以上のように,図1.の回路における移送エネjレギー量の制御は,サ

イリスタの ON期問と OFF期問の比率を調整するととにより行うと

とができるため, S I, S 2, S 3, S4 をチ.ヅパ動作させて,チ,ヅ

パ通流率を調整するととにより移送エネルギー量を制御している。

図 1.(b)の回路で,破線で示すチョヅW (S5, S 6)を追加する

ととにより,超電導コイルL2 には双極性の電流を流すこ巴ができ

る。 L2の電流を正方向(図示の実線方向)に流す場合はチ.ツパ 2

で制御し, L2の俗流を負方向に流す場合はチ,ツバ3 で制御する。

チョ,りパ 3 のサイリスタ S 5 はチョ,ワパ 2 のサイリスタ S 3 と,また S 6 は

S 4 と同じ動作をする。今回,まず図 1.(b)のチョ,ワパ 1 とチョ,ワパ

2を製作試験し,その後チョ,パ3 を噛設して, L2 の電流双極性試

験を実施した。

2.2 特長

表 1,に超電導コイル問エネルギー移送各力式の比較を示す。今回開発

したチョ,パ方式は,他方式に比ベ下記の特長をもっている。

(1)回路構成が簡単であり,装置はコンパクトである。

(2)高速度でエネルギー移送できる。

(3)高効率なエネルギー移送が可能である。

3,3M」エネルギー移送装置の概要

フライング

キ.、・,ぐシタ

方向

表 1.各種エネルギー移送方式の比較

主回路

インダクタ

コンノく、ータ

方式

回路

動作

チ.ヨソノぐ

応答

やや

複梦

屯流
J ソフル

遅L、

キャパシタ

容量

人

複雑

キ十パシタ

屯圧

小「訂#

大 'h

中

偽単

E"

,」、

]イ;JX聖

(1)定怖

表 2.に 3MJエネルギー移送装置の定格を示す。とのシステ△は,4

MJ超竃導王ネルギー蓄積コイル(LI,0.26 H,5,50O A),3 MJ超電

導 1ネルギー負荷コイル(L2,0.2H,5,50O A),チ,ツパ方式エネルギー

移送装置で構成される。

(2)システム構成

図 3.に 1ネルギー移送装置のシステ△構成図を示す。エネルギー蓄積側

チョ,,パ回路 1は,ヨンデンサ C の電圧を一定に制御し,負荷側チョ,パ

回路は電流パターン発生回路の出力信号に従って負荷側コイル電流を

制御する。負荷倒bイル電流i9 が正極性(図示の極性)の場合は,
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項

表 2,1ネルギー移送装置の定格表

目

超電亭=イノし

( 1 )

仕

工才、ルギー蓄MコイノしL I

0.26 H,5,50O A,4MJ

負荷コ'ルL2

0.2H,5,50O A,3 MJ

工才.ノしギー

移送仕様

( 2 )

( 1 ) エネルギー移送容鼠

3.O MJ

エネルギー移送時問

】.5~50秒、Ⅱ1変

負荷コイル電流のりノブノレ

0.1%以内

移送効卓

90%以上(・一方向に移送の場合)

( 2 )

様

チ,ソノ"珂路

( 3 )

( 4 )

( 1 )

广一ー

t o 、

toFI

チ,ノパ周波数

】50 H2,30O HZ,60O HZ 可変

転送冨γデγサ

】2 mF,1,40O V,】2 kJ (3 MJ の 0.4%)

( 2 )

A1補助サイリスタ
ーーー1

L一

+

S1主サイリスタ
ーーー、「

,,ノ

r

L_

^」

D2帰還

タ'イオート
「

_」

D1掃還ダイオート
ー、「

」

蓄積コイルU

r 一

負荷側チョ,パ回路2が動作し,コイル電流が負極性(図示と反対の

極性)の場合は,負荷側チョゞパ回路3が動作する。

移送コンデンサC は 12 mF,1,40OVDC で,容量は 12 k]となり 1ネ

ルギー移送容量 3MJ の 0.4%と非常に小さな値であり,全体とし

てコンパクトな装置構成になってぃる。

(3)大容量チョゞパ回路

今回製作したチ.,,パ回路は,世界で最大容量の、のであり,その主

回路構成概要を図4.に示す。チ,りパ回路は,以下に示す主サイリス

タ,補助サイリスタ,帰還ダイオードと転流コンデンサ,転流りアクトルによ

り朧成される。

(a)主サや欣夕:1,00OA,2,50OV高速逆導通サイリスタ 1S6 P

(b)補助サイリスタ.1,00OA,2,50OV高速逆導通サイリスタ 1S 6 P

( C )帰還ダイオード.1,60O A,2,50OV ダイオード1S 3 P

(4)外観

チョ,ゞパ方式1ネルギー移送装置の外観を図 5.に示す。同図はエネルギ

42 (128)

S2主サイリスタ
ーーー「

蓄積側チョッパ回路1,負荷側チョ,パ回路2,移送コンデンサ,チョ

,,パ制御装置により構成される。負荷側チョ,,パ回路3 は,あとで増

設したために,図 5.とは別置になっている。

4.エネルギー移送装置の基本検討

4.1 移送工才、ルギーの制御方式

図 1.(、)の回路において,チョヅ{周波数を f0 としその周期を,

とすると, L2 における電流の立上げの変化率は図6.(のに示す

ように, S3 及びS4 の ON 期問@O×, S3 から S4 が ON)と

OFF期問(ι0即, S3 又はS4 が OFF)の比率を調整するととに

ι一^^^

J>ι、ιN

図 4.チョゞパ主回路構成の概要

^^^ー^

図 5.チ,ヅパ装置の外観

A2補助サイリスタ
ーーーー「

+

: S1又はS2がON

S1かつS2がOFF

^^^^

(D

＼

1.(t)A・1

A

(a) L2 の電流変化

A^

t011

S3かっS4がON

S3又はS4がOFF

ノノノ

t

ム(D

(b) L1の電流変化

図 6.超電導コイルLI, L2 の電流変化
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より制御できる。図 6.(a)において,ιON の期問における L2 の

電流 i2(ι)の変化率は,

di旦(t)
( 1 )dt 一ι

一方,'0郡の期問における電流i9(りの変化率は,

d乃(リ
ーーー^-0

になる。 i9(ι)の平均電流を 19(ι)とすると,

式で刀ミされる。

T1
コイルL2電流

( 3 )^
9

但し, D,はし.側チ1,パの通流率であり, D2=1ノ里で表される。
ず

式(3)においてコンデンサ電圧 VC は一定に制御されるため,19(ι)の

変化率は D0 を調整することにより制御できる。

ーカι.倒Ⅱておいても,図 6.(b)に示すように S1 と S2 が

OFF の期問(ι0", S1 から S2 が OFF)と ON の期問(ι0ゞ,

S1 又はS2 がON)の比率を調整することにより,ム(りの変化

率を制御できる。

図 6.(b)において,ι0"の期問におけるし.の電流司(ι)の変

化率は,

( 2 )

ム(t)の変化率は次

6000

4.2 エネルギー移送限界

図 1.(b)の回路においてし'の初期充電電流をム(のとし,回路の

損失を無視すると次式が成立する。

dil(リ VC

dι一 Z,1

一方,ιON の期問における確流ム(t)の変化"は,

(フ)

但し,1,(ι)及びZKりは時刻ιにおけるし.及びι2 の平均電流を

示す。図7.に示すように,ι2 の電流12(ι)を傾斜Aで直線的に変

化させる場合,

( 8 )19(t)=A.t

となり,"式(フ),式(8 )からム(t)は式(9)で表される。

7000

1 1 1。
2 1' 1 2 旦' 9 ^2 1' 12一ι,・1゛(t)+一ι9・19.(t)=ーーι.・1゛(の

カ(t)の平均電流をム(ι)とすると次式が成立する。

d11(t)
ーーーーーー D

di,(t)
ー^-0

8000

但し, D'はし.側チョッパ回路の通流率を示し, D,=上聖である。

式(6)から,ι,の篭流IKt)の変化率は,ひを調整することによ

り制御できる。

( 9 )

以上から,19(ι)を図 7.(b)のパターンで制御した場合,1Kりは

図 7.(a)のように変化する。図 7.から朋らかなよう忙,12(')を

直線的に立ち上がる場合,1,(')の傾斜はム(ι)の増力Πに従って大

きくなる。1Kりの電流の変化率の最大値は,コンデンサ電圧VC によ

り決まる。

図 1.(b),式四)において回路損失を吉慮した場合,図8.の

等価回路から時刻tにおⅥて次式が成立する。

IKt)=Vム.(のー・』(At)0

1.( 0 )

( 4 )

( 5 )

^^^^^

1 - 1'1 -ーー 2'旦一

0

( 6 )

11
.^

43 (129)

ι1

(a)ム(nの変化

D1

通流率

11 DI
ーーーーー^

(a)ム(ι)の変化

(b) 12(1)の変化

(b) 1旦(t)の変化

図 7.11 と心の電流パターン

超電導コイル間エネルギー移送装置・大西・立石・竹田・松浦・中谷

10000

12D2

νC

0

ー・^

図 8.回路損失を老慮した等価回路

9000

1h

C

1マ=A.1

R

8000

(1の

D2

通流率

7000

12
ーーーー^

計算条件

ι1=0.26H.ι2=02H,
VC=140OV, R=10.8Ω

6000

三 5000
^

B
ー^ー^ー^◎+@^@
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@

,メ

ι2

4000

"送畦ノ

◎゛

^

3000

2000

TI=1.5S

④＼＼＼,_.,。.

1000

/

0

゛

移送不可能

工才、ルギー移送試厘貪結果◎

1000
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2000 3000

1.(A)
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図 9.片極性1ネルギー移送限界特性
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(11)ム(ι)・D.=乃(t)・DO+1丑(リ

W(t)は回路損失であり,1丑(0 は回路損失電流を示す。 DU D2 は,

式(3),式(6)で示されるチ.ツパの通流率である。ここで ID,1SI

の条件があるため式(11)は,

(12)ム(り聖どム(ι)・D9+hKt)

を満足する必要があり,更に式(3),式(1のから以下の条件を満足

する必要がある。

ム(の之V』.1.?(り十一..ニ・ι十(19(ι)・.・・ー!L)・十・エ)'

但し, Rは等価負荷抵抗を示す。

式(13)はエネルギー移送限界を表す式であり,この式は負荷コイル

上2 忙電流ム(りを充電する場合に必要な,蓄積コイルL1 の初期

充電電流ム(のを示すものであろ。ι.の電流が図 7.(b)のように

仙沫泉的に変化する場合について,式(13)から 1ネルギー移送限界条件

を求めた結果を図 9.に示す。

また,図9.の安定領域内のA点と不安定領域内のB点において,

それぞれエネルギー移送のシミュレーションを実施した結果を図 10.に示

す。同図(勾に示すようにA点では,理論どおり安定にエネルギー移

送が行われてぃるが, B点では同図(b)に示すように負荷コイ}レLI

の初期充電電流IKのが足りないため,エネルギー移送中にコンデンサ

電圧が崩壊し,安定なエネルギー移送が行えないことがわかる0

同様忙,図 1.(b)の負荷側チョゞパ3 を追加した双極性 1ネルギー

移送装置におけるエネルギー移送限界を図 11.に示す.双極性エネル

ギー移送の場合,蓄積 DイルL1 と負荷コイルL2 の間をエネルギーを

2往復させる必要があるため,片極牲エネjレギー移送装置に比ベLI

の初期充電電流を大きくする必要がある。

5.試験結果

5.1 片極性エネルギー移送試験結果

まず,図 1.(ト)の蓄積側チョ、ヅU と負荷側チョヅロとを製作し,

片極性エネ1レギー移送試験を実施した。約100ショ汁の試験を図 9・

のエネルギー移送限界条件に基づき実施した。図9・に示すよ5 に,

ほぽ理論どおりにエネルギー移送に成功した。図12・ K試験結果の

一例を示す。図 12.(a)は最も速い負荷コイルL2 の励磁試験結果

である。蓄積コイルL1 を 5,710A 左で初期充電し, L1のエネルギー

コンデンサ電圧

000

a3)

033

L2コイル電流

067

0.00 067033

L1コイル電流

100

590OA

133

000

167

100

033

200

550OA

133

0.67

233

167

100

コンデンサ電圧

OCO

267

200

(幻安定領域におけるエマルギー移送(図9.のA点)

133

0.33

300

233

167

L2コイル電流

200

t ($)

333

067

000

2.67

140OV

崩壊

033 067

L1コイル電流

が4.2MJ 忙達した後に移送を

開始し,1.5秒でL 2 を 4,950A

まで励磁している。とのときの

最大移送エネルギーは 2.5MJ,平

均移送竃力は3.3MWである。

立上りでの移送効率は 93.3%

である。図12.(b)は, L1を

5,720 A まで初期充電し 3秒問

で約 3.OMJ のエネルギーを移送

したときの波形である。定格値

3.OMJ 主で安定忙エネルギーを移

送していることがわかる。

5.2 双極性エネルギー移送試

験結果

片極性エネルギー移送試験終了後,

図 1,(b)の負荷側チョヅW を

製作し,負荷 3イ1レL2 の電流

が双極性になるエネルギー移送試

験を実施した。移送限界につい

て図 11.に示すように,理論ど

おりの結果が得られた。図 13

に双極性エネルギー移送試験結果

の一例を示す。蓄積コイルLI

に 4.5 MJ (5,910 A)励磁した後,

負荷側コイルL2 正極性に 2.0

MJ (4,510A)移送L, L2 を 0

A 忙した後,逆極性に 2.OMJ

(4,510A)励磁した。同図に示

すように,遅れ時間なしでスム

ーズに電流反転している。

5.3 試験成杲

今回実施した片極性及び双極性

エネルギー移送試験の結果を表 3

に主とめる。 1ネルギー移送容量,

367

100

300

233

400

133

333

530OA

0.00

2.67

167

100

367

033

300

200

400

133

0.67

333

44(13の

233

550OA

167

100

367

( b )

t (S)

不安定領域におけるエネルギー移送(図 9.のB点)

図 10.エネルギー移送のシミュレーション結果
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10000

9000

8000

7000

計算条件

ι1=0.26H.ι?=0.2H.

1'C=140OV, R=10.8Ω

6000

5000

4000

移送可能

、 0
◎一@

3000

◎+◎ノ◎
ノ

2000

0

＼＼

1000

移送不可能

⑥

4 MJ Ma宮n日t

0

5910 A,4'5MJ

工才りレギー

移送試験結果

1

1000 2000

ι2

12

T1
コイルL1電流

n

3 MJ M3gnet

3000

121 {}

図Ⅱ.双極性1ネルギー移送限界特性

厶

(4MJ rnagnet)

T1

4000

電流反転
^

4510A(2MJ)

1

5000

5710A

(4.2MJ)

コイルL2電流

6000

-4510A

5.4T/1,5

E :2MJ

1S

トーー・「

START

340OA

7000

{勾最高速のエネ}レギー移送試験結果

11(4MJ magneり

8000

4510A

(2MJ)

図 13.双極性エネルギー移送試験結果

1マ

(3MJ magnet)

4950A

(25 MJ)

(1)工才、ノレギー移送容量

項

(2)エネルギー秘送時問

5720A

(4.3MJ)

5050A

表 3.1ネルギー移送試験結果

( 3 )

START

1,、j

目

工才、ルギー移送効ギ

(4)負荷コイル電沸のりソブル

1S

トー・「

( 5 )

1

1

(3MJ ma8net)

双極性エネノしギー移送

負荷コイル癒流反転の遅れ時問

j

ギー移送限界,双極性1ネルギー移送試験などにつ込ても設計どおり

の試験結果が得られた。チ,ヅパ方式ではコンデンサ電圧をエネルギー移

送中一定に保っておくことができるため,高速でエネルギー移送を行

うことができろといら特長があり,パルス状のコイル負荷に対して速

応制御が要求される場合に非常に有効な手段になるとぢぇる。

今後, GT0などの自己消弧能力のある大容量素子が開発される

のに伴い,チ.ツパカ1てのエネルギー移送装置は,より小形化,高効率

化が進むと老えられ,各方面ヘの適用が期待される。

最後に,今回のエネルギー移送装置の開発,製作及び試験に多大な

御指導をいただいた電子技術総合研究所の関係各位に深く感謝の意

を表す。

移送効率,移送時間,電流りツづル率など,すべて当初の目標値を

満足する結果が得られた。

6.むすび

今回,チ.,ヅ{方式により世界で初めて 1.5砂という,高速時問で高

効率な大容量(3MD のエネル半一移送試験に成功した。またエネル

超電導コイル間エネjレギー移送装置・大西・立石・竹田・松浦・中谷

(W

図

3.O MJ

最大容最のエネルギー移送試験結果

12.片極性エネルギー移送試験結果

540OA

(3.O MJ)

min l.5秒
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光口ーカルエリア才、ツトワーク《MELNETシリーズ》

1.まえがき

ローカル1リアネ四トワーク(以、ド, LAN と1呼ぶ)は,とこ 2 ~ 3年の問1て

実フィールドにおける運転や評価が活発忙行われるようになり,その

効果が実証されてくるとともに, OA 化, FA 化のインフラストラクチャ

として必要不可欠な屯のとして取り扱われるようになってきた。

当社でも,早くから火規模工場内のオフィスや製造現場における活

劃ル情報処理のあり方を分析・検討してLANの必要性とその持つ

べき機能・条件を明確にし,《MELNET R32》 LANの開発を行い,

実フィールドへの導入・評価を行ってきたaX9×3)。そして,その効果

が認められる忙従い,横の広がりをもって社内はもとより社外に対

して、,次々忙導入/供給されるよ5 になった。同時に機能に対す

る要求も基本的機能から複合談能ヘと高度かつ多様化の・一途をたど

つており,とれに対応すべく,高速りング回線交換を皮切り忙,パケ

ツト交換,中速りング形 LAN,バス形 LAN,ゲートゥエイづ0セ,,サ(以

下, GWP と呼ぶ)といった《MELNETシリーズ》 LANの拡大開発

を次々K行ってきたUX3×6Xわ。

本稿にお仏ては,伝送路の利用効率向上や他網接続のための基本

となる《MELNEI' R32》パケ'"交換システムと,《MELNET R12》

中速りングシステ△にっいて,《MELNETシリーズ》における位置付けに

吉良廣文、・矢野哲雄、・宇治橋義弘"・坪根

ふれるととも忙,その機能,特長忙ついて述ベることとする。

2.《MELN訂シリーズ》のシステム構成

《MELNETシリーズ》は,高速りンづ《MELN凱' R32>,中速りング

《MELNET R 12》及び CSMA/CD(carrieT sense Multiple Access

Witl〕 C0Ⅱision Detection)バス《MELNET B I0》からなり,システ△

の規模に応じて任意に組み合わせることができ,大規模システ△では

図 1.のよ5 に階層構成の構内ネヅトワークを構築する。

高速りンづは,総延長 128km で64台の RAE3 を設置L,回帋曳

交換とパケ,汁交換の複合交換により最大8,1兜台の端末を収容でき,

大規模システムとするととができる。

中速りングは,りング結合装置(RCE)により高速りンづ忙接続し

て 16km程度のサづりングを構成し, RAE2 により散在した端末の

収容を行う。また,との中速りングは,中小規模LAN として独立

したスタンドア0ンシステムを構成することができる。

CSMA/'CDバスも,中速りング同様に,単独として、,階層形シ

ステムのサづシステムとしても利用できるが,同一フロア内又は同・一建

屋内で多数の端末を収容した込場合など忙適している。

また,これらの LAN は, GWP を介して遠隔地の LAN との相

互接続あるいは広域パケヅト網内の端末と通信できるようになってい
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る。

3.高速りングパケット交換システム

TSS端末などの平均トラフィック量は少な仇が保留時間の長い端末や,

ーつの通信回線上に複数の論理的通話路を設定して通信を行うこと

ができるパケ,汁形態端末の収容,及び本質的なパケット形態アクセス

を行う CSMA/CDハ'スとの結合,ある込は外部網との接続を行う

ためのGWPとの通信にはパケ介交換農能が不可欠である。

このため《MELNET R32》高速りングでは,透過的な回線を提

供する回線交換機能とと、に,前述の要求を満たし得るパケ.汁交換

機能とを同ーリング上に実現している。このようなパケ,,ト交換機能

を有機的かつ効率良く実現するために次の方式を採用してぃる。

(1) MSA (MU]ti slot Acoe谿)カ'式によるパケヅト伝送

(2)効率的な端末収容方式

(3)づりツジ方式による CSMA/CDバスとの接続

(4)統一されたネヅトワーク管理方式

3.1 MSA方式によるパケット伝送

高速りングパケ,ト交換では,4,008ビットで構成された多重化伝送フレ

一△のうち,パケット交換に割り付けられたチャネ1レを使って効率の良

い MSA方式による高速パケ"伝送を行ってぃる(図 2.参照)。

＼

る。更に,複数のチャネルをパケ,"交換用として割り心ナけるととに

より,12Mb郡,18Mb郡ある込は24Mbp.相当の伝送容量に拡張

するととができ,トラフィックの増大あるいはシステムの規模に応じて

柔軟に対応するととができる。

この MSA方式は,パケ介交換用チャ

ネルを 16 ハ'イト単位のパケットスロヅト1て分1判

し,この中K配置されたアクセスキー情報

Kによるスロット捕そく/解放制御により,

ーつ又はそれ以上のス0、介アクセスを行い

得るよう{C したものであり,送信時のス

ロヅト使用が無駄なく行われ,りング上の

各ノード(RAE3 など)において平等かつ

高能率な伝送を提供する。特にこのアク

セスキーK は,ニュートラル(N),ビリー(B),

フリー(F)の三つの状態を持ち,フリーキー

(F)はりング上忙唯一存在し,他は ニユー

トラル又はビジー状態(送信状態を示す)

に制御される(図 3.参H粉。

通常のパケ'汁交換には,6Mb郡(メガビ

,ワト/砂)相当のチャネルーつを割り当て
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3.2 効率的な端末収容方式

図4.に《MELNET R訟》パケ,汁交換における端末収容インタフェー

スを示す。

以下フリーラン端末(調歩端末), BSC手順端末, HDLC手順端末

などの一般端末(NPT)の通信手1順透過モード及びX.25 手順端末

のためのパケヅト端末モードについて述ベる。

(1)通信手1順透過モード

とのモードは,網内で端末手順を極力意識せず,また伝送制御符号

の生成,送出を行わず,端末からの送信データをそのまま相手に転

送するものである(図 5.参照)。このようなモードは,特に調歩端

末とホスト計算機問をホスト1コーで通信させる場合や,ベーシ,ク手順

端末を収容する場合に有効である。

このモードの実現においては,網内トラフィ,,クの増大や転送遅延時

間の増大とぱらつきなどの問題を伴うが,これを克服する

ために,網内トラフィ,,ク{C応じてパケ.,ト組立率を耐珀り{C変

更して流量制御を行い,また長大なデータに対しては,ル

夕検出か一定周期でパケット組立を行うことで遅延時問の増

大を防止するようにしている。

(2)パケリト端末モード

このモードは, X.25手順で動作するパケ,"形態端末を収

容するときに適用される。とれは,図 6.に示すように物

理的には1本の加入者回線を通して同時に多数の端末と通

信できるため,多様なアづりケーションに対応できるとと、に,

コンピュータ回線インタフェース用ハードゥエアの量を削減するなど

非常忙右効なものである。

との X.25 規格には,1976年版のものと 1980年版のも

のとが存在する。広域DDXパケリト交換網では,この両版

のインタフェースを提供していることから,《MELNEf R32》

において、との両インタフェースのサービスが提供できるよう

に配慮してφる。

3.3 ブリッジ方式による CSMA/CD バスとの接続

バスとりンづを接続する場合,メディアの逆いをどのようにし

て乗り越えるか,接続部のスルーづ四卜をどのようにして硫

保するか等々が問題になってくる。

《MELNET》では,りングと CSMA/CD方式を使った

《MELNET BI0》バスを接続するために,図 7.忙示すア

ーキテクチャを採用してとれらの問題に対処して仏る。すなわち,

《MELNET R32》と《MELNET BI0》の境界部に Cハ'ス(CO、

mmuniC祉ion BUりと呼ばれる中間バスを設け, CSMA/CDハ'ス側

から RIU (Ring lnterfoce uniりで,またりング側には BIF (BUS

Int剖faoe)を設けて双方から Cハ'スアクセスを行う方式としている。

RIU では, CSMA/CDハ'ス側に対しては 10Mb郡 CSMA/CDア

クセス方式による MAC/LLCで整合させ,また BIF に対しては4

MBP武メガハイト/秒)の転送速度を持つ Cバスアクセス方式によって整

合させることにより,スルーづツト低下のな込高速アクセスパスを提供し

ている。

このようなアクセス方式の変換と伝送速度の変換のみを行う形式の

接続は,づり,ガ方式と呼ばれ, GWPのようにづロトコル変換まで行

う方式に比ベ接続時問や処理のオーパヘッドを大幅に軽減できるとい

^
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う利点を持っている。

また,上イ立レベルの PRC (paC1祀t Ruting

ControD や TC (1ermin且I conttoD のレベル

では,《MELNETシリーズ》 LAN として完全忙

統一されており,ハ'スーリング接続を容易にして

いる。

3.4 統一されたネットワーク管理方式

《MELNET R32》のネットワーク管理は,保守運

用者の負担をできる限り減らすことを目的とし,

ネ,汁ワークの自動運転,操作性の向上,障害の

迅速な検出縮退などを十分に老慮した設計がな

されて込る。ネリトワークの管理機能としては,以

下のものがある。

(1)集中運転監視制御機能.《MEI"NET シリ

ーズ》で構築される階層形システム(図 8,参照)

K対して、,保守運用者の管理を容易とするため, RME より一元

的忙各ノード(RAE3), RCE, GWP, CSMA/CDバスなど)の運 えぱ,加入者番号の重複チェ,,クなど)十分な酉酢恒がなされてぃる。

転状態監視・制御を可能とし,更に無人運転のための自動運転制御 とのようにして作成した加入者情邦は,オペレータコンソールをオンライン

(りモート1PLを含む),りング障害時の自動再描成制御ほかの機能を モードて寸剰乍し, RME に転送した後,各ノードヘタウン0ードするこ

、つている。 とができる。

(2)運転記録機能.ネットワークの障害,オペレータ操作に伴ら動作な
4、中速りング《MELNET R ]2》

どの運転状態情報を常にRMEで収集しておき,オペレータの要求に

応じて表示させることが可能である。 《MELNET R12》は,伝送速度12.024MbpS の光りンづ K よって,

(3)加入者情報管罪機能.ネットワーク忙接続される各種の端末の 100~256台の端末を収容するととができる,集中交換形の中規模

増設・移設は,かなり多いことが予想されるため,谷端末の情桃 LAN である(表 1.参照)。

U川入者情報)の追加・変更などについてはRMEで一元管理する この中速りングは,図 9.に示すスタンドアロン基本システムやその拡

張システム,ある仏は高速りングに結合した階層形システムのサづネットことが望ましい。

《MELNET》にお゛ては,とれら加人者情報変更作業をRMEの ワークとして等々,端末収容台数,りング総延長距際,ネットワーク雛成

オペレータコンソール《MULT116》により行うことができる。加入者情 方法などに応じて,柔軟にシステム構築するととができる。これらの

システムとその適凡聆頁域の関係を図 10.に示す。更に,端末収容イ報の変更は,オペレータコンソールをオフラインモードで使用することにより,

あらかじめ準備しておくことができる。また,との作業は会話形式 ンタフェースやネ,,トワーク運転管理機能及びサービス機能{Cつぃては,高

で行らことができるとともに,不正な情報登録を行えないよら(例 速りングのものと完全に整合させているといらととも大き左特長と

表 1.《MELNETシリーズ>の仕様

オベレータ
コンソール

加入者情報

作成

運転監視

RME

T

監視制御

情報

'ノ
.ノ゛

^^

ー、、

一ノ

丁

RA臼

、、、、、

加入者情報

ダウンロート

RAE2

高速りンク

、、、

RCE

^

RAE2

GWP

RA臼

R12 RAE2

^^

図 8.ネ,,トワークの管理機能
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10 Mbps

階劉形
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T TA

T TA

RME2

RAE2 中速りング

RAE2

RAE2

中速りンク

(a)中速りング基本システム

TA

RME2M RME S

T

丁A

T

(b)大規模階層形LAN

128

T

1 高速りングの適用領域
100

中速りング

T

なっている。

4.1 中速りングの構成機器

(1)中速りング管理装置(RME2).中速りングスタンドア0ンシステム用

のもので,りングに 1台設置され,りングの同期保持機能,集中交換

機能,りングの運転管理機能を、つている。スタンドアロン拡張システム

の場合は, RME2 相互接続のためのインタフェースが付加される。

(2)りング結合装置(RCE).階層形システムに使われ,高速りング

と中速りングの結合を行い,中速りングの集中交換機能をもっている。

(3)りングァクセス装置(RAE2):階層形システム,スタンドア0ンシステム

に共通に使われ,りング上に最大16台設置でき,端末からの加入者

回線を多重化する機能をもち, RAE2 当り最大16台の端末を収

容できる。特{て端末収容インタフェースには,端末を TA (T紅mln01

Ad叩t0力に接続し, TA と RAE2 の問を延伸できる TA接続方

式巴, TA機能を内蔵してRAE2 忙端末を直結できる端末直結方

式のものとが用意されている。

(4)端末アダづ夕(TA).端末を RAE2 に収容するためのアダづ夕

で,モデ△機能及びダイアル機能をもって仏る。 TA には一般ゞータ端

末用と専用電話/FAX用のものとがある。

5.むすび

本稿では,《MELNETシリーズ》開発の一環として行ってきた高速リ

ングパケヅト交換システムと,中規模 LAN に適した中速りングシステムの

機能,特長につ込て述ベてきた。

LANに対する期待と要求が急激に高主りつつぁる環境の中で,

三菱電機技桜. V01.60. NO.2.1986

図9

(C)ホ規模LAN

中速りンづ忙よる LANシステ△の騰成例

RCE

中速りング

RAE3

高速りング

32

中速りングスタンドアロン
拡張システムの適用領域

16

中速りングスタンド

アロン基本システム

の適用領域

RAE3

RCD

中速りング

RM臼

「

10 100 200 300 400

収容端末台数(台)

図 10.りング形LANの適用領域(回線交換)

《MELNETシリーズ》 LAN は,これにとたえるべくシリーズ

の拡大を着実忙進めてきた。その結果,大規模階層形シス

テ△から中小規模システムまで,要求に応じて柔軟にシステ△

楢築できるよらになってきた。

今後は,他網ヘの接続及びLAN相互接続の本格化によ

るネットワークの拡大化と,端末収容機能拡張やサービス機能

充実及び使いやすさへの追求等々機能多様化,あるいは小

形化,経済化(低格価化)といったととがますます重要忙なってく

る、のと老える。

我々は,とれらの様々な課題に対して,現在までに築き上げてき

た技術と実ワイールドにおける経験やノウハウを生かしながら,更忙積

極的に取り組んでいきたい巴老えている。
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光通信用lnGaAS/1nPホトダイオードの高感度化

光ファイバの伝送損失が波長 1.0~1.6μm の領域で著しく低減し長距

離伝送が可能となることから,この波長帯での光ファイバ通信が一躍

脚光を浴びるようKなった。これに伴仏この波長帯で動作する発

光・受光素子の開発が活発に行われてφる。波長1μm帯の受光索

子としては,従来から Ge ホトダイオード及びアハ'ランシホ"イオード(AP

D)が開発されている。しかしながら, Ge を用いたこれらを受光素

子では暗電流 q艦音が大きいという難点があり,これらに代わるも

のとして lnP を基板とした lnGaAS又は lnG且ASP を用いたホトダイ

オード及びAPD の開発が進められている。

我々はとれ主でに lnGOA./血Pホトダイオードを開発し山佃,名種

試験用及び尖用サンづルとして伊俳合し高い評価を得てきた。しかしな

がら,この光通信の分野での各種技術の進展忙伴な仏,性能,特に

感度の向上が求められるようになってきた。

受光索子の感度は,その結晶朧造によって決まるところが大きい。

InGOA./1nP ホトダイオードに用いるエビタキシャル結品は,液相成長法

により製作される。従来のホ陵'イオードは,1nP基板上に結晶成長が

比較的容易な lnGOA.層を形成したシングルヘテロ挑造を採って込た

が,との構造ではキャリャの表面再結合のため忙感度の低下が著しく

商感度を実現するととは困難であった。表面再結合を低減する方法

としては,1nGOA./1nP結晶拙造で裏面の lnP基板側から光を入

射させる力法と御,表而lnGOA.層の上に更に lnP層を設けて ln

P/1nGOA./1nPダづルヘテ0枇造にする方法佃とがある。前者におい

てはチワづを裏側にしてパッケージに装濳する必要がありt;且立てが困

難となる。後者では lnGaAS層上に lnP眉を成長させる際,液相

成長法ではlnGOA.成長層が再溶融し絢,良質の結晶が得られな込

という冏題があった。

我々は今回液相成長法において,1nGaAS眉上に lnGaASP 4元

層を成長させる条件を見込出し,これ忙よりlnG.ASP/1nGOA./

InPダづルヘテ0 構造のホトダイオードを試作した。この備造において,

表面lnGOA詔 4元層忙よりキャリャの表面再結合を肩効に抑制し高

感度化に成功した。従来のホ"イオードの感度が低かったもうーつの

原因は,受光部表血及びパヅケーづの窓材表面での光の反射忙よるも

のであり,今回この対策として,それぞれの表画に反射防止膜を形

成することも併せて検討した。

これらにより波長 1.3μm の光に対し 0,フ~0.9AIW と,従来の 2

1高以上の感度を実現したので,以下にその試イノ所心果につぃて報告す

る。

1. まえがき
表面P-1nGOAS層で吸収されてしまう(厚さ 1μmて、価%)。した

がって P-1nGOAS層表面におけるキャリャの再結合速度が大きいと,

P-1nGaAS層で発生したキャリャの大部分は表面で再結合してしまい

光電流として寄与しなくなる。図 1.は衷面再結合速度S をパラメー

夕とした lnGOA./1nP ホトダイオードの感度の計算値である。 S之100

OmlS以上では感度が急激忙低下するととがわかる。

高感度化を達成するためには,空乏化していない表面P-1nGOAS

層を極力薄くしてこの領域での光の吸収を小さくするか, P-1nG.

AS層で発生したキャリ卞が表面で再結合するのを抑制する必要があ

る。前岩の場合, pn接合が表面の極く近傍に形成されるため表面

電極材の沈み込みによる素子劣化が生じやすくなる。牛ヤリャの表面

再結合を抑制するには, P-1nGOAS層で発生したキャリャが表面に拡

散しないようにすれぱよい。とれは P-1nGOA.j脅の表面に,1nGO

AS より、ハ'ンドギャッづの広い lnP層若しくは lnGOASP層を形成す

ることにより達成できる。

図 2,は P-1nGaAS層表面に P-1nGOA.P層を形成した場合の工

哲夫、・吉田 臣*.浪崎博文、*

10

2.ホトダイオードの感度

ホ陵イメードの光確流は, pn按合近傍の空乏領域でのドリフト鴛流及

び非空乏領域での拡散電流の利で表すことができる。波長13川n

の光にヌ寸する lnGOA.の吸収係数は 1小om→以上と大きく,従来

の lnGOA./1nPホ"イオードでは,大部分の光は空乏化していない

表面再結合

速度(cm/S)

05

0

10Ξ

106

* LS1研究所**同研究所(工博)

107

0

P{lnGaAS層厚1.0μm

図 1.1nGOA./1nP ホトダイオードの感度の表面再結合速度

依存性(計算値)

i-1nGaAS層厚3.0μm

1

P+-1nG日ASP

障壁層

波長(μm)

15

1.ー^^^^^^^^『一^^゛

①

図 2.1nGaASP 障壁層付きホ抄'イオードの 1ネルギーバンド図
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P,-1nGaASP厚
(μm)

05 01

05

10

20

0

図3

P-1nGaAS層厚0.5μm

-1nGaAS層厚3.0μm

波長(μm)

InGOA.P障壁層付きホトダイオードの感度の障壁層厚
依存性(計算値)

の約1.4倍の感度を得ることが期待できる。

3.障壁層付きホトダイオードの製作

3.1 結晶成長

InGaASP障壁層付きホトダイオードの説沽厶成長は従来形と同様に,高

純度グラファイト製のスライド形ポートを用いて液相成長法により行っ

た。基板には面方位(10のの lnP 単結品を用いた。この基板上に

アンドーづ lnP バッファ層,アンドーづ lnGaAS 層, cd ドーづ lnGaAS 層及

び Zn ドーづlnGOA.P 層を順次成長させた。ここでln卜えG0工A町

P卜Υ障壁層の組成比X, yは波長13μmの入射光が透過するよ

うにパンドギャリづ波長入。が 1.3μm 以下となる範囲に選ぶ必要があ

る。 Lかし入。が極端に短かい組成(例えぱX=0, y=0 の lnPで

は入。=0.92μm)にすると ln卜江GalASTPI-T 層成長時にその前に

成長した lnGOAS層が再び溶け出してしまう。

このようなことから,ととて、は入。=1.25μm の組成を選んだ。更

に,1nGaA.P層の格子定数を 1口P 基板及び lnGOAS層の格子定数

と一致させる必要がある。したがって,1nGOA.P層の成長条件を

定めるにあたっては,入σと格子定数とが共に所望の値となるよう

メルト組成を調節した。このときの X及び yの値はそれぞれX=

0.24, y=0,54 と計算できる。

3.2 反射防止膜の形成

空気中から屈折率π=π9 をもつ基板に光が入射した場合, R=(π旦

-1)./(π2+Dヨの光が基板表画で反射する。この基板上に屈折雪Ξ

π,=Vが, md=λル(入は入射光の波長)で表される厚さ d の膜を

形成することにより,大部分の光を基板内に入身ナさせるととができ

る。入。=125 μm の lnGaASP て・はπ9ヰ・3.4 <、あり⑥,約 30 %の光

が lnGOASP障壁層表面で反身寸する。ととではづラズマCVD法によ

リ,屈折率π.=1.8~1.9,厚さ d=1,700~1,800 人の SiN"膜を結品
表面忙形成し反射防止膜とした。

反射防止膜形成後,ウェーハ表面及び裏面に真空蒸着法により竃極

を形成した後, Bトメタノールにより受光部周囲を工,,チングしてメサ形

楢造とした。受光径は 100μmφとした。図 5.にチ,づの構造を示

す。チッづは従来形同様TO-18形パッケージにマウントし,反射防止膜

を形成したサファイア窓をもつキャ,ワづを電気溶接して,ハーメチ,ワクシー

ルとした。

障壁層付きホトダイオート

15

0.5

P-1nGaASP層厚05μm

P-1nG3AS層厚05μm

1,-1nGaAS層厚3μm
表面角結合速度10,cm/S

＼

0

＼

1

図4

波長(μm)

InG.A詔障壁層付きホ1,'イオードの感度と従来形ホ
"イオードの感度の比較(計算値)

従采形ホトダイオート

ネルギーハ'ンド楢造を示している。1nG.A.P層と lnGOAS層の界面に

形成されるエネルギー障壁忙より P-1nGaAS層で発生した篭子の ln

GaASP層表面ヘの拡散力井叩制されることがわかる。図 3.に lnGa

ASP層厚をパラメータとした感度の計算値を示す。ここで表面lnG.

A.P 層のバンドギャ四づ波長入。は,波長 1.3μm の光が lnGOAS層

まで有効に到達するよう入。=1.25μm とした。また P-1nGaA.層

及び n-1nG.AS層の厚みは,波長 1.3μm の光がこれらの層て、ほと

んど吸収されるよう合計で 3.5μm とした。波長 1.3μm以上の光は,

表面lnGaASP層で吸収されることはないので,その厚みにより感

度が変わることはない。また障壁効果により表面再結合の影縛を受

けないので高仏感度が得られている。・一方,1'3μm以下の光はその

一部が lnGOASP層で吸収されるため,この層が厚くなると表面再

結合の影粋で感度は著しく低下する。したがって表面再結合を抑制

しつつ広い波長範囲にわたって高い感度を得るため忙は,表面ln

G.A.P層は薄い方が望ましい。

図4.にこれらのことを考慮して,各層の厚みを最適化した場合

の感度の計算値を示す。比較のために従来形の場合について屯示し

た。降壁眉を形成したととにより波長13μm の光に対し,従来形

15

52 (138)

反射防止膜

＼ /
表面電極

n-1nPバッファ層

n.-1nP基キ反

(λ'=125μm)

P+-1nGaAS

P+-1nGaASP

図 5.障壁層付きホトダイオード断面図

n--1nGaAS
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4.障壁層付きホトダイオードの電気・光学的特性

4.1 受光感度

図6.に受光感度の波長分布特性を示す。図中④は従来形,①は障

壁層を下村川した改良形ホトダイオード,@は障壁層付きホトダイオードに

SiNX反射防止膜を付加したものである。従来形ホトダイオードでは,

波長1.3μm においての感度は約 0.4AIW であり,この波長近辺で

は波長に対して単調な増加を示して込る。①で示した障壁層付きホ

トダイオードにおいては入=13μm で0.6AIW と従来形に上ヒベて 1.5

倍に向上した。

また波長に対しては,入=12川n付近で急な立ち上がりが見られ

る。とれは障壁層の吸収端波長八。が 1.25μm であるため,これよ

り短Ⅵ波長の光は障壁層においても吸収され,これによって生じた

キャリャの込くらかは表面再結合により消滅するためである。@で示

した障壁層表面に反射防止膜を形成したホトダイ才ードにおいては,λ

=1.3μmて、0.8AIW以上の高感度が得られており,反身寸防止膜を

付加するととにより,感度は1,4倍忙向上している。これまでの試

作では,波長13μm の感度として最高0.96AIW (カ=兜%)の値

が得られている。

4.2 暗電j充

図 7'に障壁層付きホトダイオードの暗電流 qd)一逆バイアス(VR)特性

を示す。 Vπく40V の領域では ldく10nA と非常IC低い陪電流を示

している。 V丑>40V の領域においては Pn接合忙おいてトンネルづレ

ークダウンが生じ,1d は急激に単リ扣する。暗電流は一般に,①接合表

画あるいはパッシベーシ.ン膜界面に沿って流れる漏れ確流,②空乏層

内部で発生する生成・再結合電流,⑧空乏層外で発生し,拡散により

空乏層に到達する拡散電流の三つの成分からなるが,とのホ"イオー

ドでは生成・再結合電流及びメサ溝内に露出している Pn接合表面

部に沿って流れる漏れ電流が主成分となっている。図8.に V丑=
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0

逆バイアス(V)

図 9.容量の逆ハイアス依存性

10

0

4.4 応答速度

ホ"'イオードの応答速度を決める要因としては, CR時定数の抵かに,

キャリヤが空乏層を 1ぐリフトする時間及び空乏層外で発生したキャリャ

が拡散する時間がある。 1nGaASホトダイオードの場合,牛ヤリャのドリフ

ト速度及び拡散速度を見積るとともに 0.1珊以下となり御,また容

量は図 9.忙示したように V況=15V く、1.8PF となっているので,

負荷抵抗を十分小さく(例えば50Ω)すればIGH.以上の高い周

波数でも応答が可能である。バイアス電圧が低い場合は,空乏層が十

分広がらないので容量が大きくなり応答速度は低下する。図10

に負荷抵抗50Ωで測定した周波数応答特性を示す。10V以上の逆

バイアスで IG1ル以上の高仏遮断周波数が得られて込る。

5.むすび

波長1μm帯の光ファイバ通信は,いよいよ突用化の時期を迎えつつ

ある。受光素子の用途は単に光ファイバからの光信号を電気イ言号に変

換するいわゆる受光用に限ら十,レーザダイオードの発光出カモニタ用あ

るいは光ファイバの破断点検出器などの創愼暇号用としての需要、高

まってきている。

ここでは波長 1μm帯の受光素子lnG.AS/1nPホ"イ才ードの高

感度化を図った。結晶構造として lnGOA.吸収層表面に lnGOA.P

障壁層を付加するととKより,表面再結合によるキャリヤの損失を抑

制した。また受光層表面及びパ,,ケージの窓忙は反射防止膜を形成し

た。これらにより波長 1.3μm 忙おける感度として,0.フ~0.9AIW

と従来の2倍以上の値を実現した。

長波長受光素子の今後の課題としては,チッづの構造をメサ形から

づレーナ形に変えることにより容量の低減を図るとと,及びホ1洩'イオ

ードと増1隔素子としての GaAS FET とを同ーパ四ケージに集積化し

たもの,若しくはアハ'ランシホトダイオードの開発により受信感度を更に

商めることがあげられる。

一3

20

- 10

30

0 02

λ=13μm

Rι=50Ω

10Vでの暗電流温度特性を示す。暗篭流ldの温度依存性をldⅨE

XP (一五。/πえT)の形で表すと,一般にπの値は 1~2 となる。た

だし,五σはバンドギャ,ワづ1ネルギーて、1nGaAS て、は 0.75ev,たはポルッ

マン定数である。とこでは 20゜C から 7げCの温度変化に対し,暗電

流は 22倍に増加しており,π値を計算すると約1.4 になる。

0604 08

変調周波数(GHZ)

図 10.周波数応答特性

4.3

Vπ= 15V

図 9.忙容量一逆ハ'イアス特性を示す。このダイオードでは Vπ=15V

での容量は 1.8PF であるが,これにはパ、ワケージ容量として約 0.4PF

が含まれている。容量は空乏領域となるアンドーづlnGaAS層のキャリ

ヤ濃度が低いほど小さくなるが,図 9.で示した容量一逆ハ'イアス特

性から,このホトダイオードの lnG"AS層のキ七りヤ濃度を計算すると

3×10olcm3 なり,十分低い値が達成されている。
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d、升多LEDプリントヘッド

1.まえがき

才フィスにおける情報処理量の増大から,出カナルタの高速化广低騒

音化が要求され,ノンインパクトナJンタの需要が急、速K拡大してきた。

LEDヘ,外'は,小形で完全電子走査,高速化の容易さという特長を

備えており,各種のノンインパクトナJンタの中で高速,高画質の小形化

の可能な LEDナルタが有望となった。

OA 小形ナJンタを目指して,超小形化を図った B4サイズヘ,ワドと

高速づりンタ用の 15インチサイズの LED へッドを開発し高速多機能漢

ナルタ M-8340 で製品化を行った。解像度は 240ドヅト/インチで字

ある。印刷速度は B4 ヘ,,ドの場合15枚/分,15 インチヘ,,ドの場A

3,500行/分が可能である。本稿では,開発した LED (Llght Emit・

ag Diod田ヘ,,ドの特長,要素技郁雍てついて紹介する。

2. LED プリンタの構成と概要

1"ED ナルタの構成山を図 1.に示す。臼"川行程の千順などについて

湘単.に説明する。

まず,帯確器で感光ドラムを数百Vに帯電し, LEDへッドの像露

光で電位像を形成し,現像機でトナー粉を付諮させ顕像化する。次

に,記録紙を転写帯電器で帯電しつつ,感光ドラムに押圧してけー

像を転写し,とれを定着して記録画像を得ている。トナ・・転写後の感

光ドラムは,クリーナーで清掃して残留トナーを除去し,全而露光して

電位像を消去し,次の印刷行程K移る。

LED ナJンタの印刷速度は, LED ヘ,ワドの光エネルギーと感光ドラム

の感度で決まる。感光ドラ△の感度は,感光材料と照射光の波長に

よって與なる。したがって, LED発光波長に高感度な感光材料を

選択する必要がある。

を用込,3,500行/分で高速E叫訓した例を図 2.に示す。

3.2 構成

従来提案された LEDヘ,,ドの基本描成には,次の3方式がある側③。

(1) LED アレーづロヅクを機械走査する力式

(2) LED アレーづロックを千鳥状に 2列に配置し,2本のレンズで感

光ドラ△上に,一直線に結像する力式

(3) LEDアレーチヅづを基阪に直線状に配列し,1本のレンズで結

像する方式

この LED ヘ,,ドでは,チッづ配列とヅご¥系の調整が容易な(3)項

の仙1泉配列力式を採用した。開発した LEDヘ,,ドの外観と構成を

図 3.,図4.に示す。 LED の実奘基板には,従来の基板材料であ

るセラミックに比ベて熱伝遵性,加工性に優れたメタjレ基板を採用し

た。メタ1い'板の桜訪矧1,メタルを基体として1順次 1ボキシ系絶縁層,

博、・大西 勝*

肖去ランフ

Q

帯電器

解

同

印

項

像

発光ドット数

ス夕

皮(ド"ト/バンチ)

発光ビーク波長

図 1. LED づりンタの雛所艾

3. LED へッド

開発した 2機種のへ,,ドの仕様,榊成,特長などについて紹介する。

3.1 仕様

B4 及び 15インチサイズへりドの主な仕様を表 1.に示す。 15インチヘヅド

表 1. LED ヘ,,ドの仕様

プ

羽

感光ドラム

三

データ入力数(ビゞトパラレル)

走査分割数

LEDヘ

形

y

定碧機

(mm)

f '

耿(高さ X幅X長さ)(mm)

(ドット)

B4サイズヘッド

電

現像機

(nm)

さ

源

亜唖娃阿哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓
唖娃阿哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧
娃阿哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡
阿哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱
哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛

愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐
挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻
姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴
逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴絢
葵茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾

茜穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎

穐悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎或

図 2.記録例
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ドライ

LEDチッフ

メタル基板

1C

フレキシブル基板

ヒートシンク

図 4. LED へッドの構成

＼＼ヤt

1てより,温度に応じて変化する LED発光出力値を定常化できる0

3.4 要素部品

開発した要素部品である LEDチガとドライバ1C について説明する。

3.4.1 LED チップ

LEDチ,づの断面を図 6.に示す。 LED材料忙は,光漏洩のない

GaASP を用いた。チッづのサイズは,長さ 13,54mm,幅 1.omm で

あり,発光部形状は 70×80μm9 の長方形である。発光部の eヅチは,

105.8μm であり,1チ,ワづに 128 ドットを形成している。発光波長は

660nm て、ある。

従来のLEDチリづでは,発光部ヘの電流供給をーつの電極で行っ

ていたため,図7.K示すように発光出力の不均一性を生じてφた。

これを改善するために,発光部の両側から電流を供給する構成にし

ている御。図8,に電極構成の違い忙よる発光効率特性を示した。

従来の1電極構成に比ベると効率が向上し,ピーク値が大電流側に移

行しており,高出力化に適しているととがわかる。

LEDチ,づの直線配列では,チワづ問の接続を高精度化する必要が

あり,チガの切断を容易にするために,2電極構成の発光部電極パ

ターン形状を,チ,づ接統,揣に対しく開口する「コ』の字形とした。チ

コネクタ

ワイヤ
ボンディング

従来の方法

ーーーーーー

CU はく(箔)層, AU めっき層を設けた 4層からなって仏る。

LEDチ,づけ,基板中央部に導電性ペーストで直線状に配列し,ヘ

,,ドの小形化を図るためにその両側に近接してドライノNC を配置し

た。図 5.に LED チ,づとドライハ'1C の接続方法を従来の屯のと比

較して示した。外部との信号や電源の接続にはフレ千シづルナルト基板

を用い,ヘッドの幅を狭くするためにフレキシづル基板を折り曲げて,

ヒートシンク k沿わせる村遅造にした。大電流駆動時のドライバ1C の耐」作

を安定化するために,フレキシづル基板に替ってヒートシンクを接地導体

忙用い,導体抵抗を小さくして接地電位上昇を防いだ。

LEDヘ,,ドけ,高出力化に伴って発熱量が大きくなる。過熱から

ドライバ1C を保護するために,放熱を必要とする。 B4ヘ',ドでは,フ

イン村きヒートシンクを用いており,送風して空冷できる。 15インチヘヅ

ドでは,発熱量が大きいのでヒートパイづを用いて冷却を強化し,ヒー

トシンク温度を 6σC 以下{てしている。

3.3 特長

開発した LED ヘ',ド{Cは,次のような特長がある。

(1)小形

B4ヘ,,ドは 38mm 巴幅が狭く,感光ドラム径の小さな小形づりンタ

に最適である。

(2)画像の高品質化

ドライハ'1C ビ巴に光出力を補正し,均一な画像の記録ができる。

(3)高出力

発光部の改善による LED の高出力化,メタ1レ基板の採用による放熱

性の向上,ヒートパイづによる冷却の強化,以上の3点からへ,,ドの高

出力化を可能にしており,高速づりンタに採用できる。

(4)光出力制御の自動化

感温センサを備えた LED ドライバ1C に温度補正機能を内蔵したとと

＼＼

ーーーーー

ドライバ1C

図 5.接続の比較

採用した方法
P-GaASP

N-GヨASP

N-GaAS

図 6. LEDチリづの断面構成
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図 7.発光強度分布
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相対値を,横軸は位羅を示している。

240 ド,,ト/インチの解像度Kおける焦点深度は,400μm と浅いの

で, LED ヘ,,ドの平担性が重要であるが,この LED ヘ,,ドの平面枯

度は,100μm以下と十分高い。レンズ支持機構が簡単で局精度が得

られるため,レンズ位置調整は不要である。

4.むすび

240 ドヅト/インチでB4 と 15インチサイズの LED へッドを突用化開発し

た。

B4サイズヘッドは,ヘッド1隔訟mm と小形化でき, OA 用小形づり

ンタ忙最適である。 15インチサイズへ四ドでは,メタル基板やヒートパイづを

採用してへ.,ドの冷却を強化し,3,500行ノノ分の高速記録に使用でき

ることを確認した。感光体との波長の整合性を改誰することにより,

更に高速化することも可能であり,従来はガスレーザを光源としてい

た高速ナルタのナルトヘッドとしても利用されていくと老えられる。

今後は,更にへ,,ドの高仰劉象度化,高出力化を図ることで広範囲

の応用分野に展開していく予定である。
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LEDナJンタではi凱易質画像を得るために LED発光量の均一性

が重要である。 LEDチ,ワづの発光量のぱらつきは,チワづ内で士10

~士40%,チワづ問で土50%程度あり,づ0ーバーによる選別や駆動

力法の工夫が必要である。

3.4.2 ドライバ 1C

ドライバ 1C は, CMOS 構造で,32 ピットのシフトレジスタ,ラ,,チ及び定

確流出力の LED ドライバからなっている。形状は,6.3×3.4mm2 の

長方形である。図 10.に駆動回路のづロリクダイアグラ△を示す。高速

化のため,最大卵動冠流は40mA と大きい。最大駆動周波数は4

MHZ である。

LED 発光出力の調整は,ドライハ'1C ごとに行い,電流値制御して

いる。 LEDチッづの発光出力は,図 11.に示すように温度の上昇に

作って低下する。これを補正するために温度補正機能を内蔵し,温

度に応じて出力篭流を制御している。ヘヅドの小形化を図るために,

ドライバ1C の入出力電極端子をチ,づ長辺上にまとめ, LEDチ,づと

接続する基板上の配線バターンを簡素化した。

3.5 光学系

LEDナ」ンタの光学系では,感光ドラ△上に LED光を結像するため

忙,集束性口,,ドレンズアレーを用いて仏る。発光部から結像部までの

距籬は,20mm以下と小さい。レンズの解像性は高く,2如ドヅト/イ

ンチを十分に解像できる。 1ドットおきの LED光を CCDイメージセン

サ上{て結像したときの出力波形を図12.に示す。縦轍は光出力の
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第二世代16K高速SRAM

1.まえがき

スタチ,クRAM を大別すると,マイコン用の比較的低速の RAM とコ

ンピュータの千ヤッシュRAN1に使われる高速RAM に分類される。 SR

AM は低速RAM を中心として発展してきたが,近年コンビュータの

発展に伴い高速品の比重が増大しつつぁる。

高速品では従来は NMOSタイづでアクセスタイムが妬~70nS の製

品が主力であったが,コンEユータの高速化に伴い,より高速で低消費

電力の製品が要求されるようになってきている。当社でも NMOS

タイづの M5M2167P-45,55,70 (16KX1 ピヅト),及び M5M

2168P-45,55,70 (4KX4 ビ,,ト)を量産しているが,今回 CMOS

タイづの第ご世代 16 K 高速 SRAM, M 5M21C67P-35,45,55,

M5M21C68P-35,妬,55 を開発したので紹介する。

2.製品概要

表 1.に従来の NMOSタイづとの比較を示す。アクセスタイ△は 35ns

と一段と速くなり,消費電流、動作時AC で80mA, DC で 50

mA 巴極めて小さくなっている。 2μmデザインルールの採用により,チ

ヅづ面積、 16mm0 と 213 程度に小さくなった。主た,16KXI,4

KX4両方とも同ーチ,づを使用し,最終工程の A1配線マスクの変

更のみで品種切換ができるマスタスライス方式をとって込る。このた

め,両品種は基本的に同一性能,信頼性を、つており,評価,認定

が簡略化できる利点がある。

角 正、・清水博史、.森田

期方式を採用しているが, SRAM はクロ.,クを必要としない非同期

方式が通常である。しかし,クロ,,クを使用する方が高速化の回路的

工夫を実施しやすいため,この製品では外部アドレスの信・号変化を検

出して内部ク0,,クパルスを発生する内部同期回路を採用し,高速化を

図った。とれ{てより,外部からは非同期方式に見えるが,内割珀りに

は同期動作を行うこ巴になる。

図 1.に内部同期方式の概念図を示す。多数個あるアドレス信号の

うち,1個でも変化するとその変化をとらえて内部パルスψ,が発生

される。φr はメモリセルからの 2本のデータ信号線を互いにショートし

て平衡化する。同時にセンスアンづの入力と出力をショートするととに

より,センスアンづを中間レベルにづりセットナる。とのように,メモリt

ルからのデータが伝わってくる前に,センス系の回路をづりセットし,

前サイクルの履歴を牛ヤンセルしてゞータを待ち受ける態勢を整えるこ

功、・舟越也寿宏、

項

丁クセスタイ

表 1.製品概要(従来品との比較)

目

ICC (動作時)

厶

NMOS (従来品)

AC

ICO (待期時)

45/55/70ns

16KXI

4KX4

DC

外部アドレス

TTL

レ^ノレ

】20mA max

150mA max

】6KXI

4KX4

チ

CMOS (開発品)

ツ

MOS

レ^ノレ

】20mA lnヨX

150mA 血ヨH

プ

.{t

サ

35/、45/'55ns

ノし

3、高速化技術

この製品は高速化のため,種々の技術を採用して込る。

3.1 内部同期回路

ダイナヨ',ク RAM は,外部から印加するクロ,,クに従って耐バ乍する同

イ

サ

φP

30mA ln3X

:え1

80mAmax

V0線

センスアンプ

出力

イ

】6KX】

4KX4

30mA m〕X

アドレス変化検出

二ξ

50mA m3K

24.2mm?

24.6mmo

20mA 訂1、X

平衡化

58(N4)*北伊丹製作所

880 μmセ

出力

OUT

図 1.内部同期回路タイミング図

1N

2mA m〕X

増φ冨

16mm2

アクセスタイム

300 μmo
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図 2,センスアンづ高速化原理図
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とがこの方式の大きな特長である。

図 2.にセンスアンづ高速化の原理を示す。センスアンづの入力と出力

をシ,ートすると,45゜の斜線と入幽力伝達侍性がクロスする点に動

作点がセットされる。この点は伝達持性の傾きが一番大きく,従っ

て感度が一番良い点であるため,ψ子が解除された後,高速K増幅

することが可能になる。

3.2 セルアレー分割方式

SRAM の高速化を陞害している要因として,ワードラインのディレーが

ある。通常ワードラインは比妓的抵抗の高いポリシリコンで形成されるた

め, CR時定数で决定されるディレーが大きくなる。特に大容_耻チ,

づ忙なれぱなるほど影轡が大きくなる。 M5M21C67P では,こ

の影鷲を低減するためメモ北ルアレーを2分割して,それぞれの分割

アレーの中央に 0ウ手コーダを配置し、Cいる。との分割によりワードライ

ン全長が 112 になり,ディレーの低減が実現て・きた。図 3,忙チリづ写

真を示す。中央に 2列あるのがロウデコーダである。

畔目毛コ゛"

4,1 スピード,消費電力

図 4.にアクセスタイムのシュ△一づ口.ワトを示す。 35nS を十分満足でき

る性能が得られている。また電源電圧動作範囲、十分広いことが磁

認できる。

図 5.には 1卯のサイクルタイム依存性を示す, CMOS 回路は DC

確流は流れず, AC的な変化時:Cのみ電流が流れる特性をもってぃ

るため,このような強込サイクルタイム依存性を示す。しかし,ミニマム

サイクルでも 50mA程度であり, NMOSタイづの約ν2 の消費電力

が笑現できた。

4.2 耐ノイズ特性

内部同期回路の懸念される問題としくは,耐ノイズ特性が考えられ

る。内部同期回路はアドレス信号の変化をとらえるため,アドレス 1C /

イズが哉ったときゃ,アドレス信号間K タイミングのずれ(スキュ→が存

在したときに異常な耐Ⅱ乍をしないかと込う心配がある。 M5M21C

釘Pでは,とのような場合に、闇題が生じないように回路設計を行

つている。図 6.はアドレスにグリ,,チノイズが載ったときのシュムーづ口

ツト例である。縦紬はノイズが誠るタイヨング(アドレス変化点を 0郡と

している),横軸はアクセスタイムである。 0郡近辺にノイズが減った

ときはアクセスタイムが遅くなる現象がみられるが,これは実際のアド

レス変化点が不明りょうになるため当然の現象である。それ以外に

は,例えぱセルのデータが破壊されるような問題は全く生じていな

いととが確認できる。

図 7.はアドレス信号'問にスキューが存在するときのシュムーづ口,,トで

ある。との図はスキュ・があるときアクセスタイムは,最後に変化した

アドレスによって決定されていることを示している。データ破壊など

の異常はやはり生じていない。

4 特 性
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ソフトエラー率の V卯依存性
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4.3 ソフトエラー

ー・種のノイズ特性と考えられるものとしてソフトエラーがある。とれは

パ,,ケージの材料に含まれる放射線物質から,ごくまれに放出される

α粒子がチッづにあたったとき,セルのデータが破壊される現象であ

る。 DRAMで最初に問題になったが,集積度の向上により最近で

は SRAM で、無視できなくなってきている。

図 8.にα帋郭原をチガ上に置いた加速試験の結果を従来のNMO

S製品と比較して示す。セルサイズが小さくなったに、かかわらず,

NMOS版よりも2けた抵ど改善されている。 NMOS版で、実使用

上で間題忙ならないレベルが得られており, CMOS版では全く問題

にならないと考えられる。図 9,にメモリセルの断面図を示す。メモリ

セルは Pウェルの中に形成されており,とのウェルがα線によって生

じたマイナス電荷からメモリセ}レを隔離しているため,ソフトエラー率が

小さくなった。

従来例

ノ/

^ ヲ,,ー

VCC

N基板(5V)

図 9.断面図

2

4,4 ラッチアップ

CMOS特右の厄介な現象としてラヅチア,,づがある。これは CMOS

の内部寄生PNPN構造のサイリスタが外都ノイズが原因で夕ーンオンし,

Vωから GND に大電流が流れる現象くある。ラヅチアッづが生じる

と IC は動作不能になり,ひどい場合は ICが破壊されるとと、あ

る。染積度が向上する忙つれ,寄生サイリスタの利得も大きくなるた

めラ.,チアゞづが起こりやすくなる方向忙あり,十分な注意が必要と

なってきている。

M5M21C67P ではラ,,チアリづを防止するため,づロセスパラメータ

の最適化とバターンレイアウトの工夫を行い, V卯=5V近辺では全く

ラ.ワチア.,づが生じなV、,ラッチア,ワづフリーの IC を実現した0

図 10.にラ四チアッづの 1特性を示す。 VCC を 12V まで上げた状

態で,20OPF に充電した高講圧(氏10OV)をトリガとして VCC に

印加するとラ、,チア,,づが起とり大電流が流れ始める。その後 VCC を

下げてぃくと電流が減少し,ある電圧でラ,,チアッづが停止し,電流

が0 になる。この電圧をラリチアッづ保持電圧と呼び,ラッチアヅづ特性

の重要な 1項目である。 M5M21C釘P では,この保持電圧が 8.8

V である。とのととは, VCC=5V 近辺の実使用状態てはラリチアッづ

が起こり得ないことを意味している。図 10.には比較のため従来

例、示してある。との例では保持電圧は,0.8V と極めて低い電圧

になってぃる。このように, M5M21C67P て、は極めて高いラ,ワチ

アゞづ耐性が得られた。

GND

4

M5M21C67P

図 10

8

V(て(V)

ラッチアリづ保持而圧

6 10

トリガ印加

/
12
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5.むすび

内部同期回路,セルアレー分割方式,2μm cMOSづロセスの採用によ

リ,極めて高速,低消費電力でかっ各種ノイズ,ラリチア,ワづに、強い

16K高速 SRAM を実現した。

高速SRAMの重要度は,今後主すます増大することは確実であ

る。我々も今回の成果をもとに,より集積度の高い 64K高速SRA

M を開発中であり,一層のシリーズ化を図って仏く予定である0
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三菱簡易パターン検査装置
《MELCESS-D

血ゞ、'、戈で゛h玉 j シ'一轟イと'咲、.,拶'メ'製'七一゛ゞ" h -" 1ξ

鞭ミ'i点会1?1名'ジ.ξ}多二多.1一才y y・^4発、X章、ゞえ1,'j4S

/

刊叉一

ずーーニ戸"、'=1ギy"ゞ、・戈ξ^「語゛4チ^モΞ釜t"三'琴、宅五、'Ξ'蚕多¥プ'

^

dT-

MELCESS-1は、テレビカメラとコントローラを組み合わ

せ、あらかじめ教示されたマスターパターンとの照合方式を

用いて、製品・部品の検査、ランク分け、種美頁分けを行う簡

易形汎用パターン検査装置てす。

弓'

、

厶Y

61a47)

1 1

特長

.点、ラインιいった少数データからなるマスターパターンとの

照合を行うため、高速処理が可能てあり、融i西性のあるシステ

ムてす。

.小規模システムにもご採用いただける低価格を実現しました。

.だれにて'も簡単に操作がて'きます。

①教示、テストランなどのオフラインモードにメニュー選択方

式を採用しています。

②マスターパターンの教示は力ーソル操作て行えます。

③テレビカメラのネ見野合せ、照明の調整時はCRTによるモニ

タリングが可能てす。

④テストラン機能により、動作調整の確i忍が容易てす。(表示伊D

.2枚までマスターパターンをもつことがてき、りモート切換え

て各種検査に対応てきます。

.機械制御装置と直接インタフェース可能です。

.高級な画像読込み回路の採用により、正確な二値化画像が得ら

れます。
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機能

ネ

MELCESS・1

表示例:テストラン結果

オンラインモード

オフラインモード

機能仕様

マスタ画面数

バターン検査機能(実稼動)

テストラン機能

スライスレベル設定機能(凖備作掬

教示機能

1マスタ画面の教示点、ラ

イン

標凖処理時闇

(画像の取り込み時問を含

み、検杏結果が出力される

まての総所用時闇)

1一
点によるマッチング

測長によるランク分け

点マッチングによる種類分け

2画面

①点によるマッチング

②ライン上の有無

③測長によるランク分け

④種類分け

画面分解能

カメラの同期方式

①点によるマッチング

②ライン土の有無

③測長によるランク分け

④種類分け

⑤①~③の処理を複合

スライスレハtノレ

max.20点

max.10 ライン

測長結果により大中小の3

ランク及びランク外

max.20点/種類X4

.H256XV200画素

外部同期方式

ノンインタレース

50ms.0/20点

80msec/10ライン

50mseCバ則長

80mseo/4種類

10omsec

1設定のみ
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本格的なFA時代を迎え、いま生産現場では定

形化された生産設備の自動化、省力化から・ー

歩進んて、生産管理・品質管理・設備管理・

技術開発といった広い領域にわたるトータル

システム化がつよく求められています。こう

した赤邪寺代の二ーズに応えて開発されたの吠

MELIAC(1ntegrated Automation contr011er)

tす。 1A とは、 FA、 PA、さらに生産1程に

接するLA、 OAなど多くの生産分野ての各種

工程における集積化されたトータルシステム

の構築tあり、その基本は階層形自律分散シ

ステム化とそれを支援tる強力な才、ツトワー

クによるフレキシプルなシステム構築にあり

ます。 MELIACは、こうしたIAシステム構想

から生まれた辛斤次元のコントローラてあり、

身近かな小規模システムから本格的な大規模

システムまで自在に対応てきます。

三菱IAコントローラ《MEUAC》

特長

.80286(相当品)をメインCPU とし、さらに各インタフェースカ

ドにも専用CPUを装備したマルチプロセッサシステムにより、

リアルタイム高速処理を可能としました。

.'、七ゞ七

ハードウェアシステム構成と主仕様

'J、式
ξ琴器゛〆六叉、

食印:メインCPU80286の堤合を示す。

JJJ

.',

.ー^

゛抑

開発.コンソールプリンタ

＼、

^ーーーー」气アーー^ー

.^エ.
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ヲ鬻奨、簿兆券漆之

瑳

^^^^
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＼肋86/286 ×、L?ント9二L -ー
ーーメインCPU
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拡張メモリ
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.りアルタイム/マルチタスク0S IACRMOSを搭載。

.ユーザ言語εして、りアルタイム/マルチタスク0Sの優れた環

境が手軽に扱えるBASIC言3痢ARBを用意しました。
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汎用コンピュータのユーザがかかえている問題を

MELCOM 《EXシリーズ》のエンドユーザ支援

システム《DIATALK》が解決します。

MELCOM EXシリーズ

エオユーザ支援システム《DIATALK》

スタッフ部門のユーザ

.ビジ才、スフ゜ランニング、統計'、時

系列解析など

.テープル孫作、グラフ・帳票配.カ

問題1:データベース関連のアフ゜りケ

ーション開発要求の多くが未

着手のまま残されており、い

わゆるバックログが増大して

いる。

DIATALKに含まれている多くの太上活処理機能仁より、データ

ベース検索を劉リ雫よく行いますのて、バックログか'解消され

ます。この1占果、データ処理部門は、本米の業務に専念する

とができま t。こ

0

データ処理

支援

EDP部門のユーザ

.基幹データベースの検索

.りレーショナル・データベース

.グラフ・1帳票出力

問題2:データ処理告断"]に依頼しないて'も、エンドユーザ部門

て直按データベースを検索したL、。検索結果は、グラ

フ、日本語1脹票など、すぐ利用できる形式て出力表示

したい。データベースの検索結果を害Wヨ内に設置され

ているパーソナルコンピュータで自由に処理したい。

意思決定

支援

エンドユーザ

支撮システム

DIATALK

日本語
ワーク

ステーーノヨン

套置

DIATALKの概念図

統合OA

支援

オフィスの一般ユーザ

@ユーザ・フレンドリなデータベ

ース検索、グラフ・帳票出力

.マイクロ・メインフレーム結介

によるホストデータの活用

.屯子キャビオ、ツト・メール機能

DIATALKじ含まれている各秘のデータベース検索フ゜ログラ1、

て検索てきます。①図示型検索言語《EQF》を使うとデータ

ベースを視覚的に把握して、パーソナルコンピュータ則のス

プレッドシート形のデータ操作ツールと伺じ要領てデータ楳

作を行えます。②データベースの検索結果をグラフやレポー

トの形式て'出力する場合、データベース検索要求に続いて、

簡単なコマンド指示<GRAPH、 REPORT>をキーインする

だけて、使用中の端末装置上に直ちにグラフや、レポートを

抽.力表示てきます。(3)データベースの検索結果を使用中の端

末装置側ヘとり出す場合も、コマンド指示《SEND》を入力

するだけて'必要なデータが直ちに転送されます。

リ1ーノヨナ〒

于一,ベーユ

接素曾諾

佃OU

0

【ヨ;エ

検崇
言語

住0"

01厶T厶LK

01厶T厶LK モニタ

力話
デー,ヘーユ

検蜜
ブロづラム

台OP)

01厶T厶LK
コ゛ニケーノ玉ノ

7丁イル

卦話
VS厶1,4

ファイル

挫曇
プ0グラム

{VIP〕

リ1【,ノ豆ナ1"

{武コリSJJ}
デー,ヘーユ

対話
帳冥

作或
プログラム

(旧P)

ヂ琵

グラフ

作丘

プログラι

佃P)

計話
ファイjレ

交゛
ブ0グラι

化ぱ得

対話=
キ』ビ

才ノ十

."ーノ卦

.ノステ"

DIATALKの全体構成図

幡棚

問題3:データベースの検索結果を仙っ

て、経営者Xはそのスタッフ

部門の人力沫を営データの分析

竜愿
夬宅

亥掻
ノユテム

伯SS I」)

1.5000
オフィ"ー、ナル

日*語ライノプリンタ

日本語ソリアルプリンタ

UULT"6

ノ(ソユン

グラフ

日ホ語

立書

の意恕、リUどをljい九じ。

グラフ

袈

襄操作

DIATALKに含まれている意恕、決定支

援システJ、<DSSⅡ>の統計データ

分析機能、予測機能、およびシミュ

レーション機能により、高度でキメ

まかな意恕1夬定をすることがてきこ

ます。
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三菱オフィスコンピュータ

《MELCOM80システム1》

t、1 ,1参1ゞ 1

、、゛、ノ,^fj

Jムーノイ゛ル、会一.ノ',之ゞだへ,乏せ凡一ゞ

ノ、、、,/y ',、」、 1.

,、之

゛驫勇

π立'ー^

このたび三菱電機ては、永年培ってきたオフコン技術を集約

し、処理能力,性能を重視するとともに、市場二ーズがます

ます増大しっつぁる非定形OA処理機能を効果的に融合した

《MELCOM80 システムDを発売いたしました。

《システムDは、《MELCOM80 シリーズ>の最下位モデルで、

カスタムLS1を駆使するとともに、 2つの頭脳(中央処理装置)

により使用目的に応じた多彩な機能を同ーシステム上t実現

tきる本格的多機能オフィスコンピュータてす。また、徹底

した小形化設計を図ったことにより、すっきりした小形,軽

量のデスクトッフ゜タイフ゜のコンピュータて,す。

特長

.基幹業務処理をこなす本格的オフィスコンビュータ

当社が誇る高性能オペレーティングシステム《DPSⅣ(DyMmic

Processing system Ⅳ)》をチ采用し、 1仮売、製造、会言十など企業糸釜
営の基幹となる業務を高性能で処理します。

.協力しあう2つの頭脳(CPU)

オフコン処理用CPU(カスタムLSDとOA処理用CPU(汎用マイク

ロフ゜ロセッサ)が独立して同時動作て、きるため、卓越した処理能力

とコンビオ、ーションを発揮します。

.すっきり設言十のデスクトップタイプ

徹底した省スペース、小形化設計を図ったことにより、「事務机の
上にも置ける本格オフコン」を実現しました。

.使用賓的に応じたマルチオフコン

《システム1>は、使用目的、業務内容によりオフコン機能、パソコ

ン機能、ワードフ゜ロセッサ機能、ワークステーション機能、りモ

ートワークステーション機能の5つの機能を多彩にこなすマルチオ

フコンてす。
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OAサププロセッサ

セッサ

固 定ディス

(5インチ)

演算制御素子
主記憶素子

」1モ容

フνキシプルディスク
(5インチ)

演算制御素子
主記憶素子
容 ]-1

ク

カスタムLSI

LSI MOS 256Kビット/チップ
512Kパ'イト

メインプロ

64(15の

ディスプレイ裴置

な

途086-2

LSIMOS 256Kビットノチップ

896Kパ'イト

適用回線

仕

・用CRT

表示文字数

表示可能字種

表示制御

キ

22Mバイト

1台

様

囲

IMバイト(両面倍密度)
1台

,:

定ディス
(5インチ)

フレキシプルディスク
(5インチ)

14インチモノクロ又はカラー

英数・カナ(半角)横80字X縦25行
横40字X縦25行日本語(全負)

英数・カナ(半角) 256交字
3489字ノ128字内字/外字

モノクロ高輝度/通常輝度/非表示
カラー 8色

プリンク表示/反転表示/その他罫線表示

ド

フレキシプルディ スク

(8インチ)

プリンタ装置

ク

三菱電機技報・V01.60・NO.2・1986

ラフ

御

OA JISキーボード又は

ワンタッチスクリーンキー宗ード

その他入力装置

22Mバイト

1台

回線通
御装

IMバイト(両面倍密度)
1台

,、イ

制

IMパ'イト

1台

40字ノ秒,60字/秒,70字/1少
打本語フ゜りンタ

レベル通信
御装置

横1120 ドット X縦700 ドット
ドット単位,直線,円,弧,四辺形

^・
」11

伝送方式

IC力ードリーダ

ハンド0CR

バーコードリーダ

伝送方式

適用回線

様

凋歩同期式(300~9,600ビット件'幻
独立同期式(1,200~19,200ビット件'め
加入電話,専用,DDX
調歩同期式(300~9,600ビット/手少)
独立同期式a,200~48,000ビット,"
加入電話,専用,DDX
DPS Ⅳ, MP/M・86TM 難
ACI0OV/フ,OA

炎MP/M・86TMは, D蠣ltal Researchネ士の商標です。
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三菱オフィスターミナル

《M500OEVシリーズ》

,4 'y

イY

Ξ菱オフィスターミナルM500OEVシリーズは、オフィス機器の中核夕ー

ミナルとして、最新のハードウェア/ソフトウェア技術を駆使して開発され

た辛邪寺代の夕ーミナルシリーズtす。

特長

.新世代マイクロフ゜ロセッサi8028酎苔械により、高速処理を突現。

.スタンドソロン・タイフ゜からマノレチステーション(ワークステーション、プリン

タ、各最大8台接続可能)まて柔軟な構成が可能。

.システム・ニーズに柔亨欠に対応てきるモデル構成。

・M5000モデノレ15EV:パソコンなみに手軽に使えるFDD内蔵タイプの

ワークステーション

・M5000モデル35EV:20MB FXD内蔵タイフで)本格的なワークステー

ション

・M5000モデノレ55EV:システム・サーバC8台まて、のワークステーション

かオ妾続て、きるマルチステーション・タイフ゜

.マルチューザ/マルチタスクが可能な拡張日本語MP/M-86N

.豊富な通信機能(豊富な端末エミュレータ群と加入電話網からDDXパ

ケット網にいたるまてコストパフォーマンスの高い回線が選択可能。

.充実した言語レバートリ。

.豊富なOAソフトウェア群。

.当ネ士汎用コンピュータ、オフィスコンビュータのデータを有効に活用でき

ろマイクロメインフレーム・コえ、クション・ソフトウェアMELLINKのサポート。

MP,吊一86TMは、 D191t且I R05eamh才士の商標です。
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仕様

ソフトウェア体系

モデンレ名

P

メ モ

0

モデル]5EV

オペレーティングシステム

M

i80286(8MH2)

ワークステーション

鞍
".

毓 数1」

5%インチ1MBFDD 2台

U立大4台)

(5%インチ20MBFXD

を最火1台増成・1能)

896KB

16KB

言ンフエース・ラフラリBSCホーリンク

ディスプレイ装挑

拡張日本語MP/M-86

モテ'ノレ35EV

英数カナ 80字X251丁

i奥七F 40字X25行
クラフィソク 1】20×700ドソト

洪字 24×24ドソト支示

JIS第1水1亀ROM内蔵
モノクロ/カラー8色

同亢

5%インチH侶FDD

G「1大3台)

5%インチ20MBFXD

(最火2台)

通信ソフトウェア

人

1"リf

端末エミュレータ<M4374PT>

端末エミュレータく537の

端末エミュレータ<5370JS>

端末エミュレータく58aの

端末エミュレータ<5870S>

瑞末エミュレータ<M345>

JOA手順伝送システム

端末エミュレータ<M4374>

マイクロメインフレーム

コネクションソフトウェア

モデンレ55EV

JISキーボード
ワンタッチキーボード

嫁i配列キーボード

祠オ下

5Xインチ】八促FDDI

(最大3台)

5%インチ40MBFXD

G11大2六)

プ

力

日水語シリアルプリンタ

(漢字40CPS,72CPS)
OA日本誥フ゜りンタ
(ホッパ,スタッカ付もあり)

1司ノf

統合オフィスシステム
MELLINK

同ノ1

ショーノ

装讃

ワークステーション化

モデンレ15EV,モデノレ

35EV,Π本語ライン
フ゜りンタが最大8六

祠左

回

ハンド0CR

バーコードリータ

ID力ードリーグ

65(151)

ノくーソナノレ処王里
'ノフトウエア

同軸ケープル按靴によ1)

モデル55EVのワーク

ステーシ,ン化可能

いリf

1泉

日本語MUHlplan
SUρ剖 Cal02

MELGRAPH

MELDRAW

日本語Da捻 BO×一Ⅱ

データ変換MELDAX

毛手毛玉
^ロロ

riiリ'.

言語ライプラリ

1回線

祠心

ワードフロセッサ

Ⅱ本"ラインプリンタ
(125LPM)

1'UC

MELWORD-J

MELVVORD-J2

VYord star

Spe11 St己r

M丑11 Me「9e

11Ⅱ1線

MBASIC

PLUS 印D-ー・.MBASIC

データベース

2['哨呆

日本語dBASEn

日GL一日

イ〆ージ処理

MELIMAGE

舌辛森

姓名辞書

住所辞書1

住所辞書Ⅱ
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特許と新案有償開放WⅧⅧ棚Ⅷ肌同削川削川棚川

この発明は送竃線保護用として使用される方向比較式搬送保護継電

装置において,潮流反転対策と称する回路の機能向上を図った、の

であり,との回路に遮断器開放条件を付加するととによって再閉路

動作中における残りの健全相の故障時等忙おいて、高速遮断を可能

としたものである。

図において, SET は搬送セ,,ト,51GL,51GH は系統故障忙応

動する過電流継電器の接点, UG1は内部方向の故障にのみ応動す

る距雛継竃器の接点,85Rは相手端からの搬送波に応動する継電

器の接点,"GOXは補助継電器とその接点,詔Xは各ホ酷座断器の

込ずれが開のときにも開となる接点である。

方向比較式搬送保護継電装置は,それぞれの電気所(端子)に,

内部方向,外部力向の故障を検出する継電器を設け,白端が内部方

向と判定し,かつ搬送波の受信状態にて得られる相手端の力向判定

が内部方向判定側であるとき,高速遮断に持ち込み故障除去しよう

とするものであり,これに潮流反転対策回路が設けられている。

との潮流反転対策回路は,隣回線側の赦障時いったん外部力向と

判定した後,隣回線の遮断が行われた結果,故障電流が反転し,即

時内部方向と判定して相手端の内部方向判定の復帰時問帯巴ラ,ガ

して,誤遮断するととを防止するための、のであり,地絡の場合図

2、のように 51GL が動作と"G1不動作で、つて外部方向と判定

搬

有償開放にっいてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

保護継

発明者

(特許第 976061号)

鈴木健治・中村勝己・坂本 昌

すれば,"GOX が動作し,図 1.(a)の搬送制御回路で相手端に

遮断阻止信号を与え,図 1.(b)の遮断器引外し回路で,自端の遮

断を阻止する、のである。

しかし,単相あるいは二相遮断後の再閉路動作中においては,零

相回路に竃流が発生し,51GLが動作する。とのため"GOXが動

作し,再閉路動作中の残りの健全相の故障,あるいは再閉路終了後,

51GLが復帰し,"GOXが復帰するまでの時問帯における故陣時

においては高速遮断ができないとととなる。

との発明は,との不都合を除去するため,図 3.のように遮断器

の接点52X を付加し, 1相く・も遮断器開放時には潮流反転対策回

路を阻止するものである。もちろん,通常の潮流反転事故に関して

も何ら支障なく,十分応動できる。
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衛星通信制御装置 SCC-フ

衛星通信は広域にわたる回線網を容易に設定てき、伝送帯域

が広く、同報通信や多元接続がてきるなど地上系通信媒体と

比ベ優れた特長をもっています。しかし衛星通信は伝送遅延

時問の発生,降雨減衰に よる回線品質劣化など衛星回線

特有の問題もあります。

このたび菱電機tは、これらの問題を解決す る

ための衛星通信制御装置(SCC-フ)を開発しま

した。これにより衛星を利用したデータ伝
地上局

送システムて、衛星回線をより有効 '
に使うことがてきます。

MnsuB熔HI

)

〆戸

ヂノ

コンピュータ

コンビュータ

機能

.伝送遅延対策:地上回捌則と衛星回線側のプロトコル(伝送制

御手順)を独立にし、衛星回線てはHDLC・モジュロ128を採用。

また地上回線側のBSC, HDLCては相手端末に代って応答。

.品質劣化対策:衛星回線上のエラーは、エラーフレー

ムだけを再送するSREJ処理機能。

.多重化:地上回線を最大3チャン才、ノレまて、接続可。

(オプションによりフチャンオ、ノレまて接続可)

.多彩な端末プロトコルサービス: HDLC、

X.25, BSC,無手1順端末をサポート。

コンヒユータ

通信衛星

/＼

仕様
分

基

BSC

衛星通信制御装置

無手

本

b s; bits peT 3.cond

機

インターフェース

夕イ コンビュータ

コンビユータ

コンビユータ

項目
遅延対策
エラー対

多重化能

地上回捌則

送受信装置

B S C

境

無手

衛星
回線
HDLC

条

'

^

地上局

^,MODEM

規
モジュロ変換(M8→M128)により可 HDLC)

SREJ REJ併用方式(SREJ; selective Reject)
3種の伝送制御手順(HDLC,BSC,無手順)を口計3チャンオ、ノレまて、多重化可

V.35/RS"9/RS232C~48k b/S.25 HDLC

RS232C~9.6k b/SB S B

RS232C無手順(調歩同期) 300,600,1200,
2400,480ob/S
48k b/S RS449HDLC

5~35で

20~80%(ただし結露しないこし)

W450XH180XD50omm 約20kg
ACI0OV士1000 50 60HZ,240W,210kcal Hr

送受信装置

,H18hL剖θIDataLlnkcontr01 1伝送制御手)

格
専用のプロトコル(衛星回
に変換(受信後に逆変換)

/
X.25

HDLC

衛星
回線
HDLC

衛星通信制御装置
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